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　アルモニア暦れき三二〇年、初冬。

　島国であるマディス王国を囲む海が、波を荒あらくし始める季節。

　マディス王国王都中央の海軍省本部は、朝から騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きに包まれていた。

　どっしりとした石造りの建物の前には次々と派手な紋もん章しよう入りの馬車が着き、三角帽ぼうとマントを身につけた軍人たちが険しい顔で降りてくる。

　役人や下士官たちは廊ろう下かを右往左往し、資料やら飲み物やらを会議室に運びこんでは、不安顔になって戻もどってくる。

　そんな慌あわただしさがようやく一段落した正午過ぎ、海軍省本部の廊下にひときわよく通る声が響ひびいた。

「ったく、冗じよう談だんじゃねーぞ！　この期ごに及およんで、まだ会議してるだと？　頭にカビ生えてんじゃねえのか、海軍の爺じじいども！」

「ランセ、声が大きい。上官への侮ぶ辱じよく罪になれば、死し刑けいだぞ！」

「ばか言え、俺はもう死人だっつーの。これ以上殺せるってんならやってもらおうじゃねーか。大体、提てい督とく連中が爺なのはただの事実だろ。十年も停戦してたせいで、マディス王国の海軍提督はちっとも代だい替がわりできてねえ。風通ししてねえもんがカビるのは当たり前だ！」

「阿あ呆ほう！　それが事実なら、ますます口をつぐめと言っている！」

　普ふ通つうの人間ならぎょっとしそうなやりとりをしながら歩いていくのは、若く端たん整せいな海軍人二人組だった。

　険しい顔で唇くちびるを強く引き結んだ黒くろ髪かみの青年は、小型艦かん、レーン号の艦かん長ちようであるランセ。

　その傍かたわらに添そい、長い金きん髪ぱつをひらめかせて歩く輝かがやかんばかりの美青年──もとい、美青年にしか見えない軍装の女性は、レーン号副長のロディアである。

　ふたりは呆ぼう然ぜんとする海軍省の下士官たちなど視野にも入れず、軍ぐん靴かの音も高らかに先へ進む。何しろ今は時間がないのだ。マディス王国は南方の大国、アスファル帝てい国こくとの十年間の停戦を終え、再びの戦争状態に陥おちいっている。

　そしてついに、ロディアたちの働きにより、アスファル帝国が大規模なマディス王国侵しん攻こう作戦をくわだてていることまでもが明らかになった──のだが。

「俺が口をつぐんで敵さんが引っこむような事態なら、そもそも俺がこんなとこに呼び出されてねーっつーの！　爺ども、俺たちが命がけで取ってきた情報を腐くさらせる気としか思えねえ。しかも、レーン号の処しよ遇ぐうまで宙ちゆう吊づりときてやがる！」

「レーン号の件は、議会が文句をつけたらしいな。艦かん隊たいの指揮権は海軍総司令官にあるはずなのに、国王陛下が直接動かしている船があるのは危険だのなんだのと。普ふ段だんは『ない』はずのレーン号が、こんなときだけ『ある』ものとして問題になっているのもおかしな話だ」

「大事な時期に議会なんか開いてるから面めん倒どうくせえことになるんだよ。そんなもん、『国王陛下はまだご病身だから』とか寝ねぼけたこと言って摂せつ政しようつけようとしてる、保守党の奴やつらがごねてるだけに決まってんじゃねーか。政争なら、もっと暇ひまなときにやりやがれ！」

　怒ど声せいと共にランセが扉とびらを蹴けり開けかけたので、ロディアはさっと彼の襟えり首くびをつかんで自分が代わりに扉を開けた。

　ランセは不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、しかし何も言わずに光差す中庭の回かい廊ろうに出る。

　ロディアは彼をちらと見やって、強い語調で囁ささやいた。

「……ランセ。国王陛下への忠誠に生きようとするあまりに自分の命を軽かろんじ、敵を作りすぎるのはあなたの悪い癖くせだ。だが、私はあなたがどんな態度を取ろうと、あなたのことを一番に考えて動く。あなたを守る」

「──ああ。知ってる」

　ほとんど見えないほど浅くうなずいて言い、ランセは会議場の控ひかえ室しつの扉を両手で押し開ける。

　警備に当たっていた士官たちが、彼の姿にぎょっとして壁かべ際ぎわの椅子いすから立ち上がった。

「現在、重要な会議中だ。入室は……」

「何寝ぼけたこと言ってやがんだ。会議してねえ会議室に、この俺が一体なんの用で来るんだよ。昼ひる寝ねか？　掃そう除じか？　笑えねえ冗談は壁かべにでも向かって言いやがれ！」

　色いろ違ちがいの瞳ひとみを光らせて低い声を出すランセに、士官は怯おびえつつも警けい戒かいの色を見せる。

　すかさず、ロディアが一歩前に出て真しん剣けんに囁いた。

「すまない、このひとは一見そのへんの不良士官候補生じみているかもしれないが、国王陛下のレーン号艦長、海軍中ちゆう佐さのランセだ。私はレーン号副長のロディア・アルバラード海かい尉い。白色艦隊司令官、カザルス提督からの招集を受けてここにいる。中へ入れてはもらえないか」

「カザルス提督からの招集、ですか」

　マディス王国一の艦隊を指揮する提督の名に、士官の態度はわずかに緩ゆるむ。しかし、彼はランセとロディアの軍服と階級章に視線を走らせた後、ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せて告げた。

「──申し訳ありませんが、そのようなお話は聞いてはおりません。そして、レーン号という船はマディス海軍の艦かん船せん名めい簿ぼには載のっておらず、ランセという中佐もいない。いない者を、最重要の会議に出席させるというわけにはいかないのです」

「っ、この期に及んでそんなことを言っている場合か！　君はレーン号の名を知っているんだろう？　ならばその任務の特とく殊しゆ性せいも知っているはず。大体ランセが実在しない人間だというのなら、君がここを通そうが通すまいが、なんの問題もないはずだろう！」

　顔色を変えて叫さけんだロディアの勢いに、士官は少々ひきつった。

　普段は氷のごとく冷静に見えるロディアだが、ランセのこととなると常の慎しん重ちようさがふっとびがちだ。彼女は、士官の襟えり元もとをつかまんばかりの様子で相手につめよる。

「いいか、今は戦時だ。海軍の標語はなんだ？　柔じゆう軟なんさ、発想力、そして国王陛下への忠義だろう！　今、ここで規則だなんだと言っているのが君の本当の正義か？　ここにランセの居る、居ないで、国の命運が左右されるかもしれないんだぞ！」
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　美しい石榴ざくろ色の瞳に宿る怒いかりに気け圧おされながらも、士官はどうにか囁いた。

「……聞いてください、アルバラード海尉。わたしは十年前、海軍士官候補生でした。わたしは──知っています。伝説の提督を。不敗の……エリアス・オルディアレスを」

　ちら、と緊張した士官の視線がランセのほうを向く。

　ロディアもまた、エリアス・オルディアレスの名に反射的に背を正した。

　それは彼女の魂たましいに深く刻みつけられた名。──十年前の、ランセの名前だ。かつての戦争で、マディス王国のみならず、北方大陸連合艦隊を率いたこともある英えい雄ゆうとしての彼の名前。

　当時から大して変わっていないと思われる容よう貌ぼうは、海軍内では記き憶おくしている者も多かろう。

「ならばなおさら……」

　言いつのりかけたロディアを、不意にランセがてのひらでさえぎる。

　ロディアが視線をやると、彼はさっきまでとは打って変わった、静かな表情で士官を見つめていた。

「あー、わかった。つまり、俺がいちゃ、かえってカビの生えた提督どもが頑がん固こになりすぎるんじゃねーかってことだろ？　過去の面倒事の象しよう徴ちようみたいな俺に、また提督面づらされちゃたまらねえってとこか」

「ランセ」

　ロディアは反論しようと彼の名を呼んだ。

　が、見下ろしてくる彼の瞳があまりに静せい謐ひつで、不思議なほどに暗いせいで、言葉は形にならずに消えてしまった。こんなときだけ、普段は忘れていることが甦よみがえる。

（このひとは私の憧あこがれのひと。幾いく多たの戦いを勝ち抜ぬいた、エリアス・オルディアレス。本来なら、私がこのひとの横にいるだけでも奇き跡せきのような出来事なんだ）

　今さら萎い縮しゆくしかけるロディアの肩かたに、ぽん、とランセの手が載った。

　彼は少年のように、にっこり笑って言う。

「よし、お前が行ってこい、ロディア」

「──何？　まさか、会議に私だけで出ろという話じゃないだろうな」

　あっけにとられて聞いてみると、ランセはあっさりと返した。

「しょうがねーだろうが、こいつは『死人は通せない』っつーんだから、お前が行くんだ。お前はレーン号に乗ってる士官の中じゃ、唯ゆい一いつまだ、死人じゃないだろ？」

「それはそうだが、私はたかが一海尉だぞ！」

　慌てて声をあげたロディアに向かって、ランセは悪戯いたずらっぽく目を細める。

「違ちがう。お前は、俺の副長だ」

　言い切られてしまうと、ロディアも次の言葉が出てこなかった。

　そんな彼女の瞳をのぞきこみ、ランセはゆっくりと続ける。

「俺の意思はわかってるよな？　俺の考えること、俺の好きなこと。俺が譲ゆずれないこと、俺が憎にくんでいること。俺の、本当の望み」

「……ああ」

　ひとこと答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　ロディアはランセに誘さそわれてレーン号に乗ってから、ひたすらに彼の傍らにいた。彼の見るものを見ようとし、彼が受け渡わたそうとするものをひとつも逃のがさないように必死だった。

　しかし本当に彼の全すべてを知っているかと問われたら、どうしても不安に襲おそわれる。

　ランセはロディアより九歳も年上で、その身に【旧神】を宿した数すう奇きな運命の持ち主だ。たかが一年弱で完全に理解なんかできるわけがない。

　そんな気持ちがわずかに表情に出たのだろうか。ランセは笑えみを深めて告げた。

「ま、わかんなかったら、後はお前の好き勝手に喋しやべってこい。お前の意思と、お前の心に残ってる俺の言葉。その両方が俺の意思だ。お前が言ったことの責任は俺が取る。俺とお前だ、それでどーにかなるだろ。いいな？」

「──了りよう解かい、ランセ艦長」

　じん、と心臓に沁しみるものを感じながら、ロディアは軍靴を鳴らして敬礼をする。

　ランセもすっと真顔になり、ほれぼれするような返礼をした。

　士官は黙だまってふたりの様子をうかがい、ついに意を決したのだろう。会議場の重じゆう厚こうな扉を叩たたき、少々震ふるえた声をあげる。

「白色艦隊所属、ロディア・アルバラード海尉、いらっしゃいました！」

　室内からの返事を待たず、ロディアが会議場の両開きの扉を押し開けた。

　途と端たんに彼女は激しい言いあいの渦に巻きこまれる。

「敵の計画はわかっているのだ。一刻も早く封ふう鎖さだ！　大規模な海上封鎖をするしかない！」

「船の数が足りん。停戦中に何隻せき軍ぐん艦かんがつぶされたか、知らんわけではないだろう。大体それでこの国をがら空きにしたら、背後の北方大陸のばかどもがこちらに手を伸のばしてくる可能性もある。外交筋はあてにならんぞ」

「やはりここは、陸軍が提案してきた作戦をある程度容いれるしかないのでは？　フラウス大陸の植民地に駐ちゆう屯とんしているマディス軍を移動させ──」

「植民地の陸軍なんぞほとんど現地の兵だ、信用できるか！　大体海かい賊ぞくの問題はどうなる。軍ぐん艦かんが出で払はらったら、商船の護衛がいなくなるぞ。商人の機き嫌げんを損そこねれば戦費に事欠く！」

　飛び交かう議論は、熱心ではあるがさっぱりかみ合っていない。

　怒ど鳴なりあうのに必死でロディアには目もくれない提てい督とくたちに、彼女は呆ぼう然ぜんと目を瞠みはった。

（まだこんな、根本的な方針も立たない状態なのか！　こんなことが二週間も繰くり返されてきたのか？　こうしている間にも、敵は着々と侵しん攻こうの準備をしているのだろうに）

　思った以上に酷ひどい事態に、腹の底から焦あせりがせりあがってくる。

　どうにかしなければ、とは思うが、果たして何を言えば聞いてもらえるのだろう？

　英雄時代のランセなら、親子以上に歳の違う提督たち相手でも一いつ喝かつして黙らせたに違いない。しかし、ロディアには彼のような実績も、自信も、無む鉄てつ砲ぽうさもありはしなかった。

　立ち尽つくすしかできないロディアの耳に、不意に涼すずやかな声が飛びこんでくる。

「アスファル帝てい国こくの、マディス王国侵しん略りやく計画。しかし彼らがマディスを落としたとして、どれだけの間きちんと統治できるのかは謎なぞですな。さすがに北方大陸のジェレマイヤ辺りが黙っていないでしょうし、マディスとアスファルは文化の面でも距きよ離りの面でも遠すぎる」

　はっとしてロディアが横を見ると、ランセの戦友で、マディス海軍の三つの艦かん隊たいのひとつ、白色艦隊司令官であるカザルスが整った横顔をさらしていた。

　彼は眼鏡めがねの奥からちらとロディアを見やって微笑ほほえむ。

　そこに何らかの含ふくみを感じて、ロディアは眉根を寄せた。

　カザルスは自分に何かを伝えようとしている。何かに気づけ、とうながしている。

（一体なんのつもりだ？　アスファルが、マディス王国を支配した後の話なんて……）

　確かに想像はしづらいが、と考えて、ロディアは、はた、と気づいた。

「……そうか。この戦争の相手は、アスファルじゃない。アルモニアなんだ」

　ぽつりと投げ出された彼女の台詞せりふに、急に辺りは静まり返る。

　やっとロディアの存在に気づいたらしき人々が顔を上げ、彼女に注目して複雑な表情で黙りこむ。もっともロディア自身は、注目されていることに気づきはしなかった。

　そんなことより、必死に考えていたのだ。自分が言うべきこと、やるべきこと。自分たちにしかできないことについて。

　それは背せ伸のびして、提督たちの作戦にどうこう口出しすることではない。

　ロディアはゆっくりと息を吸いこみ、慎重に告げた。

「今回の敵の目的は、マディスを占せん領りようすること、ではない。彼らは常にアルモニア神の意志に従う。この侵攻作戦は、【旧神】を呼び出してまで真っ向からアルモニア神に喧けん嘩かを売った、マディスに対する報復です。アスファルはアルモニア神の望むだけの死者を、マディスから奪うばい取ろうとしている」

　わずかな沈ちん黙もくの後、マディス王国海軍総司令官ジョン・ウォルター卿きようが骨ばった指を組みかえた。あまりに表情がないせいで一部に『蝋ろう人にん形ぎよう』と揶や揄ゆされる彼は、張りのない声で言う。

「それのくらいのことは皆みな、ある程度承知のうえだ。どちらにせよ、我々の目的はアスファル軍を撃げき滅めつし、マディス王国を守ることには違いない。──そもそも君は何者だ？　一海かい尉いがなぜ【旧神】の話を知っている」

「私は、唯一神アルモニアの加護を受けたアスファル帝てい国こく打だ倒とうのために作られた船……【旧神】を身に宿した者たちの軍艦、レーン号の副長、ロディア・アルバラード海尉です。この戦争に真の勝利を求めるなら、我々のレーン号が行くしかありません」

「幽ゆう霊れい船せんがどこへ行くと？　君は勝手に『国王陛下の』レーン号の行先を決めるつもりか」

　司令の声は淡たん々たんとしたままだが、辺りには不快げなうなりのさざ波が走る。

　ロディアはひるみそうになる心をどうにか捕つかまえて、懸けん命めいに司令の瞳ひとみをのぞきこんだ。

「我々の真の勝利条件は、アスファル軍を撤てつ退たいさせることではなく、アルモニア神の加護を完全にアスファルから……いや、人間の世界全体から、引き剥はがすことです。アスファル帝国にはアルモニア神の影えい響きようがいきわたり、彼らは自分たちを神と同一のものと誤解している。そこを打ち崩くずさなくてはマディスはアスファルの優位には立てない。いくら戦っても消しよう耗もうするばかりで、戦争が終わらない。……司令、どうか私たちをもう一度アスファルに向かわせてください。以前の潜せん入にゆう捜そう査さでは敵側の軍事行動についての情報伝達を優先させて帰き還かんしましたが、やはり、終戦のきっかけを作れるのは、【旧神】たちの力を持つ私たちのレーン号だけだ！」

　勢いこんで主張するロディアに、司令官は事務作業を片付ける声こわ音ねで告げた。

「却きやつ下かする。今は海上封鎖のために一隻せきでも船がほしい」

（……何？　今、このひとは何を言ったんだ？）

　唖あ然ぜんとしつつも、ロディアはどうにか気を取り直して叫さけぶ。

「司令！　まさか、レーン号を海上封鎖に使われる気ですか？　他ほかの戦せん艦かんと一いつ緒しよに？」

「そうなるな。そもそもこの時期に一隻だけでアスファル帝国に向かうなど無む謀ぼうの極きわみだ。だからと言って幽霊船に護ご衛えい艦かんなど割さいてはおれん。わかるな、海尉？」

　さっきとまったく同じ調子で言われ、ロディアは言葉につまる。

　まるで歯が立つ気がしない。多分、ランセなら『じゃあ俺は俺で勝手にやる』と言い捨てて出ていくところだ。

（だが、私は違う。彼を孤こ立りつさせすぎては駄だ目めだ。あきらめては駄目だ）

　自分に言い聞かせ、ランセの顔を思い出してどうにか心を奮い立たせる。

　ロディアは腹に力をこめて拳を握にぎった。自分にあるのは真しん摯しさと情熱だけだ。ならばそれが最大限に届くように、それだけを祈いのって口を開く。

「──司令。レーン号に乗っている士官は、私を除いて死人です。彼らは日々死に直面し、戦うたびに確実に死に近づく。その彼らが、どうして必死にマディスのために戦うのか。……単純な話だ。彼らには、美しい思い出があるのです。表面的な話に聞こえそうですが、そうではありません。本当に、心から、思い出せば勝手に笑みが湧わいてくるような、そんな思い出が、守りたいものが、マディスにあるんだ。逆に言えば、彼らには他に何もない。地位も、名めい誉よも、財産も、築きようがない。だからこそ、彼らは絶対に裏切らない。彼らがマディスを裏切るということは、自分の思い出を、人生を、魂たましいを、裏切ることになるから」

　レーン号の士官ひとりひとりを、自分の家族を、友人たちを思い出しながら言い、ロディアは一度目を閉じた。

　閉じた目ま蓋ぶたの裏には、この国で過ごした美しい光景が鮮せん明めいに浮うかんでくる。

　大だい丈じよう夫ぶ。自分も、本当にマディスを愛している。この国のために戦える。

　ロディアはゆっくりと目蓋を開け、刻むように言う。

「アルモニアの支配が続けば、結局のところ死を量産するためだけの戦争も続く。この戦いを生き残っても、いずれは戦友が、家族が、そして自分が、死んでいくんです。私たちは暴ぼう虐ぎやくの神から、私たちの愛するものを救わなくてはならない。可能性はレーン号にしかない。私たちは迷わない。どうか、私たちに魂を裏切らせないでください」

　ロディアの言葉に返るのは、ひたすらの沈黙だった。

　これ以上言うべきことは、おそらくない。

　永遠にも思える重苦しい沈黙の中、ロディアはわずかに顔を伏ふせて待つ。

「ロディア・アルバラード海尉」

　不意に響ひびいた声は、カザルス提督のものだった。

　弾はじかれるように顔を上げるロディアに、カザルスはあくまで優美に微笑んでみせる。

「今の発言は上官の命令への反はん抗こうにあたる。軍規違い反はんだ」

「なっ……カザルス提督！」

　あまりにも意外なひとの裏切りにロディアが絶句する。カザルスは彼女の反論を待たず、壁かべ際ぎわにたたずんでいた士官たちに向けて、高らかに指を鳴らした。

「彼女を捕とらえたまえ」
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「──それにしても、海尉さんが懲ちよう罰ばつ房ぼうに来るっていうのも珍めずらしいですねえ。普ふ通つう、自室で謹きん慎しんとかじゃないですか？　一体何やったんです、あなた」

　看守が呆あきれたような声を出し、ロディアは複雑な顔でため息を吐ついた。

　ここは海軍省の建物から少し離はなれて造られた軍刑けい務む所しよである。カザルスの部下によって会議場から引きずり出されたロディアは、刑務所の一角にある懲罰房に放ほうりこまれていた。

「何が悪かったのか、正確には私にもわからないよ。最近は士官の懲罰房行きが流行ってるのか？」

　ロディアが房の床ゆかに座りこんだまま訊くと、通路の看守は軽く頭を掻かいた。

　懲罰房は薄うす暗ぐらい通路に面した全面が鉄てつ格ごう子しになった、中世の牢ろう屋やじみた狭せまい独どく房ぼうだ。

「いやあ、ここは今も昔も一般兵士用ですし、最近は兵士だって懲罰房に入れとくくらいなら訓練させろ、って空気なんですけど。大体あなたをここに入れたって、なんの懲罰にも……」

「──ちょっと、そこ！　どいてくださらない？　まあ……まあ、本当だったの……！」

　いきなり辺りに響いた涙なみだ声ごえに、看守とロディアが同時に顔を上げる。

　次の瞬しゆん間かん、どん、と力強い体当たりで看守は押しのけられ、ロディアの目の前には華はなやかなドレスの柄がらが広がった。

「あなたがこんなところにいらっしゃるなんて、考えられない！　悪夢だわ！」

「アルバラード海尉、ご無事でして？」

「海尉、あたしのこと、覚えてるよね!?」

　鬼き気き迫せまる勢いで訊いてくる大荷物を抱かかえた女性三人組に、ロディアは少し困った笑えみを見せた。そのまま立ち上がり、三人の顔を順番に見やってうなずく。

「もちろん覚えているよ。海軍省装備部部長夫人のリーデン夫人に、王宮付きの侍じ女じよのアイリス。それに、バーデン通りの酒場のカロリーナ。どこで私がここにいると聞いたんだ？　ここは美しい君たちにふさわしい場所じゃないし──正直、私もこんな姿を君たちにさらしたくなかったな」

　物もの憂うげに言って長いまつげを伏せるロディアだが、女性たちにとってはそんな姿もたまらないものがあるらしい。

　誰だれもが皆、頬ほおを淡あわい薔ば薇ら色いろに染めて、錆さびた鉄格子に張りつく。

「何をおっしゃっていますの、あなたはどんなところにいても美しいですわ。大体アルバラード海尉がこんなところにいるのが何かの間ま違ちがいなんです。さあ、差し入れの毛布です」

「差し入れならあたしも持ってきたよ！　懲罰房ではろくな食事が出ないって聞いたからさ、これ、あたしの焼いた、干しイチジク入りのパン。好きだったよね、ロディア？」

「あなた、名前呼びなんて失礼よ！　アルバラード様、そんなものより、私が縫ぬった着き替がえと寝ね間ま着きとカーテンを！」

　女性たちは口々に叫ぶと、我先にと差し入れを差し出してきた。

　看守はすっかりあきらめ顔で止める様子もないし、彼女たちの気持ちはロディアもしみじみとありがたく思う、のだが。

「ありがとう、みんな。君たちの気持ちは本当に嬉うれしい。だが、ここは見てのとおりの状じよう況きようで、その──なんというか……これでは懲罰にならないんだ」

　複雑な表情でそう言ったロディアの背後に広がるのは、殺風景な懲罰房の光景……ではなく、色いろ鮮あざやかな小物で一いつ杯ぱいの小部屋だった。

　苔こけむした石いし壁かべは優やさしい色の織物や絵で飾かざられ、床には絨じゆう毯たん、幾いくつものクッション、花の鉢はち、果くだ物ものの入った籠かごなどが所ところ狭せましとひしめいて、ほとんど足の踏ふみ場もないくらいだ。

「これが、ぜーんぶ女性からの差し入れだって言うんですからびっくりですよねえ。ほんとにあんたら、どっからかぎつけてくるの？」

　遠い目で訊いた看守を、女たちはそろってじろりと睨にらみつける。

「それは内ない緒しよですわ。私たちにも色々とつてはありますのよ」

「そうさ、男ってのは、女の前じゃ要いらないことまで喋しやべるもんだからねえ」

（……なんだか裏に強力な情じよう報ほう網もうがあるような気がするが、気のせいか？）

　さすがのロディアも少し背筋に薄うすら寒いものを感じた、そのとき。

「ふん、何が『色々とつてはありますのよ』よ！　『ロディア様後こう援えん会かい』とかいう名前だけの組織の噂うわさ話ばなしでしょ？　そんなもん、私にはすっかりお見通しよ！」

　ことさら力強い声に、誰もがびくりとして通路の向こうを見やる。

　薄暗い通路をずかずかと歩いてきたドレス姿の人ひと影かげに、看守はその場に固まり、女たちは目を瞠みはって後ろへ下がった。

　ロディアもほんの数秒ぽかんとしていたが、すぐに立ち直って鋭するどく叫んだ。

「看守！　ここの警備は一体どうなっている！」

「い、いえ、その！　こいつが言ってたとおり、あなたの後援会ってのがありましてですね、色々裏で協力し合ってるらしくて、下手へたに扱あつかうと後が怖こわいんで、それっぽい女性は入れてやれってことになってまして……！」

　うろたえる看守に、ロディアは鉄格子の外を指さして、さらに声を荒あらげる。

「貴様の目は飾り物か!!　これの、どこが女だ、と言っている！」

「失礼ね！　私のどこが女じゃないっていうの！」

　相手はあきらかな男声で言い、堂々と腰こしに手を当てて立ち止まった。

　女どころか、男の中でもかなり長身の域に入る背せ丈たけ、広い肩かた幅はば、均整のとれた筋肉。

　少し少年らしさが残った容よう貌ぼうも、普通にしていればそれなりに恰かつ好こうのいい部類だろう。

　これは男だ。どこからどう見ても、完璧に、男。

　そんな人間がカーテン地ででも作ったかのようなドレスをまとい、巻き毛のかつらをつけて化け粧しようをし、両足を開いて立っている図、というのは軽い恐きよう怖ふ小説並みの悪印象だった。

　しかもその顔、ロディアにとってはなじみがありすぎる。

　ロディアはすぐさま怒ど鳴なりつけたくなる気持ちをどうにか抑おさえ、ふるふると震ふるえる右の拳こぶしを左手で覆おおいながら鉄格子越ごしに『彼』と顔を見合わせた。

「カロル……今は祭りか？　違ちがうな？　そういうお笑いは、せめて艦かん上じようだけにしておけ！」

　押し殺したロディアの声に、相手はむっとした顔で声をひそめる。

「ばっか、誰がお笑いでこんな恰好するかよ。せっかく俺が恥はじを忍しのんで助けに来てやってんだから、おとなしく芝しば居いに乗っとけってば。しかしお前の後援会ってすげーな、俺が入った時点で会員番号が三桁けたに近かったぞ」

　真しん剣けんそのもののカロルの化粧顔に酷ひどい眩暈めまいを覚えて、ロディアは思わず声を大きくした。

「入るな！　大体どうして君が女装をしようという話になったんだ？　女装なら、他ほかにもっと適役がいるだろう！」

「その、適役のあいつと俺が戦せん闘とう中以外に仲良くできると思うか!?」

「できないならできないで、もっと成功する可能性のある作戦を考えろと言っている！」

　もはや堂々と怒鳴りあうロディアとカロルに、女性たちは戸と惑まどいっぱなしで視線は釘くぎ付づけ、看守は困り果てて横から声をかけてきた。

「えーっと。あのねえ、脱だつ走そう計画を立てるんだったら、せめてもう少しこっそり相談して欲しいんだけどね……」

「あーもう、お前はちょっと黙だまってろ！　こっちは大事な話してんだよ！」

　いかにも青年らしい声で叫さけぶカロルに、看守はひきつって黙りこむ。

　そこへ、今度はどたばたと他の看守までがやってきた。

「おーい、そこ！　これ！　そこの、アルバラード海かい尉いに手紙だ！」

　またまた変なことになってきた。ロディアが嫌いやな予感を抱えて見守る中、ふたりの看守は肩かたを寄せ合って話し始める。

「手紙って、そんな大急ぎで持ってくるもんか？　むしろお前、このでっかいのをとっつかまえるの、手伝わない？」

「そんなこと言ってる場合じゃないんだよ！　見ろ、この印章！」

「印章？」

　怪け訝げんそうに看守が封ふう筒とうをのぞきこみ、複雑な印章を見た途と端たん、みるみる真っ青になっていく。

　看守は大おお慌あわてでポケットから小型ナイフを取り出し、封筒を開けて中身を読み始めた。

　そして今度は、怒いかりで顔を真っ赤にする。

「親愛なる我らが薔薇、もしくは極地の光、深海のクラゲ、あらゆる美と神秘を身の内に秘ひめたあなたの身をわたしは憂うれう、哲てつ学がくと神への恋こいに身を浸ひたして空を飛べなくなったアホウドリのごとく……って、なんだ、このわけのわからん詩は！　大貴族の封筒でよこすから何事かと思ったら、ただのいたずらか！」

　看守は怒鳴り、びりびりと便びん箋せんを引きちぎる。

　直後、彼は何度か不思議そうに瞬またたいたかと思うと、いきなりその場にくずおれた。

「お、おい!?　どうした、何があった！」

　仲間の看守が叫ぶのを見つめ、ロディアは複雑な表情になる。

「今の一連の流れ、大体何があったのか想像はつくんだが、あまり事実を確かめたくないな」

「俺は、あのふたりには協力頼たのんでねーぞ。ルーナ・ノアにはお前がいそうなとこ、探してもらったけど」

　カロルとロディアがぼそぼそ言いあう中、もうひとりの看守は気絶した仲間の顔をのぞきこみ、大慌てで彼のちぎった便箋を見直した。

「なんだ……これは。二枚の紙を貼はりつけて、便箋にしてあるのか。この、紙と紙の間で光ってるのは、針……？　痛っ……」

　便箋をいじっている間に、そちらの看守もぱたりと通路に倒たおれ伏ふしてしまった。女性たちが細い悲鳴をあげて、手に手を取って通路の端はしで固まる。

　カロルとロディアはしばらく黙っていたが、やがてカロルが嫌そうに言った。

「あー……あれかなー。アルデアが二枚の紙の間に毒針入れて、一枚に見えるように張りつけて、紙を引きちぎると針が出てきて指に刺ささるようにしたのかなー。そんな遠回しな罠わながみごと成功するって、凄すごすぎねー？」

「即そつ効こう性の薬と、キニスの詩の絶ぜつ妙みようなどうしようもなさが調和してこその勝利だな。見ろ、カロル。まったく褒ほめたくはないが、キニスとアルデアはしっかり協力しているぞ」

　ロディアは軽い頭痛を覚えながら答え、カロルは男らしく腕うでを組んで自分の頬をさすった。

「納なつ得とくいかないなー、あいつらってそんな仲良かったっけ？　共通の話題とかあんのか？」

「話題も何も、キニスは誰とも何も喋らないだろう。みんなが私を助けようとしてくれているのは嬉しいが、方法の違い法ほう性と、何より統とう率そつのとれていないのが見ていてつらい……」

　ロディアがつぶやいたところで、またも看守の詰つめ所しよあたりがざわつき始める。

「あ、やべ。ひとが来たっぽいな。とっととこっから出てこいよ、ロディア」

「脱走兵扱いになるのは不本意だが……ここまで来たら仕方がないか。お嬢じようさんたち、外へ出て、医者を呼んできてくれないか。その倒れた看守たち、寝ねているだけとは思うが、一応治ち療りようを受けたほうがいいだろう」

　脱走する覚かく悟ごを決めたロディアの言葉に、女たちは従順にうなずく。

　すまない、と心の中で謝罪するロディアの目の前から女性たちが去ると、カロルが看守から鍵かぎ束たばを取りあげた。ふたりの看守はまだ死んだように眠ねむっている。

　カロルが鍵の中からそれらしき一本を選び出して懲ちよう罰ばつ房ぼうの鍵かぎ穴あなにあてがおうとしたとき、ちょうど通路の向こうから靴くつ音おとが響ひびき始めた。

（間に合わなかったか。軍ぐん靴かの音だ）

　ロディアは素す早ばやくカロルに『離はなれろ』と合図を送る。

　カロルはさっと鍵束をスカートの下──幸いズボンを穿はいていた──のベルトにつけて、何食わぬ顔でスカートのすそを戻もどした。

　そのまま壁かべ際ぎわにでも寄っていてくれ、と内心ロディアは祈いのったが、カロルはがっし、と鉄てつ格ごう子しを握にぎると、わざとらしく泣き崩くずれる。

「ああっ、ロディア様……！　私、あなたのそばを離れることなどできませんわ！」

（あとで一発殴なぐろう、絶対）

　固く決意しながら、ロディアも鉄格子を握って沈ちん鬱うつな面おも持もちを作った。

「しかしハンナ、私がここにいるのは上官の意志なんだ。もう帰らなくてはいけないよ。君のドレスが汚よごれてしまう」

「私のドレスなんか汚れてしまえばいいんです、魂たましいが汚れるよりよほどましだわ！」

　妙みように頑がん張ばるカロルに、ロディアは全身全ぜん霊れいで『頼むからとっとと帰れ』と念じる。

　その間にも複数の軍靴の音は着々と近づき、のびやかな笑いを含ふくんだ声が飛んできた。

「やあ、海軍省本部はいつの間に運河沿いの下町になったのかね。なんとも素す敵てきな三流芝居の真っ最中に間に合った。切きつ符ぷ切りはどこだ？　ランセ艦かん長ちよう、君の艦かんでは芝居の練習もするのかな？　退役後の士官の職の心配までするとは、人殺しとは思えない人格者だ。尊敬に値あたいする」

「いつも通り俺のことほめすぎだぜ、ルイス。そもそも死人に退役とかねーっつーの」

「ランセ！　それに、カザルス提てい督とく」

　ロディアがぱっと表情を明るくして呼ぶと、いつもどおりのおしゃれな軍服に特注の白いマント姿のカザルスが、やんわりと微笑ほほえむ。

「相変わらずだな、アルバラード海尉。いかにもランセが主役、わたしはおまけ、といった感じの言い方だ。正直者は出世しないぞ。出世したいならぜひ、彼よりわたしを見習いたまえ」

「口説くなよ、俺の副長なんだから。──ロディア、遅おそくなって悪かったな。お前がカザルスに懲罰房に放ほうりこまれたって聞いてすぐに動いたけど、この時間になっちまった」

　軽い調子のランセの詫わびが、かえって彼からの信しん頼らいを感じさせるようで、ロディアは安あん堵どしてうなずいた。ランセもうなずき返すと、ふとカザルスのほうを向く。

「でさ、ルイス。とりあえずもうちょっとそっちに寄ってくれねーか？　うん。そのへん」

　ランセはカザルスを通路の奥のほうへ移動させ、無造作に女装したカロルの襟えり元もとをつかんだ。そのまま彼を鉄格子から引き離し、いきなり顔面を殴り飛ばす。

（……かなり本気の一いち撃げき、だな）

　目の前で響いた乾かわいた音に、ロディアは少々遠い目になる。

　カロルにはランセの拳こぶしを避よける、という発想がなかったらしく、しっかり頬ほおに打だ撃げきを喰くらって床ゆかに転がった。彼は涙なみだ目めになって頬を押さえ、懸けん命めいに抗こう議ぎする。

「痛っっ！　ちょ、な、何すんですか、艦長！　俺は誠心誠意、ロディアのこと思ってここにきたっつーのに！」

「女装的に百点満点中十五点、お笑いネタ的には六十五点、今、ここでこんなことしてていいと思ってる時点で判断力的に五点だ。とっとと顔洗ってきやがれ、阿あ呆ほう」

　笑えみを浮うかべつつもどことなく冷気を漂ただよわせるランセに、カロルは青くなって姿勢を正し、敬礼してから慌あわてて踵きびすを返した。

　そのまま足早に去っていくカロルを見送り、カザルスが肩をすくめる。

「昔と変わらず野や蛮ばん極きわまりない指導法だが、今の点数づけにはおおまかに同意するよ」

「これくらいで何が野蛮だ。海尉時代にゃ、お前も殴り合いの喧けん嘩かくらいしてただろ」

「……あれは、九割九分までは君に無理やり巻きこまれたのだ」

　カザルスがものすごく不本意そうな顔になるのを、ロディアは珍めずらしいものを見る目で見上げた。ランセと向かい合うと、このひとですら自分の調子を崩されがちらしい。

「カザルス提督。あなたがいらしたということは、私の処分が決まったのでしょうか？」

　ふたりの会話が途と切ぎれた間で訊いたロディアに、カザルスはさっと元の完かん璧ぺきな笑顔を取り戻して答えた。

「処分はとうに決まっているとも。懲罰房に兵士を入れられる限度は最大で三日。それ以上は健康を害するから禁止だ。兵士は生もので傷いたみやすい。そして君は外見はどうであれ法律上女性なので特例で一日。この特とく別べつ扱あつかいについては文句を言ってはいけないよ。後に続くかもしれない女性軍人のためにね。というわけで処分はそろそろ終わりだ。そして国王陛下のレーン号は、わたしの指揮下に入って海上警備の一いつ端たんを担になう」

　海上警備、のひとことに、ロディアの表情は曇くもった。

「やはり、ただの小型艦としてレーン号を扱われるのですね」

「や、そこは安心しとけ。海上警備に向かうってのは建前だ。途と中ちゆうで俺たちはどさくさまぎれで航路を変えて、ザーヒルのいる宮きゆう殿でんへ向かう。誘ゆう拐かい任務の続行だ」

　そうだな？　と確かく認にんするようにランセがカザルスを横目で見ると、彼は実に優やさしげな笑みを浮かべて眼鏡めがねを直した。

「わたしは責任を取らんがね。ほんのわずかな間、目をつぶっていることくらいはできる。何しろアルバラード海かい尉いが引っ掻かき回してくれたおかげで、あの後会議をまとめるのはずいぶん楽になったのだ。君のあの演説の後では、誰だれもがアルバラード海尉より男らしく理性的であることを、ことさら主張したい気分になった。皆みながあの品のいい司令官を助けて、方針をまとめさせることさえしたのだ。いいことだよ。わたしに言わせれば、論点の定まりきっていないぐだぐだした会議こそ、実に女性的で唾だ棄きすべきものだ」

　ロディアはカザルスの言うことを慎しん重ちように噛かみ砕くだき、わずかに顔をしかめる。

「閣下。失礼ですが、私たちをあの場に呼んだのは、最初からその目的ですか？　私たちを悪役にして、会議をまとめようと？」

　ロディアの問いに、カザルスは目を細めて品よく微笑んだ。

「わたしは見た目だけで充じゆう分ぶん目立つし嫉しつ妬ともされる。他ほかのところで無む駄だに目立ちたくはないのだ。もちろん、無む駄だ死じにするのも遠えん慮りよしたいがね」

（やはり、このひとの腹の中は真っ黒だな）

　ロディアはなんとも言えない気分で黙だまりこむが、ランセは気軽にカザルスの背中を叩たたいて笑いかける。

「またまた、お約束の台詞せりふで悪ぶりやがって！　俺ならともかく、ロディアに悪役やらせたのは気に食わねえけど、表の海戦は任せたぜ。お前がいりゃ、基本的には大だい丈じよう夫ぶだろ」

「それは君に任されるようなことではないな。わたしは服と船が汚れることをのぞけば戦せん闘とうは嫌きらいではないのだ。そもそも我々ははるか過去から海軍力で独立を保ってきたマディス海軍。湖に船を浮かべて訓練をするような大陸の民たみではないよ。君たちがアルモニア神とやらと密会している間、わたしは貴婦人とダンスでも踊おどるつもりで敵のお相手をしていよう」

　さりげなくランセの手を払はらいのけながら言うカザルスは、あくまで軽かろやかだ。

　軽けい薄はくなのか自信満々なのか少々疑問にも思うが、おそらくはその両方なのだろう。ロディアが不思議そうにカザルスを見ていると、ランセが看守から預かってきたらしき鍵で懲罰房を開けた。

　彼の右手が、ロディアのために伸のべられる。

「来いよ、ロディア。そろそろ戦争だ」

「──ああ」

　力をこめてランセの手を取り、彼の目を見つめてロディアは房の外に出た。

　明り取りの小さな窓から差しこんだ午後の光が、ランセの目をやけに光らせている。

　力に満ち溢あふれた彼の瞳ひとみ。しかし、今日は視線がうまく交わらない気がする。

　ランセはロディアを見つめているように見えて、実際はもっと遠くを見ているようだった。

（ランセはひょっとして、もう海を見ているのかもしれない。……戦場を）

　身が引き締しまるような、少し怖こわいような、やるせないような、複雑な感情が湧わきあがってきて、心が弱ってしまいそうで、ロディアは反射的にランセから視線を引きはがした。

　ふたりの様子を真意の読めない顔で見つめていたカザルスが、ひらと身を翻ひるがえす。

「それでは、わたしはそろそろ行こう。長居しては勘かんぐられる」

「おう。俺たちもとっとと行くぜ」

「わかった」

　ロディアはとにかくうなずき、ランセと共に軍刑けい務む所しよを出た。

　しばらくふたりの間に会話はなかったが、海軍省の回かい廊ろうを抜ぬけるときにランセのほうが口火を切る。

「……そういやお前、親父おやじさんには会えた？」

「いや。父はまだ療りよう養よう先だ。兄のひとりには事情を話して、父への手紙も預けてはある」

　ロディアの父は、昔ランセの副長をしていたこともある元海軍人だ。色々説明したいことはあるのだが、ロディアが隠おん密みつ任務担当艦であるレーン号に乗ることになってしまってからは、ろくに連れん絡らくもとれてはいない。

（……そうか。このまま出しゆつ撃げきになれば、もう父には一生会えないのかもしれないんだな）

　まだあまり現実感が湧かない考えにひたっていると、横でランセが気楽な声を出した。

「ま、あいつも軍人だからな。きっと、お前が立派になったって喜んでくれてるだろ」

「ああ。そう願っているよ。──そういえば、ランセこそ国王陛下にはお会いできたのか？」

「陛下？　個人的にはお会いできてないけど。なんで？」

　ランセは前を向いたまま、いつもの調子で答える。

　これ以上踏ふみこんでいいのかどうか悩なやみながらも、ロディアは思い切って言葉を継ついだ。

「一度、お会いしたほうがよくはないか。私が言うのも変なんだが、陛下はそれを望んでいる気がする」

　おせっかいのような気もするが、ロディアとしては、以前大聖堂で国王に『ランセを任せた』と言われたことがどうしても脳のう裏りから離はなれない。詳くわしいことは知りようもないが、ロディアにはランセと国王の関係が、主従というより不器用な友達同士のようにも見えるのだ。

　ところが、ランセの答えには迷いがなかった。

「望まれてるかどうかはわかんないけど、今は陛下も大変な時期だ。俺みたいな亡ぼう霊れいがくっついてちゃ邪じや魔まになる。やめとくさ」

　もうとうに彼の中では結論が出ていたことなのだろう、と思わせる答え方だ。

　こうなると、もうロディアには口は出せない。ランセはいつだって自分の生き方を自分で決める。それがロディアは大好きで、同時に怖い。

　しばらく双そう方ほう黙だまって歩き、ふたりは冷たい石の廊ろう下かを抜ける。

　開け放された扉とびらの向こうに、馬車をひきまわすための前庭と鉄てつ柵さくが見えた。

　そのさらに向こうには、灰色のマディス市街が。さらにずっと向こうには、灰色の海が広がっているはずだ。一歩進むごとに、ふたりに戦争が近づいてくる。

　ロディアとランセは扉から出る直前に、駆かけ寄ってきた従卒の少年からマントを受け取った。

　そのときになって、ランセが不意に口を開く。

「空って広いよな、ロディア。もちろん、海もだ」

「ああ」

　なんの話だろう、とロディアがランセを見上げると、彼は優しく笑っていた。

　青と緑の瞳が、ふとしたはずみで澄すんだ空と南の海みたいに見えて、その美しさにどきりとする。ランセはどちらかというと静かな調子で続けた。

「空と海は、いつだって、どこでだって俺たちの大切なひとに繋つながってる。そんで、俺たちの心が誇ほこりと、忠誠と、大切なひとのことを忘れなきゃ、俺たちの心も大切なひとと繋がってる。誇りにしがみついて生きるかぎり、真の孤こ独どくなんてものはどこにもないんだぜ」

　わかるか？　と言いたげに目を細めて、ランセはマントをはおった。

　わかる、と答えたくて、でもなぜか躊躇われて、ロディアはぐっと唇くちびるを引き結ぶ。

　ランセはそれでいいのかもしれないが、ランセを好きなひとたちがそれでいいとは限らない。何かランセの心に届く答えを探して視線を扉の向こうに向け、ロディアはふと表情を緩ゆるめた。

　ロディアは淡あわい笑えみを浮かべると、ランセに向き直って言う。

「ランセ。たとえ空や海がなくなっても、私はあなたをひとりにはしない。もちろん、彼らもそう言うだろう」

「彼ら？　あー……」

　ロディアに言われて、ランセもやっと気づいたらしい。

　ふたりがそのまま海軍省の正面玄げん関かんから歩み出ると、大理石製の階段の下には見知った顔が並んでいた。

　女装を解いてきちんとした青年士官の姿を取り戻もどした海尉のカロル。

　どことなく眠ねむそうなのだか物もの憂うげなのだか、判断が難しい顔でたたずむ航海長のキニス。

　片目を眼帯で覆おおった少女、ルーナ・ノア。

　体の線が出るドレスに毛皮をまとい、希少な孔く雀じやくの羽を使ったドレスハットまでつけて優美にたたずむ軍医のアルデア。

　それぞれが荷物を持ったり持たなかったり、大量に横に積んでいたりとばらばらな様子からして、あえて待ち合わせをして集まったのではないのだろう。

　彼らはそれぞれの判断で、今ここにいるのだ。

　変わり者ぞろいのレーン号の士官たちを見下ろして、ランセはにやりと笑った。

「懲こりねえ奴やつらだよな、ほんと。要いらねえとこだけ息はあってるし」

　軽く毒づいた後、ランセはロディアに視線をやった。

　彼が何を言いたいかはすぐにわかったので、ロディアは階段を下りながら声を張り上げる。

「総員、乗じよう艦かん！　ただちに出港準備だ！」

　レーン号の奇き妙みような面々は、それぞれの方法で、いっせいに敬礼してみせた。
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「マディス海軍万歳！　国王陛下よ永遠なれ！」

　大人が、子供が、女たちが、有翼人種ネライダが、有鱗人種フイズイが、軍港の街にあふれてマディス海軍の旗を振ふる。街を軍楽隊が練り歩き、そのあとを誇らしげな顔の水兵たちがついて歩く。

　十年ぶりの本格的な戦争の幕開けは、マディス王国ではほとんど祭りめいて演出された。

　港には何隻せきもの美しい軍ぐん艦かんが真っ白な帆ほをはためかせていたが、一番目立つのはやはり白色艦かん隊たいカザルスの旗き艦かんであった。

　さび止めの黒と赤だけではなく、提てい督とくが自腹で購こう入にゆうした白い塗と料りようが全体に使われ、船首像の乙女おとめは新品同様に金色に輝かがやいている。甲かん板ぱんには軍楽隊が居並び、堂々と国歌を演奏していた。

　カザルス自身も頭のてっぺんからつま先まで、とことんこだわった軍服をまとって甲板の上に立ち、軽く指を鳴らした。その合図をすぐに見て取った艦長が叫さけぶ。

「祝しゆく砲ほう、撃うて！」

　命令によって大たい砲ほうがごろごろと繰くり出され、晴れた空に轟ごう音おんが響ひびく。

　それを聞いて、港に集まった人々の歓かん声せいはなおさら大きくなった。

　さて、そんなお祭り騒さわぎに縁えんのないレーン号は、主戦力の艦隊がやってくる前にすでにアスファル帝てい国こくの沖おき合あいにいる。

「おおまかにはわかってると思うが、俺たちはこれから白色艦隊の一隻として、アスファル帝国ノーラス湾わん岸がんの海上封ふう鎖さを行う」

　レーン号後部の艦かん長ちよう執しつ務む室にて、長卓の端はしに立ったランセが言う。

「海上封鎖。マディスの得意技わざですわね。静かでいい任務じゃありませんの。せいぜい海が凪ないでいてくれると手元を狂くるわせずに実験ができて、さらにありがたいのですけれど」

　ドレス姿のアルデアは嫣えん然ぜんと微笑ほほえんでいるが、カロルは実に微び妙みような表情だ。

　ちなみに、キニスはいつもどおりの無表情である。

　ロディアは長卓についた士官たちの顔をぐるりと見み渡わたしてから、慎しん重ちように発言した。

「陸軍同士は国境でぶつかるが、海軍の最前線は敵の湾わんの間ま際ぎわにある。つまり、広い海上で自由に動いても敵てき艦かんとぶち当たる可能性は低すぎるから、確実に敵を叩たたこうと思ったら敵艦が湾から出られないように封ふう鎖さ艦かん隊たいを派は遣けんするのが一番──というのがマディス王国海軍の基本戦略だと記き憶おくしているが。なんなんだ、この微妙な空気は」

「あーのなー、海上封鎖任務って、下手へたするとほんっと、暇ひまなの」

　ロディアに答えてカロルがぐったりと言い、ランセも軽く頭を掻かいた。

「まーな、基本は見張りだから。どうしても忍にん耐たい勝負みたいなことになっちまう。何日も同じところにぼーっとしてたら水兵のイライラは溜たまるし、暇すぎると艦隊司令官の阿あ呆ほうが社交始めやがって、あっちこっちの船で夕食の招きあいとかになんだよな。美味うまいもん食えるのはいいけど、俺の大っ嫌きらいな政治戦が多すぎてつまらねえ」

「それが本当なら、この世で一番レーン号には向かない任務だな」

　ロディアが思わず本音を言うと、ランセが表情を崩くずして笑い、いかにも嬉うれしそうに答えた。

「だよなあ。あの司令官は名めい誉よとか規則とか伝統に足ひっかけられて実戦でこける類たぐいだ。ってことで、適当なとこで俺たちは抜ぬける。見ろ、マディス王国海軍のお宝、精密な海図だ。これでノーラス湾岸周辺の地形、砂さ州すとか岩がん礁しようのことも全部頭に叩きこんどけ。何があってもいいようにな。そんで、適当なところでうまい機会が訪おとずれればよし。そうじゃなきゃ、キニスに嵐あらし呼んでもらって、その隙すきに俺たちは戦線離り脱だつ。こっちの航路をたどってアスファルの西せい端たんを目指す。この戦時に、一隻だけで抜けられる可能性があるのはこの航路だけだからな」

　ランセの指が海図の上をするりと動く。

　その途と中ちゆうが真っ黒に塗ぬりつぶされて、海かい竜りゆうらしき絵が描えがかれているのを眺ながめ、ロディアは一応訊いてみた。

「ちなみに、そこを通ったことはあるのか？　あなた自身ではなくとも、知り合いとか……」

「通ろうとした知り合いはいる。俺も遠くから見たことはある。あそこは唯ゆい一いつ神アルモニアの力の浸しん食しよくがもっとも激しい海域だ。以前俺たちが破は壊かいしたみたいな死者の街のどでかいのがある。死者の街は基本的に生者が来たら引きこもうとするから、普ふ通つうの奴は、まあ死ぬな」

　ランセはあっさりと言い、海図の上に描かれた髑どく髏ろの印を指ではじいてみせた。
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「だけど、俺たちはそこを抜ける。今度こそあのザーヒルとかいう皇子様とアルモニアに、この戦争から外れてもらうぜ」

「やっぱり皇子の誘ゆう拐かいってことになるんですか？　それとも殺害？」

　大真ま面じ目めなカロルの問いに、ランセは堂々と胸を張る。

「どっちでもいい。そもそも皇子が『アルモニアとのお付き合いはやめます』って誓ちかってくれんなら、平和的話し合いでも全然かまわねえ」

「つまり、行き当たりばったりっていうことですわね。あなたらしい作戦ですわ」

　アルデアがこのうえなく皮肉げに囁ささやくので、ロディアは一応口を挟はさんだ。

「行き当たりばったりということは、最高にいい言い方をすれば柔じゆう軟なんな作戦だということだ。そもそも圧あつ倒とう的てきに困難な作戦なんだから、それも逆に希望が持てていいだろう」

「ロディア、それ、地味にほめてねーぞ！」

「なんだ？　ランセはほめてほしかったのか。なら最初からそう言ってくれ、全力でほめるところを探す努力はするから」

　段々と作戦会議がいつものにぎやかな言い合いになってきたところで、不意に執しつ務む室にノックの音が響いた。ランセの「入れ」という声に従ってひょこりと顔を出したのは、片目を眼帯で隠かくしたルーナ・ノアだった。

「ノーラス湾。見えた」

　彼女の言葉に、執務室内のにぎやかさが一気におさまる。ようやく封鎖任務が始まるのだ。
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「湾わん内ないには、敵戦列艦かんが、三十……六、七。三十七隻。どれも艤ぎ装そうの途中。マストが立ってないのもある」

「ふむ。確かに」

　レーン号のもっとも高いマストの上の展望台で、ロディアは望遠鏡をのぞいてうなずいた。風は穏おだやかだが、この高さになれば足場は常にゆらゆらと揺ゆれ、帆が風になぶられてばたばたと鳴る音が間近に聞こえる。

「ここからなら、私も望遠鏡を使えば大体のところが見える。あの船の状態では、敵はすぐに出しゆつ撃げきすることは不可能だろうな」

　ロディアはつぶやき、望遠鏡を下ろして傍かたわらのルーナ・ノアを見下ろした。

　彼女はまだじっとノーラス湾のほうを見つめている。

　つられてロディアも視線を水平線に向けると、肉眼でも南方大陸の砂に煙けむったような姿が見えた。ルーナ・ノアの目は旧神の力によって常人よりはるか遠くまで見通すことが可能だが、透とう視しができるわけではないらしく、細かな偵てい察さつにはこの位置がぎりぎりなのだ。

　封鎖任務中の主な仕事は、この地道な監かん視し作業だった。

「船の数は、今はマディスの封鎖艦隊より多いけど、後から合流する隊を合わせれば互ご角かく以上にはなる」

　ぼそり、と言ったルーナ・ノアにうなずき、ロディアは長い金きん髪ぱつを翻して背後を見やる。レーン号の後方、青い海を隔へだてたところには、マディス王国の旗と白色艦隊の就役旗をはためかせた小型艦が一隻、さらに向こうの水平線近くに三隻ぶんの戦列艦のマストが見えた。

　さらに敵の目から隠れた水平線の向こうには、カザルスの旗艦を含ふくむ二十隻規模の封鎖艦隊が控ひかえている、はずだ。

「後ろに味方が控えている、ということ自体がなんだか新しん鮮せんだが……はたして彼ら、本当にレーン号を守ってくれるかな」

　ひとりごとめいたロディアの言葉に、ルーナ・ノアが答える。

「私たち、幽ゆう霊れいだから。必要な間は使われるけど、それだけだと思う。ランセは自分がいいひとだから、他ほかのひともいいひとだって、思いたがる。……でも、カザルス提督だって、陛下だって、ランセを彼の運命から救い出すことはできない」

　彼女のあまりに淡たん々たんとした答えに、ロディアの心はふと目の前の少女に移った。淡あわい悲しみを胸に抱いだき、ロディアはルーナ・ノアの頭をなでる。

「ルナ。私には、ずっと君が必要だよ」

「……そう」

　ルーナ・ノアはぽそりと答えて、ロディアに身を寄せたまま、じっと見張りを続けていた。

　ロディアがもう少しだけここにいたいような気持ちになったとき、甲板のほうから怒ど声せいが響いてくる。ロディアが素す早ばやく反応してのぞきこむと、眩暈めまいがするほどに下のほう、上層甲かん板ぱんのど真ん中で、豆まめ粒つぶのような人間同士が向き合っているのが見えた。

「あの真っ赤な頭と金髪は……また、アルデアとカロルか！　水兵ならともかく、どうして士官同士が喧けん嘩かばかりなんだ、うちの艦は」

　ロディアは頭を抱かかえたい気持ちをどうにか抑おさえ、ひらと展望台の柵を乗り越える。そのまま綱つなで編まれた梯はし子ごにつかまり、するするとはるか下の甲板まで下りて行った。

「カロル、アルデア！　一体何をやっている！」

　舷げん側そくから飛び降りたロディアが歩み寄ると、カロルはアルデアをにらみつけたまま言う。

「ロディア！　聞けよ、こいつ、よりによってジョンを実験に使うっていうんだぜ！」

「実験だと？」

　穏やかではない響ひびきだが、ジョンというのは誰だれの名前だろう。

　ロディアの記憶にないところからして、新しく入った火薬運びの子供の名前かもしれない。

（そういえば、アルデアは孤こ児じや奴ど隷れいを毒の実験に使っていたとか──そんな話があったな）

　医者としてはとんでもない名医のアルデアだが、毒薬趣しゆ味みと素行の酷ひどさに家から放ほう逐ちくされた過去と性せい癖へきは変えられない。ロディアはアルデアに鋭い視線をやった。

「本当か、アルデア？」

「本当ですわ。そもそもあんなものを、体調不良だって言ってわたくしのところに持ちこむカロルがどうかしてるんですのよ。治ち療りようなんかして生かすより、実験して殺したほうがよっぽど効率的ですわ。何しろ、食べられますし」

　アルデアは派手な色の唇くちびるに白い指を押しつけて笑う。

　彼の発言のものすごさにロディアは一いつ瞬しゆん声を失い、次に真っ青になって叫さけんだ。

「食べる、だと!?　アルデア、気でも違ちがったか！」

「あら、何？　あなたもカロル並みの博愛主義者ですの？」

　意外そうな顔のアルデアに、ロディアはつかつかと歩み寄って肩かたをつかむ。

　こんなときに一体なんと言えばいいのか、ロディアが必死に言葉を探している最中に、ふと横から静かな美声が響いた。

「豚ぶたです」

「……何？」

　突とつ然ぜん飛びこんできた謎なぞの台詞に、ロディアは血の気のない顔で振ふり向く。

　声の主であるキニスは、下層甲板からの昇しよう降こう口ぐち近くにたたずんでロディアを見ていた。

　彼は眠ねむそうな無表情のまま、うす紅色の豚を後ろから抱えている。

　……そう、豚だ。

　少し元気のなさそうな豚がキニスに抱えられて二本足で立っている図を眺め、ロディアはゆっくりと瞬またたいた。彼女はひどく嫌いやな予感を抱えたまま、カロルに視線を戻もどして訊く。

「カロル。ひょっとして、その、ジョンというのは……」

「そうだよ、あの豚だよ！　可愛いだろ？　俺の大切なジョンを、よりによって実験に使うなんて悪神の所業だろうが！」

「ばかか！　豚に名前なんかつけるせいで話が紛まぎらわしすぎるうえ、論争の理由があまりにくだらん！　いつかは食べるために連れてきたものに、情を移しすぎるな！」

　ロディアが怒いかりに震ふるえて怒ど鳴なると、カロルはちょっと肩を落としてつぶやく。

「そりゃそうなんだけど……なあ。やっぱり飼ってると名前くらい欲しくなってさ」

　そうしているとカロルは本当に背の高い少年そのもので、周りで見物していた水兵たちから、微笑ほほえましいような、痛々しいような視線が集まり始めた。

（ちょっと怒鳴りすぎたか。このままでは、水兵たちにカロルがなめられるな）

　元から若くて隙すきだらけなところのあるカロルだ。あまり面目をつぶしてもまずい。ロディアは周りの空気を読んで軽く深呼吸し、今度はアルデアのほうに向きなおった。

「ときにアルデア。君は本当にこの豚を治療することはできないのか？」

「誰が『できない』と言いましたの？　わたくしは非効率的だ、と言っているんですのよ」

　思った通りの反応をするアルデアに、ロディアは腕うでを組んで訊く。

「そういうものか？　しかし、人間と豚ではやはり勝手が違うだろう。できないと言って不ふ名めい誉よになるようなことでもないと思うぞ」

「……ですから！　できるって言ってるんじゃないですの！　なあに、疑ってますの？　それならそれで結構ですわ。やってさしあげます、カロルじゃなく、ロディア、あなたのためにね。元気にして、きちんと太らせてみせますわ！　キニス、それ、連れてらっしゃい！」

　アルデアは頬ほおを紅潮させて叫ぶと、つん、とそっぽを向いて踵きびすを返した。

　去っていく彼とキニスと豚を見送ってから、ロディアはやれやれ、とため息を吐ついてカロルを見る。

「カロル、君は肉を焼くのには自信があるんだったな？」

「おう？　俺は見たものの温度が大体わかるからな。しっかしロディア、お前ほんとにアルデアの操縦うまくなったなー！」

　ロディアがあまりにも鮮あざやかにアルデアを乗せてしまったせいか、カロルは呆あきれ気味に答える。こうしているとただの好青年じみた彼だが、実際は『熱』を司つかさどる旧神の能力者だ。普ふ段だんからものの温度がわかり、命を代だい償しように差し出せばそれぞれの温度を反転させることができる。

　ロディアはわざと水兵たちにも聞こえるように続けた。

「アルデアもあれで男だから、単に新鮮な肉が食べたかったのもあるんだろう。昨日、補給物資で新しい牛肉が届いている。あれを君が責任をとって美味おいしく調理してやれ。牛なら水兵にもいきわたる。私も手伝って、内臓の煮に込こみのパイでも作ろう」

「えっ、内臓のパイ作ってくれんの？　そりゃいいな！　お前のパイ美味うまいもん」

　具体的な食べ物の話になると、カロルの目はふわりと夢見がちになり、辺りにも明るい雰ふん囲い気きが漂ただよい始めた。男って本当にそのへんは簡単だな、とロディアが考えているところへ、奥の艦かん長ちよう室しつからランセが顔を出す。

「お前ら、相変わらず、ほんと元気なー。艦長室からでもすげえ声聞こえるぜ」

「ランセ艦長！」

　彼の顔を見るとロディアはすぐに駆かけ寄り、展望台から見た敵てき艦かんの情報を伝えた。

　ランセがひとつひとつうなずいて聞き終えた後、ロディアは控え目に付け足す。

「それと、今日はご馳ち走そうを作ることになりそうなんだ。一いつ緒しよに夕食はどうだろう？」

　この十代の若者並みの食しよく欲よくを誇ほこる艦長だ、すぐに食いついてくるだろうと思っての提案だったが、意外にもランセは上の空でアスファル帝てい国こくのほうを見やった。

「んー。それも聞こえてた。けど、今日はそんなにがっつり食える気がしねーなあ」

「ランセ、また熱でもあるのか!?」

「ばか、んなこと真顔で訊いてんじゃねえ！　俺にだって食欲がないことくらいあるっつーの。いや、ちょっと妙みような気がしてな」

　そう言うランセの瞳ひとみはどこまでも真しん剣けんだ。彼が深刻になるのだから、カロルみたいに無む邪じや気きな理由ではないだろう。

「妙な気、というと？」

　緊張気味なロディアの問いに、ランセは彼女を親指で艦かん尾び甲かん板ぱんのほうへ招いた。

　ふたりして他の水兵たちに声が届かない辺りにたどり着いてから、ランセは続ける。

「長々命のやり取りやってきたからな、勘かんみたいなもんがあるんだよ。その場に危険があるかないか、ってのは、近づけば大体わかる。ここらへんは確かに危ない感じはするんだけど、それとは別になんか違い和わ感かんがあって落ち着かねえ。──ロディア、さっき湾わん内ないの敵を確かく認にんしたとき、ほんとに、何も変なとこはなかったか？」

「報告した以上のことはわからなかったが……あなたがそう言うからには、何かあるのかもしれないな。ちょっと待ってくれ、考える」

　ランセに言われて改めて周囲を見み渡わたすと、さっきまで気にもならなかったものが次々にロディアの視界に入ってきた。

　ノーラス湾わんの辺りは海岸線が入り組んでおり、無人島や、岩がん礁しようの陰かげもあちこちにある。どれも大型艦かんを隠かくせる規模ではないから無視していたが、小型艦なら隠れている可能性はある。

　脳内の海図と辺りの地形を引き比べながら、ロディアはさらに考えた。

（私がアスファル帝国からマディス侵しん攻こう作戦に関する暗号を持ち帰り、こうして実際対処するまで、ざっと一か月以上はかかっている。それなのに、アスファル帝国軍はまだ艤ぎ装そう中。さすがにのんびりすぎないだろうか？　まるで、我々が来るのを待っていてくれたかのようだ）

　──待っていてくれた。

　自分で考えたことで、背筋がぞっと寒くなった。

　本当にアスファル軍がロディアたちを待っていたとしたら、それは一体どういうことだ？

「……すまない、ランセ。ちょっと確かめたいことがある」

　ロディアはランセにひとこと断ると、艦尾甲板から駆け下りてカロルの襟えり首くびをつかんだ。

「カロル！　悪いが上まで一緒に来てくれ！」

「上までって、えっ、マストの上か!?」

「そうだ、頼たのむ！」

　自分の当番に戻りかけていたカロルだが、ロディアの鬼き気き迫せまる様子を見るとすぐに真顔になってうなずいてくれた。ロディアはカロルと共にルーナ・ノアのいる展望台によじ登って望遠鏡を広げる。

「見えるか、あの湾内の軍ぐん艦かん」

　ロディアが望遠鏡を渡わたして訊くと、カロルは身を乗り出して敵てき影えいを確認した。

「もちろん見える。数とか武装の確認がしたかったわけ？」

「いいや。カロル、あの軍艦は、温かいか？　たとえば、我々マディス軍の軍艦に比べてだ」

　緊張のにじむロディアの問いに、カロルは言葉を切った。

　彼の中で思考がめぐり、ロディアの問いの意味が浸しみていったのだろう。

　やがてカロルは、望遠鏡を強く握にぎりしめて顔から下ろした。

　怖こわいほどに凜り々りしい表情になった彼は、湾のほうを見つめて囁ささやく。

「……いや。全然。冷えきってる」

　思った通りだ。

　ロディアは展望台から下をのぞきこみ、声を限りに叫さけんだ。

「ランセ艦長！　あの湾の艦かん船せんの温度は極きよく端たんに低い。人間が乗っているとは思えない！　あの湾にいる船は、偽にせ物ものだ！」

　そうだ。そうなのだ。どうしてもっと早く気づかなかったのだろう！

　人間というのは結構熱い。大量の人間が押しこまれる戦せん艦かんならなおのこと、かなりの熱量を持っている。カロルの力を使えば、ひとが乗っているかいないかくらいわかるのだ。

　アスファル側は、偽物の軍艦でマディス軍の動きを封じ、その間に自由に行動していたに違ちがいない。

（まさか──考えたくはないが、私が持ち帰った情報は偽にせだったのか？　私たちは、おびきよせられた？）

　くらくらするような感覚に襲おそわれ、ロディアは必死に縄にかけた手に力をこめた。

　絶望で目の前が灰色になりそうだった。

　甲かん板ぱんからはすぐにランセの声が返ってくる。

「そんなとこじゃねえかと思ったぜ！　了りよう解かい。おい、通信旗揚あげろ！　『湾内の敵は偽物、周囲警けい戒かいせよ』だ！」

　違和感が取り除かれて逆に嬉うれしいのか、ランセの声は陽気と言ってもいいくらいだ。

（そうだ、私もぼうっとしている場合じゃない！）

　頭をはたかれたような気分になって、ロディアとカロルは急いで甲板へと戻もどる。

　艦尾甲板では、ランセが腕を組んで通信旗が揚がるのを見ていた。

　マディス海軍の通信旗は、様々な意味を持たせた旗の組み合わせで簡単な文章を作ることができる。嵐あらしや砲ほう撃げきの煙けむりの中で旗の意味を読み取るのは至難だが、船同士の連れん絡らくはこの通信旗と、あとは実際会って話し合うしか方法がないのが現状だ。

　旗を揚げた下士官が、後方の味方艦を望遠鏡で確認して叫ぶ。

「後方のアクイラ号より、『受信確認』の旗、出ました！」

　レーン号の通信旗の内容は、後方の小型艦を通じて背後の戦列艦へ、さらに背後の封ふう鎖さ艦かん隊たいへと伝わる。しばらくの間をおいて、下士官が再度声をあげた。

「封鎖艦隊旗き艦かんより、『再度確認せよ』の返事が来ています！」

「ああ？　通信するだけで地味に時間かかるっつーのに、んなことやってる場合じゃねえんだよ！　『頭から潮水かぶって俺の言うとおりにしろ』って送っとけ！」

　ランセの喧けん嘩か腰ごしの答えに、下士官は驚おどろいた様子で目を瞠みはった。

「は……はい、しかし」

「ランセの言うことをいちいち真に受けるな。『受信確認』と、『警戒せよ』をもう一回送ればいい。早くしろ！」

　ロディアに言われて、下士官はやっと大おお慌あわてで動き出す。

　そのとき、マストに上っていた水兵から声が降ってきた。

「おーい、敵影だ！　右う舷げん後方、岩礁の後ろから！」

「左さ舷げん方向にもです！　小型艦の様子！」

「何?!」

　相次いで告げられた報告に、ロディアは艦尾甲板から後方を振ふり向く。

　絶えず波打つ深い青色の海上に、確かに小型艦の帆ほが見える。

　左右に一隻せきずつ、岩礁と無人島の陰から滑すべり出してきた船せん影えいは、レーン号と同等程度の小さな船だ。マストは二本で一見大きな漁船にも見えるが、脇わきから前時代的な人力の櫂かいが山ほど出ている。戦せん闘とう員、兼、こぎ手を山ほど乗せている証しよう拠こだった。

「艦長、ありゃあ、海かい賊ぞくですぜ！　普段は漁船とか商船とかのふりしてやがるんだ。眼帯のお嬢じようちゃんは気づかなかったんで？」

　古参の水兵ががなりたて、ランセがひとの悪い笑えみを浮うかべて怒ど鳴なり返す。

「ルーナ・ノアは軍艦を探してたんだぜ。あんなもんは軍艦のうちにゃ入らねえ。海賊を使うとは、アスファルもケチなことしやがる。つってもまあまあ足は速そうだな、キニス？」

　ランセの言葉に応こたえるように、無言で艦尾甲板に駆け上がってきたキニスが操そう舵だ手しゆから舵かじを受け取る。ロディアは一気に満ちてくる緊張を感じながら、ランセの傍かたわらで訊いた。

「戦闘配置は？」

「おう、やってやろうぜ。あの二隻は俺たちの獲え物ものだ。海軍の真似まねっこしてる野の良ら犬どもに、マディス海軍の規律と、誇ほこりと、何よりお前らの絶対無敵の恰かつ好こうよさを見せつけてやれ！」

　ランセが子供みたいに目を輝かがやかせて言い、艦かん内ないから一いつ斉せいに歓かん声せいがあがる。

　ロディアは負けじと声を張り上げた。

「戦闘配置につけ！　通信旗！　『敵二隻と交戦開始、救きゆう援えんの必要なし』！」

　下士官たちが戦闘配置を命じる笛を吹ふきならし、艦内は騒そう然ぜんとなった。

　退たい屈くつなはずの封ふう鎖さ任務があっという間に冒ぼう険けんの舞ぶ台たいになったことで、レーン号なじみの水兵たちはわくわくしているようだ。

　ランセは縄なわ梯ばし子ごをつかんでひらりと艦かん尾び甲かん板ぱんの端はしに乗ると、滑るように近づいてくる海賊船を見やる。ちかり、と小さな光が生まれ、レーン号の手前数クルースの距きよ離りに水柱が立った。

　小口径とはいえ、敵も大たい砲ほうを積んでいる。

「風上に舵を切れ！　まずは右舷側の奴やつの横に回りこんで一発喰くらわせる！　カロル、よく狙ねらわせろ！」

　ランセは水しぶきをかぶるのも気にせず、相手の近づいてくる速度と、風向きと、潮の流れを見て素す早ばやく判断を下した。キニスが無言で命令を聞き、ためらいなく舵だ輪りんを操あやつる。

　ランセはキニスのほうを見ることもなく、艦の動きだけですべてを判断して水兵たちに帆を繰くらせた。本能と、経験と、知識と、計算能力がなければ不可能なことだ。

「各自武器を確保しておけ！　海兵隊、右舷側に整列！」

　ロディアの命令で水兵たちが木箱入りの剣けんや銃じゆうをどたばたと持ち出し、赤い軍服の海兵隊員たちがマスケット銃を手に甲板に並ぶ。

　艦尾甲板から振り返ると、どんどん海賊船が近づいてくるのがわかった。

　相手の甲板には大勢の武装した男たちの姿が見える。昔ながらの切りこみ戦法を狙っているのだろう。さらにどおん、と鈍にぶい音がして、今度はレーン号の帆に砲ほう弾だんで穴が空いた。

（追いつかれる）

　ロディアがひやりとした直後、ぐうっとレーン号が曲がり始めるのがわかった。

　下手へたをしたら途と中ちゆうで止まってしまうこともある面めん倒どうな方向転てん換かんだったが、レーン号は帆と舵の操作に機き敏びんに反応し、鮮あざやかにほぼ九十度曲がってみせた。敵てき艦かんはその動きについていこうか、いくまいか、戸と惑まどったような動きを見せる。そうこうしているうちに、レーン号はほぼ真後ろから風を受けて、あっという間に敵艦とすれ違い始めた。

「いいか、慎しん重ちように狙え。マストより、船体だ。……撃うて！」

　上層甲板でカロルが叫び、レーン号の大砲が一斉に火を噴ふく。

　わずかに遅おくれて、敵艦からも轟ごう音おんが響ひびいた。ばりばりと木製の船体が破は壊かいされる音が響き、悲鳴があがる。レーン号の船体も強く震ふるえた。

　敵の大砲の弾たまが当たったのだろうか。そうかもしれない。

「もう一度だ！　早くしろ！　準備でき次し第だい、撃て！」

　大砲の並ぶ上層甲板では、煙の中でカロルが叫んでいる。

　普ふ段だんの訓練の成果であっというまに第二弾だんが発射され、再び辺りを轟音と煙が覆おおった。

　風が吹き、レーン号と敵艦がすれ違う。間をおかず、めりめりと音を立てて敵艦のマストが揺ゆらぎ、そのままとどめようもなく青い海へと倒たおれこんだ。風が砲ほう煙えんを吹き飛ばすと、敵艦の船体に大きな穴が空いて傾かたむいているのがわかる。

　ほとんど完かん璧ぺきな砲撃の結果に、レーン号からはわっと歓声があがった。

「ばかども、静かにしろ！　まだ一隻残ってるだろうが！　宴えん会かいは全部終わった後だ！」

　ランセが叫ぶと、水兵たちはすぐに口をつぐんで持ち場に戻る。

　それでもどこか浮かれた雰ふん囲い気きが漂ただよう中、ロディアはレーン号の針路がまっすぐ湾わんに向かっていることに気づき、振り返って叫んだ。

「艦かん長ちよう！　このまま進むと、港の砲ほう台だいの射程に入る！」

「砦とりでの砲ほうに狙われちゃあひとたまりもねえな。右舷側に回頭！」

　ランセの命令に従い、再び大きく船が回り始める。

　そのとき港の砦がちかちかと輝き、海に盛大な水柱が立った。

　水しぶきがレーン号の甲板を洗う。小型船とはまったく口径の違う、威い力りよく絶大な長ちよう距きよ離り砲ほうで狙われている。この射程に入ってしまえば、巨きよ大だいな戦列艦かんだってたまらないだろう。

　だが、ランセは臆おくした様子ひとつ見せずに上じよう機き嫌げんだ。

「いつも通りレーン号はいい動きしやがる。速い拍ひよう子しのダンスなら貫かん禄ろくのある貴婦人どもに負けやしねえ。そら、もう一隻が後ろを見せてやがるぞ。とっとと撃て！」

　ランセが陽気に叫さけび、水兵たちも勝利の香かおりに酔よいしれて、大急ぎで大砲を繰り出す。

　発射の衝しよう撃げきで船体が揺れ、敵二隻めの艦尾甲板に弾が突つき刺ささった。

　後部甲板の右端が吹っ飛び、敵が何人か人形みたいに海に落ちるのが見える。

　レーン号はさらに盛大にきしむ音を立てて波間を走り、敵艦の横に回りこもうとする。

（敵はこれからどうする？　もうすでに味方が一隻航行不能になっている。あれを助けに行くか、逃にげるか……）

　ロディアは緊きん張ちようの中で敵艦をにらんで考えるが、相手の選せん択たくは意外なものだった。

　船首を返し、全速力で突っこんできたのだ。

　当然ながらレーン号の砲撃を浴び、ぼろぼろになりつつも、敵は帆と櫂で近づいてくる。

　おり悪く吹いていた風が弱まり、完全な帆はん船せんであるレーン号の走力は落ちていた。

「ランセ艦長！　このままでは敵に乗りこまれるぞ！」

　ロディアの報告に、ランセは少し目を細めてつぶやく。

「敵さんはやけに頑がん張ばるな。俺たちの恰かつ好こよさに嫉しつ妬とでもしたってとこか。まあいい、遊んでやれよ、ロディア。お前にも高額賞金がかかるくらいに、容よう赦しやなくな！」

「了解、適度にやりすぎよう。みんな、武器を取れ！　敵を入れるな！」

　ロディアは腰こしのサーベルを抜ぬき、高らかに叫んだ。

　彼女の姿に水兵たちは歓声をあげて、次々に傍らに備えていた剣をとる。

　その間に、どん、と今までとは違ちがった衝撃がレーン号に走った。

　敵艦が横付けしたのだ。

　レーン号上からは、海兵隊が敵艦の甲かん板ぱんに向かってマスケット銃の弾をばらまく。

　ひとり、またひとりと数を減らされつつも、敵はめげずにレーン号にとりついた。ロディアが抜ぬき身みのサーベルを手に艦尾甲板から駆かけ下りると、背後でランセがどこかのんきな声を出す。

「ひとりで全部取るんじゃねえぞ。半分は俺のだからな」

「残念ながら今の命令は聞こえなかった。私の視界に入る敵は私の獲物だ。あなたはそこでふんぞり返っていろ！」

　振り返りもせずにロディアが言いきったとき、マストの上からずっと沈ちん黙もくしていたルーナ・ノアの声が響いてきた。

「東北微東二十万クルースの位置に敵てき影えい、戦列艦。今見えてるのは四隻、水平線の向こうにもっといる。封ふう鎖さ艦かん隊たいのほうに向かってる！」

「何!?　新たな敵か」

　ロディアは足を止めて声をあげ、ルーナ・ノアの告げた方角に視線をやった。

　二十万クルースといえば、もちろん肉眼では見えるはずのない距離だ。

（敵がこんな小型艦だけとは思っていなかったが、今このときに出てくるとは……まるでこちらの動きを完璧に読んでいるかのようだ）

　ロディアが嫌いやな予感を胸に艦尾甲板を見ると、ランセがキニスに問いを投げている。

「今、二十万クルース向こうにいるっつーことは、敵がマディスの封鎖艦隊のとこに到とう達たつするまでにどれだけかかる？」

「一時間以上は」

　今度ばかりは声を出して答えるキニスにうなずき、ランセは声を張り上げた。

「ロディア、乗りこんでくる海かい賊ぞくどもを片づける前に、通信旗揚げさせろ！　封鎖艦隊に連れん絡らく、『貴き艦かん隊たいの真東方向に敵艦隊あり』だ！」

　言われてロディアが視線を船首のほうへやれば、通信旗の係だった下士官がいない。

　負傷したのか、ひょっとしたら剣をとって戦いに備えているのかもしれなかった。

「わかった！」

　ロディアはとにかく叫んで駆けだした。今や、レーン号の狭せまい甲板上は大混乱だ。

　海賊どもの生き残りがばらばらと舷げん側そくを登ってくる。レーン号の水兵たちは押し合いへし合い待ちかまえ、太い曲刀を振ふり回しては敵を海へと叩たたき落としていた。

「どけ！　道を空けろ！」

　ロディアが怒ど鳴なると、水兵たちがほとんど反射的に体を避よける。

　わずかにできた空間にロディアがすべりこんだとき、敵のしゃがれ声が聞こえた。

「死ね！」

　声と共に、ロディアの目の前に丸いものが落ちてくる。

　導火線がついている。敵が投げこんだ炸さく裂れつ弾だんだ、と、とっさに思った。

　ここでこれが爆ばく発はつしたら、周り中の人間が死ぬ。下手をしたら、ランセも。

　一いつ瞬しゆん先を想像した途と端たん、ロディアの体は勝手に動いた。できるかぎりの速さで炸裂弾に飛びつき、抱だきしめて身を伏ふせる。

「ロディア!!」

　ランセの声が響く。

　切せつ羽ぱ詰つまった声だ。

（──そういえば、ランセは旧神の力でほんの少しだけ未来が見えるんだったな）

　ひょっとしたら彼は、炸裂弾が爆発した光景を幻げん視ししたのかもしれない。

　ロディアは恐きよう怖ふを感じるよりも、妙みように冷静にそんなことを考えていた。

　次の瞬間、いきなり視界が金色に染まる。

「な……に……？」

　全身が奇き妙みように冷たい金の光に包まれた直後、腹に抱かかえていた炸裂弾がとろりと溶とける感かん触しよくがあった。

　甲板に両りよう膝ひざをついたまま、ロディアは自分の手を見つめる。そこに炸裂弾はない。代わりに金色の砂のようなものが残っていたが、それもすぐにロディアの指の間から甲板に滴したたり落ち、板と板のわずかな隙すき間まに潜もぐりこんで消えてしまった。

　呆ぼう然ぜんと顔を上げてみると、水兵と海賊たちもあっけにとられてきょろついている。

　何が起こったのか正確に把は握あくしている者は少ないだろうが、さっきの金の光はみんなが見たに違いない。

（あの光は、以前見たことがある。ひょっとして……！）

　戦場とは思えない静せい寂じやくの中、ロディアは必死の表情で振り返った。

　そこには思った通り、ランセが立っている。

　艦かん尾び甲かん板ぱんからサーベル片手に下りてきた彼は、不思議な無表情でたたずんでいた。

　そして、その目は──金そのものの色に光っている。

「ランセ！　私なんかに、あの力を使ったのか！」

　あの力。ランセの中に潜ひそむ旧神【ミラ】の力のことだ。運命を反転させるという【ミラ】の力は、人間には理解も説明も不可能な破は壊かいと再生の能力である。

　ロディアが立ち上がると、ランセは戸と惑まどったように表情を揺らした。

　彼がてのひらで片目を覆う。その手もまた、淡あわい金色に輝き始めているように見える。

　ランセの声がかすかに震ふるえる。

「いや、違う。俺は俺だ、俺は──」

（駄だ目めだ、尋じん常じようじゃない。放っておけば、また【ミラ】が出てくる）

　直感的に判断し、ロディアはサーベルを振り捨てて、彼の体を抱きしめた。

　たとえ自分がどうなってもこの腕うでを離はなすまい。それだけ考えて、周りの水兵に叫ぶ。

「旗を！　誰だれか、通信旗を揚げてくれ！」

　切羽詰まったロディアの様子に、古参の水兵が我に返って力強くうなずき、走り出す。

　ロディアがほっと息をつくと、ランセの片手が彼女の背に回った。

　しがみつくような力で抱き返されて、ロディアはわけもわからず震える。大だい丈じよう夫ぶ、これはランセの腕だ。そう思うと、ロディアを安あん堵どと恐怖の波が同時に襲おそう。

　ランセは彼女の耳元に、押し殺した声で囁ささやいた。

「大丈夫だ、ロディア。もう落ち着いた。……悪いな、お前が死ぬと思ったら、ちょっとびっくりしちまったみたいだ。お前が生きててよかった」

　ロディアを安心させようとした言葉なのだろうが、彼女は逆に顔をゆがめる。

　びっくりした程度で勝手に【旧神】が出てくるなんて、それこそ尋常ではない。

　以前から少し妙だとは思っていたのだ。ランセの【旧神】は、他ほかの士官たちに憑ついた神とは何かが違う。【ミラ】だけは、ランセが呼び出さなくとも、ランセの中でいつも己おのれの意思を保っている──そんなふうに思える。

　ロディアはランセを抱きしめたまま、至し近きん距きよ離りで彼と視線を合わせた。

　ランセの瞳ひとみはわずかに不安定に揺ゆれるが、元の青と緑に戻もどっている。

　一瞬迷う様子を見せてから、ランセは囁く。

「──もう少しだけ、こうしてちゃ駄目か」

　ロディアは震えかける唇くちびるを必死にかみしめ、どうにか囁き返した。

「しめしがつかない」

　本当は自分だってこうしていたい。けれど駄目だ。少しの間こうしているだけなら、具合が悪くなったランセをロディアが抱き留とめただけの図に見える。さっきの金の光だって、戦場の幻まぼろしか、幽ゆう霊れい船せんと呼ばれるレーン号の怪かい異いということで少し噂うわさ話ばなしになる程度だろう。

　しかし、ランセとロディアが長々抱き合っていては、変な勘かんぐりを受ける。

　何しろ、ロディアは女なのだ。

「わかった」

　すっかり冷静に返った声で言い、ランセはロディアから腕を引きはがす。

　ごく自然にふたりは距きよ離りを取り、ロディアは通信旗にとりついた水兵に向かって叫さけぶ。

「向こうは受信確かく認にん送ってきたか」

「まだなんも来ませんです……いや、来ました！　ええっと、『受信確認』と……『戦せん闘とう中止』『撤てつ退たいせよ』の指示です！」

　古参の水兵は、下士官並みに通信旗の暗号を暗記していた。

　その報告を聞いた途端、ランセが表情を険しくして怒鳴る。

「はあ？　カザルスの奴やつ、阿あ呆ほじゃねえのか。ここで叩かないでどうする！　敵をマディスまで連れ帰るのかよ？　おい、キニス！　封ふう鎖さ艦かん隊たいと合流するぞ！　戦闘準備、解くなよ」

　迷いないランセの指示に、ロディアはぎょっとする。

　元々レーン号はこの任務の途と中ちゆうで艦かん隊たいを抜ぬける予定だったのに、合流してしまってはその機を逃のがしてしまう。

　ロディアはランセの傍かたわらで、抑おさえた声で囁いた。

「待ってくれ、ランセ。艦隊を抜けるなら、封鎖艦隊の視界に入っていない今がちょうどいい。合流なんかしたら、この艦かんで敵の戦列艦と戦うことになるぞ」

「当たり前だ。敵がこんだけ目の前にいて、ほっといちゃやばそうな事態だっつーのに、今ここで抜けられるか」

　ランセはさっきまでの動どう揺ようが嘘うそのようにきっぱり言い切ると、鋭するどい視線を舷げん側そくに投げる。

　ちょうど水兵たちの肩かたを踏ふんで甲かん板ぱんに下りてきた海賊のひとりを、ランセは無造作なサーベルの一いち撃げきで斬きり捨てた。

　さらに前に出ようとする彼を見て、代わりにロディアがランセの前に出た。

　新たな敵が奇き声せいをあげてロディアに迫せまってくる。

　ロディアは敵の攻こう撃げきをたった一歩の移動で避けて、素す早ばやく斬り下す。ぱっと血しぶきがあがり、敵は何が起こったのかわからないうちに、ぽかんとした顔で倒たおれ伏した。

　卓たく越えつした剣けん技ぎに敵はぎょっとなって固まり、味方はようやく我に返って歓かん声せいをあげる。

　ここぞとばかりに威い勢せいよく打って出るレーン号側に、敵はうろたえ、もとより砲ほう撃げきと海兵隊の攻撃で数を減らされていた敵は、次々海へと放ほうりこまれていった。

　ここまで調子が戻ればこの場は大丈夫。そう思ってロディアが振り向くと、ちょうどこちらを見ていたランセと目があう。彼は軽くうなずいて、艦尾甲板へと戻っていく。

（ランセはまだ指揮を執とる気だ。……仲間が危ないときに逃にげられないのは、彼の性せい癖へきだな）

　彼の無む鉄てつ砲ぽうさと仲間意識はロディアにとって好ましいものではあるが、今は彼の体と心が心配だった。さっきあんなことがあったばかりなのだ。本当なら、こんなときに彼を無茶な戦場へ向かわせたくはない。

　だが、ここで彼を引き留めるのはロディアの役目ではなかった。

　レーン号の副長であるかぎり、彼女は自分の足でランセの傍らに立たねばならない。彼の意志に従い、彼の片かた腕うででいなくてはならない。

　ロディアは不安を胸に押しこめて、艦尾甲板へ駆かけ上る。




「さーて、そろそろ第一次マディス防衛戦の始まりだな」

　冬の太陽が正午を告げた直後、ランセは平然とそう言ってのけた。

　ロディアは彼の横で、やや呆然としてつぶやく。

「全ぜん貌ぼうが見えてくると、さすがに迫はく力りよくだな」

　レーン号の目の前には、もうすぐ戦場になるであろう青い海が広がっている。

　向かって右手に見えるのは、ずらりと縦列に並んだマディス海軍の戦列艦、その数全部で二十六隻せき。どれもが王都の家々よりはるかに背の高いマストを持ち、腹に抱えた二層から三層の砲ほう門もんからのぞいた大たい砲ほうが淡い陽光できらきらと光っている。

　その砲門が見つめる海の向こうからは、二本の縦列を作った軍ぐん艦かんの群れがあった。

　まだ模型のような大きさに見えるそれらはアスファルの戦列艦だ。この風の具合が続けば、すぐに見上げるしかない大きさになるだろう。

「……敵てき艦かんは、数えられるぶんでちょうど三十隻。マディスの戦列に、横から突つっこんでくる。レーン号が、旗き艦かんの指定した位置につくまで、約二十分」

　ルーナ・ノアのつぶやきに、ロディアは落ち着かない気持ちで腕を組んだ。

（戦せん艦かんは腹を見せていたほうが火力は高いが、見えている敵を待ち構えるというのはいささかぞっとするものだな）

　遠目にも白く輝かがやくカザルス提てい督とくの旗艦は、レーン号に当てて『合流するなら戦列の端はしにつくように』との指示を出したきり沈ちん黙もくしている。

　ロディアが旗艦から敵艦隊へ視線を移したところへ、背後から甘い声が響ひびいた。

「アスファルの海軍司令官をやっているマイムーンは、自尊心は強いけれど切れ者という噂うわさでしたわね。戦術はまともそうじゃありませんの。戦艦は火力の集中している腹を見せる戦列を作るのが一番強力。でも、戦列を分断されたらあっという間に優位なんて崩くずれさりますわ」

「アルデア！　医務室の状じよう況きようは大丈夫か？」

　振ふり向いたところには、戦場ですらドレス姿のアルデアが不ふ機き嫌げんそうに微笑ほほえんでいた。

　黒の長手て袋ぶくろが濡ぬれて見えるのは、ひょっとしたら治ち療りようのときついた血なのかもしれない。

「さっきみたいな小型艦相手のちっぽけな戦闘じゃ、ろくなけが人もでてませんことよ。お楽しみの重傷者が出るとしたらこれからですわ。そのまま味方が全ぜん滅めつなんてことになられたら、さすがにちょっと面めん倒どうですけれど」

　いつもながらに毒のある言いように、ロディアは眉まゆをひそめた。

「──冗じよう談だんにしてもそんなことを言うべきじゃない。それに、多少敵のほうが数は多いようだが、極きよく端たんな差でもない。マディス海軍がみすみす負けることなどありはしないだろう」

「そりゃもちろん！……って言いたいんだけどな」

　今度はカロルが上層甲板から艦かん尾び甲かん板ぱんへあがってきて、渋しぶい顔で口を挟はさむ。

（なんだ？　珍めずらしくカロルに含ふくみがあるな）

　何やら妙みような雰ふん囲い気きを感じて、ロディアは改めて士官たちを見み渡わたした。

　ランセ、カロル、アルデア。そして舵だ輪りんについたキニスと、傍らのルーナ・ノア。

　誰だれもがどことなく険しい顔で艦隊を見つめている。

　ランセたちが何を見み極きわめようとしているのかわからないうちに、敵と味方の姿はどんどん大きくなっていった。やがて、ルーナ・ノアがぼそりとつぶやく。

「敵、先頭の二隻が味方の射程内に到とう達たつ」

　直後、マディスの艦隊がほとんど一いつ斉せいに煙けむりに包まれた。

　大気がびりびりと震ふるえ、轟ごう音おんが響く。ついに大砲が発射されたのだ。

　鉄の塊かたまりが空を切り、敵艦隊の先頭でぱっと木もく片へんが散った。ロディアが大急ぎで望遠鏡をのぞいてみると、敵艦の船首砲ほう周辺が砕くだけているのがわかる。味方の弾たまが命中した結果だ。

　間を置かず、再び砲撃の煙が辺りを覆おおう。

　あっという間に海は煙と音に包まれ、笛と士官たちの叫びがロディアの耳に飛びこんでくる。戦場の空気が感情を麻ま痺ひさせて、望遠鏡の向こうでやられていく敵艦がまるでおもちゃのように見えてきた。

　絶え間なく湧わき上がる砲ほう煙えんを見つめていたキニスが、ポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出す。

　その傍らで、ランセがうなずいた。

「ああ。マディス軍の次じ弾だん装そう填てんはいい速さだな。あの長い会議期間、カザルスは寝ねてたわけじゃねーってこった」

「……！　そうか。あの隙すきを訓練にあてていたのか、カザルス提督は」

　ランセの言葉でそのことに気づき、ロディアはかすかな安あん堵どを覚えて考える。

（練度さえ高ければ、多少の火力の差は補える。よほど妙なことをしない限り、マディス軍が有利のはずだ）

「敵、風下側の先頭艦が離り脱だつ。次が来る」

　ルーナ・ノアがつぶやく。いよいよ両艦かん隊たいの距離は近づく。

　順当な流れだ。ただし、マディス軍の戦列がほとんど動く様子を見せないのが気になる。

　そろそろ各おの々おのの裁量で動いたほうがいいように思うのに、これはどういうことなのだろう。不ふ審しんに思ってロディアがカザルスの旗艦のほうへ望遠鏡を向ければ、旗艦は『全ぜん艦かん、戦列を維い持じし各自奮ふん闘とうせよ』の旗を出している。

「──やっぱりこうなるか。爺じじいどもが」

　忌いま々いましげに言うランセに、ロディアは思わず望遠鏡を下ろして問いただした。

「ランセ！　なぜ誰だれも動かないんだ？　これでは、それこそ本当に戦列を分断されてしまう！」

「そのとおり。ただし、戦せん闘とう時規則ってのがあってな。マディス海軍の軍艦は、艦隊行動の際は縦列を作り、その戦列を戦闘中に離はなれた艦かん長ちようは死し刑けいに処すってことになってんだよ」

　間をおかずに返され、ロディアは軽く目を瞠みはる。

「戦闘時規則って……あの、現場の軍人以外が口を出して作る堅かた苦くるしい規則のことか。そんな戦列最重視の規則、十年前にもう時じ代だい遅おくれと言われていたはずだ！」

　思わずロディアが叫さけぶと、ランセは忌々しげに笑って目の前の艦隊をにらんだ。

「そのとおり！　なんか嫌いやーな予感はしてたんだけど、この調子だと予感的中だな。俺が十年前の戦争で叩たたき壊こわした規則を、カビの生えた提督どもが見事に復活させやがったんだろ。当時は規則をやぶって功績あげた提督が、何人も殺されたり牢ろう屋やに放ほうりこまれたりしたもんだぜ」

「ばかばかしい！　味方の力をそぐような規則を作ってどうする！　そんなものは……」

　ほとんど反射的にロディアが怒ど鳴なる。

　怒鳴ってしまってから、ロディアは自分で自分にぎょっとした。

（──しまった。海軍の規則を批判することは、上官への反はん抗こうにあたる。下手へたをすれば私が軍事裁判にかけられる場面だ。まさかランセがそれを望むとは思えないが──）

　ロディアが淡あわい不安に言葉を切ってランセを見ると、彼はこちらを見ていた。

　色いろ違ちがいの瞳ひとみが強い光を宿している。唇くちびるにかすかな笑えみがある。あまりたちのいい笑みではない。やはり彼もこんな規則に縛しばられた戦闘なんて嫌きらいなのだ。だが、まだあえて黙だまっている。

　お前がいいならこっちに来いよ、と、ロディアを手招いている。

　彼がいるのは、規則よりも勝利を、出世よりも誇ほこりを重んじる世界だ。

（上等だ。巻きこまれてやる。いや、違ちがう。私が、ランセを巻きこむんだ）

　こうなったら、ひるむロディアではない。彼女はランセを信じて腹に力をこめると、かみつくように言い切った。

「そんな規則など、そもそも『存在しない艦かん』であるレーン号には関係ない！　私たちに必要なのは、誇りと勝利だけだ！」

　彼女の鋭するどい叫びに、誰もが我に返ったように顔をあげる。
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　アルデアが失しつ笑しようして真っ赤な髪かみをかきあげ、キニスがロディアを見てゆっくりと一度瞬またたく。ルーナ・ノアはじっとロディアを見つめ始め、カロルは子供みたいに笑って叫んだ。

「それだよ！　ね、艦長。それがレーン号ってやつでしょう！　規則も理り屈くつも適当にぶっとばして、だけど勝つ！　俺たちならできますって！」

「そうだ、できる！」

「勝利だ！　戦争だ！」

「艦長！　ランセ艦長！」

　カロルの言葉につられて、うずうずしていた水兵たちからどっと声が湧く。

　ランセは一連の流れをじっと見つめていたが、不意に声を立てて笑った。彼は軍服のすそを翻ひるがえし、片手を敵艦隊のほうへと伸のばす。

　手の届かない何かを、それでもつかもうとするようにして、彼は怒鳴る。

「そのとおりだ。こういうときこそ、俺たちがやらなくちゃどうしようもねえ！　愛すべきレーン号のばかども、よーく確かく認にんしろ！　この幽ゆう霊れい船せんにも、マディスの海軍旗と、白色艦隊の就役旗は出てるな？　よし、それじゃあ針路変へん更こうだ。戦列の端はじっこにくっつくのなんかやめだ。俺たちは俺たちで、敵戦列艦に勝手に突つっこむぜ！　ちょっと荒あらっぽい操船になるから、みんな振り落とされねえように注意しろよ」

　ランセのとんでもない命令に、それでも艦かん内ないの空気は熱くなった。

　陽気な声がわっと沸わき上がって、皆みなが持ち場に向かって散り散りになる。

　人々の力が調和すると、レーン号は本来の走力を生かして軽かろやかに海の上を滑すべり出した。

　目標はまっすぐにマディスの戦列を目指して走ってくる敵てき艦かん。二艦隊の砲ほう弾だんが激しく行きかうその場所だ。

　走り出してからすぐにレーン号の横で激しい水しぶきがあがり、ばたばたっ、と豪ごう雨うじみた音を立てて水が降ってくる。

「敵の砲弾、近かったぞ！」

　ロディアの叫びに、ランセは悪戯いたずらを思いついた子供の顔で笑う。

「あっちの船首砲からだな。このまま細かい操船で避よけられるか、やってみるか」

「大たい砲ほうの弾を、接近しながら避ける？　あなたは正気か!?」

「正気も正気、ただし戦場の正気っつーのは普ふ段だんの正気とはちょっとだけ違うんだな、これが。さあ、よく聞けよ！　右に二点……止めろ！　今だ、一いつ杯ぱいに左に切れ！」

　ランセの細かな指示に従い、キニスが恐おそろしい正確さで舵を切る。レーン号が機き敏びんに動き、左右の水面に派手に水柱が立った。本当に、操船だけで弾を避けている。一発避けるたびにどこかで歓かん声せいがあがる。奇き跡せきみたいな指示を出す艦長に、みんなが我を忘れかけている。

　そのとき、ルーナ・ノアが冷えた声を出した。

「正面から敵艦。ぶつかったら、こっちが沈しずむ。約二百秒後」

　水をかけられたように我に返り、ロディアが目を瞠った。

　気づけば一隻せきの戦列艦がこちらに向かってきている。ひょっとしたらこっちが勝手に突つっこんでいるのかもしれない。ランセの操船はめまぐるしすぎて、正確な位置を把は握あくするのはロディアにも難しくなっていた。

　うろたえかける心をぐっと抑おさえて、ロディアはとっさに水兵に叫んだ。

「三角帆を上げろ！」

　レーン号の船首辺りにいた水兵が、すばやく反応して帆を上げる。

　するすると上がった三角帆が風をはらみ、レーン号は鋭く曲がった。ほんのぎりぎりで敵艦の船首が目の前をかすめる。頭上を金色の船首像が行き過ぎる。のぞきこんでくる敵の褐かつ色しよくの顔が間近に見えたが、彼らも急なことで慌あわてていたのだろう。ろくに弾も打ちこんでこないまま、敵艦は離れていく。

　ほっとしてロディアが振ふり向くと、ランセがしっかりとうなずいてくれた。

（これでよかったんだ）

　焦あせりと恐きよう怖ふが過ぎ去り、わくわくするような気持ちがロディアの体に満ちてくる。

　改めて見み渡わたすと、周囲はすっかり混戦模様となっていた。

　レーン号の突とつ出しゆつに、他ほかの艦も何かを吹ふっ切ったのだろう。自由な戦闘に突とつ入にゆうしている。

　十年ぶりの戦争とはいえ手慣れた調子で海戦を繰くり広げるマディスの戦せん艦かんに、ロディアはとりあえず胸をなでおろした。

「旗き艦かんから、レーン号あてに連れん絡らくです！」

　そこで水兵たちの間からあがった声を聞きつけ、彼女は旗艦を望遠鏡でのぞく。

　大体予想通りの通信旗が出ているのを確認し、ロディアはランセを振り返った。

「旗艦から、レーン号に『後退せよ』の命令だ！　どうする？」

「そんなもんがどこに出てる？　望遠鏡よこせ！」

　ランセは無造作に言い、珍めずらしく自分で望遠鏡をのぞいた。

　彼は青い左目にレンズを当て、すぐに望遠鏡をロディアに返す。

「全然見えねえな。俺、こっち義眼だから」

「……今、ものすごい言い訳を聞いた気がするぞ。さすがに、もうちょっと──」

　もうちょっとましな言い訳はないのか？　と言おうとしたところへ、めきめきめき、というものすごい木の破は砕さい音が響ひびく。ロディアが振り返ると、マディス軍の戦列艦の一隻が、ミズン・マストを失うところだった。

　ランセが一気に瞳を剣けん吞のんにして叫ぶ。

「ドースンの艦がやられやがった！　おい、ドースンの艦と敵艦の間に割りこめ！」

「ランセ！　さすがにそれでは敵の砲ほう撃げきでこっちがひとたまりもない！」

　ロディアが必死に叫ぶ。次の瞬しゆん間かんに他の船の砲ほう煙えんが流れてきて、彼女の視界をほとんど奪うばった。ロディアがせきこみながら見上げると、ランセはドースンとやらの艦を見つめたままだ。

（どうするべきだ？　止めるか）

　わずかに迷って舵だ輪りんのほうを見ると、キニスはすかさずランセの言うとおりに舵輪を回している。だが、彼はすぐに視線をランセにやって声を出した。

「艦長。【旧神】能力の使用許可を願います」

　聞くだけで震ふるえるような美声の告げた内容に、ロディアは息を吞む。

　一方ランセはいつものように気楽にうなずく。

「許可する。だけど後にもまだ任務は残ってるからな。悔くいのないようにやれ。以上！」

　キニスは軽く一度だけ瞬き、舵かじを操そう舵だ手しゆに渡わたした。

　命を対価に使う【旧神】能力。キニスに憑ついた神の力は、天候を反転させるのだという。

　晴れを嵐あらしへ、凪なぎを突とつ風ぷうへ。海の神にも等しいその力を、彼は今使おうというのだ。

（彼が命を代だい償しようにした力を使うのを見るのは初めてだ。一体、何を狙ねらっている……？）

　息を吞んだロディアの眼前で、キニスは左てのひらを心臓の位置に当て、静かにうつむく。

「月は太陽に、天の涙なみだは地の灰に。我は我が命を供く物もつに汝なんじを召しよう喚かんせり、その恵めぐみの代わりに我が命を摘つみ取れ。天候の神、【ケロス】！」

　たまに喋しやべるときでもひたすら穏おだやかなキニスの声が、最後のひとことだけぞっとするほど鋭く響いた。その声がまだ大気中に残っている間に、彼の姿はふっと濃こい靄もやのようなものに包まれて見えなくなる。実際は、彼自身がその靄のようなものに変わったのだ。

　靄は、よく見ればそれが細かな文字の集まりであることがわかるはずだ。

　初めてその姿を見た水兵もいるだろう。ロディアは素す早ばやく辺りを見渡すが、戦場の混乱のせいか、特に驚おどろきの声すらあがらなかった。

　そんなことより、急に辺りが暗くなったことのほうに皆が気をとられている。

　ロディアが天を振り仰あおぐと、薄うす青あおかった空に急速に灰色の雲が集まってきているのがわかった。肌はだを刺さすような冷たい風がいきなり吹きつけ、砲煙を吹き飛ばす。両艦かん隊たいの帆はん船せんがあらぬ方角からの風に傾かたむき、誰だれもが大おお慌あわてで帆と舵の調整に走った。

　そのせいか、先ほどから聴ちよう覚かくを麻ま痺ひさせそうな勢いで響いていた砲撃の音が小さくなる。

　間もなく、どっと大おお粒つぶの雨が降り出した。

（これが、【ケロス】の力か。……まさしく、神の力だ）

　土ど砂しや降りの雨に濡ぬれながら、ロディアはキニスを見やる。彼はまだ靄に包まれたままだ。

　ランセはキニスのほうへは目もくれず、指示を出し続けていた。彼の指示に従い、レーン号はドースンの艦に弾たまを叩たたきこもうとしている敵艦へぐんぐんと近づいていく。

「どうするんだランセ！　この天候変化で多少砲撃は抑おさえられているとはいえ、我々の砲撃くらいでは相手はびくともしないぞ！」

　ロディアの叫さけびに、ふと傍かたわらから返事がきた。

「わたくしがやりますわ。おそらく──キニスもそれを狙っているんでしょうし」

　アルデアが真しん剣けんに言い、何歩か前に出て雨で濡れた美しい顔をゆがめる。

「本当、わたくしってお人よし。さあ、おいで。羽根は水銀に、鉄は綿に──我は我が命を供物に汝を召喚せり、その恵みの代わりに我が命を摘み取れ、重力の神【ズィアヴロスィ】！」

　彼もまた【旧神】を召喚する呪じゆ文もんを唱え、直後にぱっと靄のようなものに砕くだけ去る。

　その後数秒もおかずに、目の前の敵艦をすさまじい音が襲おそった。

「これは……！」

　ロディアがかすれ声で囁ささやいて棒立ちになる。

　目の前で起きたのは本当に一いつ瞬しゆんの出来事で、正確には何が起きたのかわからなかった。

　だが、何度か瞬またたいているうちに、眼前の敵艦がさっきとはまったく違ちがう、見るも無残な姿に変わっていることがわかる。

　美しかった戦艦が、真っ黒だ。

　いや、実際のところは、木製の船体が小さな穴でいっぱいになっているのである。その穴が黒く見えるせいで、まるで船自体が黒くなったかのようだ。

　敵艦は砲撃をやめて完全に沈ちん黙もくしていたが、数十秒の後、全体がどっと崩くずれ落ちた！

　細かな塵ちりが舞まい上がりかけて雨に巻きこまれ、海面に灰色の雨が降る。ぼたぼたと細かな木もく片へんにまで分解された戦艦が海面を叩く音が、しばらくは絶え間なく聞こえていた。

　その音が雨音にまぎれて完全に消え去ると、後には何も残らない。

　敵艦があった場所には、ただ無数の木片が浮ういているだけだ。

「これは……君の仕し業わざなのか、アルデア」

　呆ぼう然ぜんとする水兵たちに気を配りながら、ロディアが押し殺した声で訊く。

　アルデアはまだざわつく文字の形を取ったまま、妙みように反はん響きようする声で笑った。

「ええ、ロディア。もちろんですわ。わたくしの力は重さの反転。軽いものを重く、重いものを軽くする力。それであの船の周囲だけ、雨あま粒つぶのひとつひとつを重くしましたの。範はん囲いを厳密に限定するのは初めてやりましたけれど、さすがはわたくしですわね。完かん璧ぺきですわ」

　彼の話す内容はとんでもないが、それ以上にロディアが気になったのは、アルデアの声のうわつきだった。ロディアは鋭するどく囁く。

「わかった。わかったから……静かに、アルデア」

「なあに？　あなたにはこの見事さがわかりませんの？　この調子で、この辺りの船を全部沈めてやろうかしら！」

　喋り続けるアルデアの体、靄と化したその体の中へロディアは手を伸のべ、【旧神】の力を封ふうじる瞳ひとみで彼をじっと見つめた。すると、やがて靄はやわやわと元のアルデアの姿を取り戻もどす。ひとの姿に戻った彼は恐おそろしいほどに青ざめ、今にも倒たおれそうに憔しよう悴すいしていた。

「やはりか。【旧神】の力を使うのは重労働なんだな。無理をしすぎだ、アルデア」

　ロディアがアルデアの手をしっかりと握にぎって囁くと、アルデアはなんとも言えない様子で顔を歪ゆがめた。そうしてさも嫌いやそうに、キニスのほうへ視線をやる。

「……勘かんばっかり冴さえてて、本当に嫌な奴やつ。……なら、あいつも。引き戻してやったら」

「ああ、わかっている」

　ロディアは小声で言ってアルデアの手を離はなすと、降り続く雨に全身を濡らしながらキニスのそばへ歩みよった。

「キニス。もう、力は収めて大だい丈じよう夫ぶか？」

　靄となったキニスに声をかけると、彼はしばらく沈黙したのちに答える。

「……わたしは、もう少し」

「そうか。【旧神】の力をおさめるときに大変なようなら、手を貸す」

　無む駄だかもしれないと思いつつ、ロディアは言った。彼女は【旧神】の力を持ってはいない。

　ロディアにできるのは、ただ【旧神】の嫌きらう柘榴ざくろの瞳で、レーン号の士官たちを神のもとから人間の側に引き戻す手助けをすることだけだ。

　キニスから答えが返る前に、水兵の誰かが声をあげた。

「敵てき艦かんが、何か旗を出してます！　風下側に逃にげてるやつがいます！」

　ロディアはすぐに振ふり返り、望遠鏡を取り出した。雨の降る最悪な視界の中、敵のひときわ立派な艦かんが旗をあげたのを確かく認にんする。旗の暗号はマディスとはまったく別のものだから、読み取ることはできない。

　しかし周りの様子と考えあわせれば、まず撤てつ退たい命令の旗と見て間違いなさそうだった。

「おそらくは敵が撤退命令を出している。どうする、ランセ」

「どーするもこーするもねえ、俺たちはまだまだやれるって！　ですよね、艦かん長ちよう？」

　上層甲かん板ぱんのほうから顔を出したカロルが勢いこんで言う。

「……キニスなら、まだ力は維い持じできる。私も、何回かは使える」

　珍めずらしく、戦せん闘とう中だというのにルーナ・ノアが自分から口を出した。

　誰もがまだまだやる気だ。ランセはどうする気だろう、とロディアが見ると、彼はぐるりと辺りの状じよう況きようを見み渡わたした後、きっぱりと返した。

「ばーか。浮かれすぎてんじゃねえよ。俺たちの本番はここじゃねえ。無茶できんのもここまでだ。──雨が降ってて視界が悪いうちに離り脱だつする」
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「当艦隊の損害、沈ちん没ぼつ三、半はん壊かい五、その他ほかの損傷は軽けい微びです。死者の正確な数は出ておりませんが、ほとんどは地元の海かい賊ぞく連中かと」

　アスファル軍の旗き艦かん、ポリコス・アステラス号の艦長室では、士官が直立不動で提てい督とくに報告をしている。提督は背中で報告を聞いて浅くうなずき、優美な所作で振り返った。

　そのひょうしに肩かたにかかる白い髪かみが揺ゆれ、乳白色の軍服に焚たきこまれた甘い香かおりが漂ただよう。この、華か麗れいな軍装を勲くん章しようで飾かざり立てた青年こそが、アスファル軍の海軍総司令官であり第五皇子のマイムーンである。彼のどこか中性的な容よう貌ぼうは、とてもではないが戦争向きには見えない。

　マイムーンは常に笑えんでいるかのような口くちの端はしをさらに吊つり上げて言う。

「ごくろうさま。我々は最低限の損害で、多くの情報と、時間を得ました。いっそこのままマディス本土まで乗りこめてしまえば楽なのですがねえ、サクル？」

　皇子の呼びかけに、返事はない。

　アスファル風のきらびやかな艦長室内に集まった士官たちは、おそるおそる窓の外の通廊を見やった。艦かん尾びに備わった通廊は、言ってみれば艦長専用の露ろ台だいのようなものだ。

　そこに、ひとりの男が手すりにすがるようにして座りこんでいる。

「サクルさん、殿でん下かがお呼びです！」

「あー……すみません、なんですって？」

　士官に呼ばれてようやくよろよろ戻ってきたものの、サクルの顔面は真っ青だ。彼は軍服ではなく青い長衣をまとっているせいもあって、マイムーン以上に戦場に似合わない。

　このさえない学者風の男がマイムーンの軍師とは、初対面では誰も信じないだろう。

　マイムーン本人はサクルの態度に怒おこる様子もなく、にこにこと首を傾かしげる。

「いえ、かまいませんよ。船ふな酔よいの調子はどうです？　ここでお前に死なれては困ります」

「あははは、まだ死にそうにはないですが、ひどいもんですよ。子供だって七日も船に乗ってりゃ船酔いはしなくなるっていうのになあ、俺は陸の生き物なんです。二本の足で歩きまわるのが一番だ。とはいえ陸軍を徒歩で移動させるのは遅おそいし危険だし……輸送は船が一番っていうのが常識……うう」

「胃がひっくり返っているときに余計なことまで喋しやべらなくていいですからね、サクル。あの辺りの死者の軍勢を使う契けい約やくの石板がマディス王国に奪うばわれてしまった今、我々にはザーヒルが読み取り、お前が翻ほん訳やくするアルモニア神の予言が必要不可欠です」

　マイムーンに言われて、サクルは懐ふところから紙片を取り出した。薄うすく漉すき、てのひらに包めるほどの大きさに巻き取られた紙片には、びっしりと細かな文字が書かれている。

「こんなもんは最低限の知識とこつさえわかれば誰だれだって読めるんですけどねえ。すごいのはやっぱりザーヒル様だ。世界にはすべて数式が潜ひそんでるとかで、宮きゆう殿でんに居ながらにして未来まで見ちゃうんだから。今のとこ、ザーヒル様の予言はほとんど当たってます。敵が出現する間とか、場所とか、数までも。俺が何か考える余地なんかないくらいですよ」

「でも、当たらなかった部分もありますね？」

　マイムーンが細い目を光らせて訊くと、サクルは小さく肩をすくめた。

「ええ。そこが例の【旧神】がらみだったと見て間ま違ちがいない。戦場にいたんでしょうね、あのばか二人組と、その他の【旧神】関係者。しかしまあ、マディス海軍は練度は高いけど、上官がばかだなあ。【旧神】の能力をひとに使える形にしたのはすごいのに、どうしてその力を我々に見えるところで適当に使っちゃうんですかね？　ああいうのは隠かくして、隠して、裏で使ってこそ怖こわいっていうのに。ほんと、こっちからしたらありがたくて泣けてきますよ」

　力なく喋るサクルを見下ろしながら、マイムーンは満足感に身を浸ひたしていた。

　サクルは相変わらずマイムーンをいらだたせない男だ。

　彼にはマイムーン好みの綿密な計画を立て、ひとつひとつ確実に実行していく能力がある。

　マイムーンの世界をマイムーンの好みのもの──効率的であり、理が通っており、破は壊かい的なもので埋うめていってくれる。

（彼にはもう少しの間、逆らわずにいてほしいものですね。わたしの怒いかりに触ふれないよう、わたしの退たい屈くつの種にならないように）

　生まれつき冷え切った心の中に唯ゆい一いつ宿った慈じ愛あいじみた感情をもてあそびながら考え、マイムーンは笑った。

「【旧神】の力についてはお前に分ぶん析せきしてもらうとして、わたしは次の手を打ちましょう。ガーニム兄上も、わたしが無様に撤退したとなれば、張り切って例の作戦に乗るはずです」

　そうなのだ。マイムーンがこの海戦をしかけ、あっさり撤退した理由はそこにもある。

　マイムーン自身がいったん負けることが、彼と仲の悪いガーニム皇子を動かすのにはどうしても必要だった。

「ガーニム様は、マイムーン様が功績をあげすぎて、次期皇こう帝ていに推挙されちゃうのが怖いんでしょう。よくある話です。大丈夫、この調子なら、あっちとの交こう渉しようもちょうど間に合います。あの【旧神】どもに邪じや魔まされなければ、それなりにうまくいくんじゃないかな」

　サクルが予言の巻紙をしまいながら適当に言ったとき、艦長室の扉とびらの外から声が響ひびいた。

「アルモニア神のご加護を一身に受けるマイムーン様に申し上げます──」

「入るよう言いなさい」

　マイムーンの指示で、士官のひとりが扉を開ける。

　艦長室の外の狭せまい廊ろう下かには、屈くつ強きような兵士ふたりに挟はさまれた濃のう紺こんの軍服姿の男が立っていた。

　いかつい顔の中年の男。階級章や軍服からして、マディス海軍の大たい佐さ艦かん長ちようだろう。

　彼はマイムーンの顔を見ると、少し意外そうに目を瞠みはってから、すぐに険しい顔になった。

「……貴様がアスファル海軍の指揮官か。いいか、わたしに、軍の機密について訊いてもいっさい無駄だ。マディス海軍人には誇ほこりがある」

　発音がおかしいながらもしっかりしたアスファル語に、マイムーンは機き嫌げんよく笑った。

「質問などしませんよ、ご安心ください。それにしてもあなたがアスファル語が喋れるのは、実に素す晴ばらしいことですねえ。教養と誇りと体力がありそうなのもいい」

　いきなり誉ほめられて、マディス軍人は怪け訝げんそうな顔になる。

　一方アスファルの士官たちは、これから何が始まるのか、いち早く察していた。

「あー……マイムーン様。俺、退席してもいいですか」

　ますます青くなって切り出したのはサクルだ。

　他の士官たちはぎょっとしてサクルに視線を向けるが、マイムーンは鷹おう揚ようにうなずいた。

　サクルは軍人ではなく学者だし、マイムーンの楽しみを理解できなくても仕方ないと思うからだ。

　サクルが出て行ったのを確認してから、マイムーンはうきうきとマディス軍人に視線を戻もどした。さあ、ここからは完かん璧ぺきな趣しゆ味みの時間だ。

　酒にも女にも賭かけ事にも一いつ切さい喜びを感じないマイムーンが、生まれて初めて血をたぎらせたもの。それは幼いマイムーンに粗そ相そうをしたせいで殺された、使用人の悲鳴と血の色だった。

　あれは本当に心が震ふるえる出来事だった。怖いとは少しも思わなかった。憐れみというべき感情も湧わいてこなかった。悲鳴と血は、むしろマイムーンの心を柔やわらかく、敏びん感かんにした。

　あのときマイムーンは、生まれて初めてときめいたのだ。

　心が恋こいにも似たふわつきに支配されて、なんだかものすごく愉ゆ快かいになった。

　以来、彼は人間というものをとても深く愛している。何しろどんなくだらない人間でも、その体にはマイムーンの喜びの素もと──血と悲鳴がつまっているのだから。

　彼はしあわせな気分で、マディスの艦かん長ちように優やさしく言う。

「わたしはどんな悲鳴でも好きですが、やはりアスファル語の戯言や泣き言が一番心地ここちよいのですよ。死ぬまでのほんの少しの間、わたしの人生の楽しみに付き合ってください」

　マイムーンの言葉の意味を理解すると、屈強な軍人が途と端たんに真っ青になる。これだ。この瞬しゆん間かんがたまらない。今までの虚きよ勢せいが、尊厳が、徐じよ々じよにはぎ取られていくさまが大好きだ。

　マイムーンは全身に喜びの震えが走るのを感じながら、ふとひとりの女性のことを思い出していた。

　以前、ガーニムのハレムに潜せん入にゆうしてきた柘榴ざくろ色の瞳ひとみのひと。

　彼女は常に無む謀ぼうなほど大だい胆たんにふるまい、ガーニムに殺されかけても瞳が反はん抗こうを続けていた。

（一度は逃にがした小鳥ですが、彼女はもう一度、この手に取り戻したいものですね。彼女のアスファル語は小鳥のさえずりのように心地よかったし、あの誇り高い瞳もたまらない。いつかこの手にそっと包んで、握にぎりつぶしてしまいたい──ロディア）
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「こんな霧きりが出てたんじゃ、岩がん礁しようがあってもさっぱりわかんねーな。ずーっとルーナ・ノアが当番やるわけにもいかないし、嫌な海だ」

　カロルが難しい顔で言い、士官集会室の小さな窓から外をのぞく。

　マディス王国の封ふう鎖さ艦かん隊たいと、アスファル帝てい国こくの艦かん隊たいが一戦を交えた二日後。

　レーン号は味方の目を盗ぬすみ、正気の船乗りは誰だれも行きたがらないという魔まの海域に入りこんでいた。島しま影かげも見えない鈍にび色いろの海には霧が濃こい。

「岩礁じゃすまないかもしれませんわよ。ここはアルモニアの領域だって話じゃありませんの。昔は有益な予言やら何やらをするだけの神と思われていたアルモニアですけれど、実際には死者の軍勢なんてものを操あやつる得体のしれない存在だったわけでしょう？　この海域でも、きっと幽ゆう霊れいが出ますわ。霧の中から、女の声で『こっちに来て』なんて囁ささやかれるかも」

　形よい爪つめに息を吐はきかけながら答えたアルデアは、集会室に勝手に持ちこんだ豪ごう奢しやな寝ね椅子いすの上にいた。

　集会室は士官たちの個室が集まる下層甲かん板ぱんの後部にあって、円えん卓たくと椅子いすでいっぱいになってしまう狭さだ。今は非番のカロルとアルデア、そしてロディアがラム入りの珈コー琲ヒー片手に短い自由時間を過ごしている。

「幽霊かー。そういうとこだからこっそり通れるっつーのはあるだろうけど、どうせなら怪かい獣じゆう出ないかな。首が長くて、ヒレがこんくらいあって……あっ!!」

「なっ、なんですの？」

　いきなりのカロルの叫さけびに、アルデアはぎょっとして顔を上げ、読書中のロディアもちらと視線をやった。ところが、カロルはすぐに首をひねる。

「や、見み間ま違ちがいだった。なんか霧の向こうの岩が、でかいタコみたいに見えてさー」

「タコ？　あのぶよぶよがどこにいるって!?」

「あっれー、アルデアってタコ苦手だったのか！　うっかり男言葉に戻ってんぞ」

　からかう調子のカロルに、真っ青になったアルデアが立ち上がる。

　そろそろ口の挟みどきかな、と判断し、ロディアは無造作に本を閉じて声をかけた。

「よせ、アルデア。カロルもだ。女の子にからむ十歳の男子じゃないんだから、からかうな」

「……待てよ、ロディア。すげー当然みたく言ってるけど、アルデアは男だ」

「まあ、そうだが。とにかく、女性にしろ男性にしろ、苦手なものくらいはあるんだ」

　ロディアはそう言って立ち上がると、青い顔でカロルをにらんでいるアルデアに歩み寄る。そしてそのまま、自然にアルデアを抱だきしめた。

「ちょ、ロディアっ！　いきなり何やってんだ！」

　なぜかカロルのほうが真っ赤になって叫び、アルデアはびっくりしたように瞬またたく。

　彼はしげしげとロディアの顔をのぞきこんでから、不意に甘く笑ってロディアの腰こしに両りよう腕うでを回した。

「いつもながら、なれなれしいんですのね。わたくしに触さわるのが好きなのかしら？」

「確かに君の髪かみはずっと触ふれていたくなるほどなめらかだし、肌はだも奇き跡せきかと思うほどきめが細かいけれど。今は君を元気づけようとしているんだよ。だって、怖こわかったんだろう？」

　ロディアが素す直なおに言うと、アルデアはいかにも嫌いやそうに笑えみに毒を混ぜる。

　彼は形よい爪の生えた白い指でロディアの頬ほおに触れ、声を歌うように低くした。

「あなたって本当に困った子。無む駄だに甘えたくなってしまって腹が立ちますわ。いっそ殺してしまおうかと思うくらい。それとも、毒でその喉のどをつぶして、顔を二目と見られないものにしましょうか？　そうしたらあなた、きっと今みたいにはみんなに愛されませんわね」

　冗じよう談だんめかして言いつつも、アルデアの灰色の瞳はどこか底冷えしている。

　ロディアは彼をじっと見つめていたが、不意に切れ長の目を細めて笑った。

　普ふ段だんのさっぱりとした笑顔ではなく、どこか甘い笑みだ。彼女はそのまま目を閉じ、そっと顔をずらして、自分の頬に触れていたアルデアの指に口づける。

「そうして醜みにくくなった私を、君だけが罵ば倒とうしつつ愛してくれるというわけか？　優しすぎるよ、アルデア。そんなに真しん摯しに私を愛さなくていいんだ。ただ、便利に利用してくれればいい。──あなたが心細いときには、私はあなたを抱きしめていよう。私はそれで幸せだから」

　アルデアは目を伏ふせてロディアの囁きを聞いていたが、やがて彼女を振ふり払はらって悔しそうに円卓に両手をついた。

「また負けましたわ……！　正しよう真しん正しよう銘めいの女のくせに、どれだけ殺し文句を常備してますの!?」

「えええええ、今の、何かの勝負だったのか!?」

　今まで真っ青になって固まっていたカロルが叫び、ロディアはあっけらかんと答える。

「口説き文句勝負に決まっているだろう。他ほかのなんに見えていたんだ？」

「わからねーって！　何がなんだかさっぱりだって！　お前らおかしいよ、大体こっちが男でこっちが女っつー時点でわけがわからねえ！」

「カロル、いいかげん、君は目の前の現実をそのまま受け入れる覚かく悟ごをしたらいいと思うぞ。見た目は見た目だし、私は女だ。そして元気のないひとを抱きしめるのに、性別は関係ない。私は君のことだって、いつでも抱きしめる用意はある」

「すみませんごめんなさい、ほんと、それはやめて……！」

　カロルは相変わらずの様子で、ふるふると首を横に振って壁かべに張りついた。

　ロディアはいっそ感心して彼の様子を眺ながめ、アルデアに声を投げる。

「常々疑問に思っていたんだが……普ふ通つうの海軍ならともかく、君がいるレーン号でどうしてこうも純じゆん粋すいな青年が育つんだ？」

「わたくしを流行はやり病の元げん凶きようみたいに言わないでくださいますこと？　わたくしはランセを抹まつ殺さつしたいだけで、他はどうでもいいんですのよ。カロルはランセに甘やかされすぎですわ」

　いつもの調子を取り戻して言い放つアルデアに、大いにひきつった顔でカロルが食くらいつく。

「ちょ、待てって！　艦長は全然俺のこと甘やかしてなんてくれてねーから！　こきつかうし、殴なぐるし、剣けんの修しゆ行ぎようなんか気絶するまでやられるのが年中だったし、休みだからってカードやったら全力で叩たたきのめされるし、一いつ緒しよに飲みに行ったらいつの間にか飲まされすぎてつぶれて、適当にひきずって連れ帰られたせいで顔面傷だらけだったことあるし！」

「……完かん璧ぺきに甘やかされすぎだな」

「愛されてますわよねえ」

　ロディアとアルデアがしみじみと言いあったとき、軽いノックの音がした。扉を開けて顔を出したのは、元仕立て屋だとかいう水兵だ。

「すみません、アルバラード海かい尉い。帆ほの修しゆう繕ぜんが終わりましたんで、確かく認にんをお願いしたくて」

「わかった。では、私は上層甲板へ行ってくる。ふたりとも、仲良くな」

　ロディアはカロルとアルデアに言い置いてから、水兵について足早に上層甲板への階段を上った。外に出てみると、改めて辺りがミルクのような霧に覆おおわれているのがわかる。

　海の雰ふん囲い気きは陰いん気きだが、甲板上では裂さけた帆の修繕やら、砕くだけた手すりや船体の修理やらが着々と進んでいるようだ。

（みんな思ったより熱心だな。ここが魔の領域だと知っている者もいるだろうに）

　彼女が不思議に思いつつ帆の確認をしていると、いきなり誰だれかに背中を叩かれる。

「よう、みんな元気でやってるか？　霧が出てるからってしけた顔してんじゃねーぞ！」

「ランセ艦かん長ちよう」

　少し驚おどろいて振り返ったとき、周りの空気がぱっと変わったのがわかった。

　水兵たちが顔を輝かがやかせてランセを見やり、ことさらきびきび動き出す。

（なるほど。戦せん闘とうでランセに対する信しん頼らい感が増したから、このいい雰囲気が保たれているのか）

　ランセが好かれている証しよう拠こを見るのはロディアとしても嬉うれしい。彼女は自然と柔やわらかい笑みを浮うかべて言った。

「みんなよくやってくれている。船の修理は順調だ。やぶれた帆も、大体は繕つくろい終えた」

「よーし、そんじゃ、今夜はちょっと多めに酒を出そうぜ。みんなもそろそろ騒さわぎたいだろ」

　陽気に片目を閉じて言う彼に、ロディアはこっそり感心した。

　ここでさらに水兵たちを盛り上げておいて、明るい気分を保っておこうというわけだ。

　ロディアはうなずき、わざと周りに聞こえるように訊いた。

「了りよう解かいした。音楽も許可していいか？」

「もちろん。俺が楽しいことについて『駄だ目め』っつったことがあったか？」

　思った通りの返事に唇くちびるで笑い、ロディアは澄すんだ声を張り上げる。

「聞いたか？　みんな、今夜は祝祭日だぞ！　酒神と音楽神がお前たちに求愛しに降りてくる。それまでに、とっとと修理を終わらせろ！」

「おおっ！　さすが艦長！」

「アルバラード海尉、男前です!!」

　水兵たちは口々に歓かん声せいをあげ、うきうきした熱気が辺りに漂ただよう。

　いつもならすぐに『黙だまれ』と沈ちん黙もくを命じるランセも、今日は楽しげに黙ってたたずんでいた。本当にこの船と水兵たちが好きなんだな、と思えるような、幸せそうな横顔だった。

（ランセは今日もランセだな。少なくとも表面的には元気そう、か）

　ロディアがそっと彼に視線をやって顔色などを確認していると、不意にランセもこちらを向いた。彼は屈くつ託たくなく笑って首を傾かしげる。

「みんな元気で大変結構。そんで、お前は今夜、暇ひま？」

「私か？　私は、見張りの当番時間まではいつもどおりだ。暇と言えば暇、かな」

「そんじゃ、艦長室で一緒に飯食おう。たまにはふたりでさ。ついでに色々話そうぜ」

　ふたりで。気軽にそう言われた途と端たん、ロディアは妙みようにぎょっとした。

　……おかしい。艦長が副長とふたりで食事をするなんてよくある話だし、色々話ができるのはロディアも嬉しい。なのになぜこんなに動どう揺ようするのだろう。

「ああ、そういうことなら、喜んで招かれよう」

　何はともあれ、明確な理由なしに艦長の誘さそいを断ることなどできない。

　ロディアが内心うろたえつつも、どうにか笑ってうなずくと、ランセは「じゃあ、夜にな」とだけ言い残して歩き出してしまった。

（──困ったな。ランセと、ふたりで、食事か。……しかし本当に、なんで困るんだ）

　ロディアがランセを見送りながら考えているところに、水兵から声がかかる。

「アルバラード海尉」

　振り向くと、さっきの元仕立て屋の水兵が真顔で立っていた。

「なんだ？　宴えん会かいは夜からだぞ。今は仕事の時間だ」

　態度を取り繕って言うロディアに、水兵は綺き麗れいに畳たたんだ布を差し出してきた。

「はい。その、仕事に戻もどる前に、こいつをお渡わたししときたいと思いまして。帆はん布ぷの余りで、休きゆう憩けいの間に縫ぬった小物です。陸にいりゃ、もっといいものが作れるんですが……。できれば夜にでも、海尉から艦長に渡していただけませんか。艦長への、贈おくり物なんで」

「ランセへの、か」

　ロディアは少し驚いて聞き返す。水兵に与あたえられる休憩時間など、ほとんどあるかなしかのものだ。それを彼はランセへの贈り物のために使ったというのだろうか。辺りを見み渡わたすと、ずらりと並んだ水兵たちも、一緒になって妙に真ま面じ目めな顔でロディアを見ている。

　仕立て屋の水兵が、他の水兵たちを代表するように神しん妙みような顔で告げた。

「俺たちは海に出たら最後、明日の命をもしれねえ人間です。だから、こうなっちまった俺たちが望むものは面おも白しろい戦争と勝利なんです。……面白おかしく戦うために、俺たちはあなたたちに、ランセ艦長についていきたい。だから、艦長にはなるべく元気でいてほしいんでさ」

　彼の言葉が心にしみる。余計なことは言えなくて、ロディアは一言で答えた。

「──同感だ」
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　その夜のレーン号の上層甲かん板ぱんは、それこそ祭りさながらだった。

　角灯がぽつぽつとともる中、どっと派手な笑い声が湧わき上がっては消えていく。

　水兵たちがあっちで、こっちで、木製のジョッキを手に歌っている。笑っている。座りこんで何やら話しこんではげらげら笑う。誰だれかが舷げん側そくに上って、ヴァイオリンでにぎやかな曲を弾ひきはじめると、辺りはすぐさま歌で包まれた。

　そんな甲板上を、ロディアは水兵の間をぬって足早に進む。

　彼女は艦かん長ちよう執しつ務む室の扉の前でいったん立ち止まり、扉にはまった硝子ガラスをのぞきこんだ。濁にごった硝子に映る自分は、完璧な軍服姿だ。ボタンはすべて金色に光っているし、モールにほつれはない。髪かみも金糸さながら──とまではいかないが、素す直なおに軍服の肩かたに零こぼれ落ちている。

　目上の人間に会っても恥はずかしくない恰かつ好こうだと思う。大だい丈じよう夫ぶだ。

「ロディア・アルバラードだ。失礼する」

　ロディアが緊きん張ちようを吞みこんで扉を叩くと、奥から「入れ」という聞きなれた声がした。

　扉を開けて中に滑すべりこむ。壁の明かりが揺ゆれて、薄うす暗ぐらい室内に整えられた食しよく卓たくが見えた。

　ふたり用にちょうどいい円えん卓たくには白いテーブルクロスがかけられ、陶とう器きの皿が載のっている。

（ランセは銀器を揃そろえるような艦長じゃない。これが最高のもてなしだ）

　そう意識すると変な緊張が高まってしまいそうで、ロディアはこっそり深呼吸をしてから食卓に歩み寄った。ただでさえ今夜は、馴なれないランセとふたりきりの会食で緊張しすぎなのだ。

　そんなロディアをランセは食卓の向こう側に座ったまま見上げて、屈託なく笑った。

「さすがにドレス姿じゃねーな。今夜も、ほれぼれするような男前だぜ」

「なんだ、女装を期待したのか？　ならばそう命じてくれればよかったのに。あなたが望むなら、たまには貴婦人ぶってみるのも悪くない」

　なるべくいつものように言い、ロディアは席につく。

　隔かく壁へきの向こうでは水兵たちのだみ声の歌が続いている。ぶっきらぼうで、元気ばかりがいい歌。歌に入り混じって聞こえる、絶えずぎしぎしいう船体のきしみ。船を洗う波の音。さらには、踊おどる水兵のステップが甲板を伝わって、ロディアの耳にかすかに届く。

　色々な音が聞こえるのに、この部屋は妙に静かな気がした。

　少し、静かすぎる。

　そう思ったとき、ランセがひょいと葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんを取ってロディアのグラスを満たした。

「いや、俺の前では軍服がいい。お前はそれが一番恰好いいからな。ドレス姿は、そう、それこそ艦かん同士の社交のときとかでどうだ？　いきなり女め神がみ様みたいな恰好で行ったら、相手にとっちゃ衝しよう撃げきだぜ。爺じじいどもはきっとお前が誰かわかんなくて途と方ほうに暮れるだろうな」

　軽口の調子で彼が言う。以前のロディアなら、少しいらだったかもしれない台詞せりふだ。

　けれど今だから、相手がランセだから、普ふ通つうに聞いていられた。

（このひとは私が女だからといって軽かろんじることはないからな。ドレスでも軍服でも、中身の私を見てくれる）

　そう思ったひょうしに、なぜかアスファル帝てい国こくのハレムに潜せん入にゆうしていたときのことが思い出された。あのとき一度だけ、ロディアは女性としてランセと踊ったのだ。

　あのときのランセは完かん璧ぺきに優ゆう雅がで、自分には一生手の届かないひとみたいに見えた。

　記き憶おくと一いつ緒しよに当時の切ない気持ちまでがよみがえってきそうになり、ロディアはとっさに平然を装いなおす。

「相手の驚おどろく顔を見るのは悪くない。けれど相手がご老人だった場合は心臓が心配だし、私はこの恰好で女性と踊るほうが性に合うように思うな。全世界の女性のためにも、そのほうがいいんじゃないか？」

「全世界とは大きく出たな。そんで、全世界の男に喧けん嘩かを売るってわけだ。いいねえ、喧嘩こそ人生の華はなだぜ」

　ランセがさも楽しげに笑って席を立ったので、ロディアもグラスを片手に立ち上がる。

　ふたりはちらつく明かりのもとに、深しん紅くの葡萄酒を満たしたグラスを掲かかげた。

「国王陛下と、愛するマディスに」

「マディス王国よ、永遠なれ」

　心からの忠誠をこめて囁ささやきあって、改めて席に着く。ロディアはいつもの癖くせですぐに給きゆう仕じに回ろうとしたが、ランセの手が伸のびるのが一いつ瞬しゆん早かった。

　彼は当然のように、陶器の壺に入ったスープをふたりの皿に取り分ける。

「しかしまあ、この海域に入ってから、まだ目立っておかしなことがなくて何よりだ。【旧神】は天災の塊かたまりみたいなもんと思っときゃいい気もするが、アルモニア神ってのはどうも得体がしれねーんだよな」

「確かに、アルモニアはぺらぺら喋しやべるからこそ分かりづらいところがあるな。人間と同じ言葉を使っても、考えはきっと同じじゃない。アルモニアの言う『均きん衡こう』という言葉ひとつとっても、一体何をさすのか測りかねるところがありそうだ」

　ロディアはあいまいにうなずき、スプーンを手に取った。

　話の間にも、ランセはそつなく料理を取り分けてくれる。食卓における男性の役目を果たしているだけなのだが、破は天てん荒こうなランセが『男性として当然』のことをしているのには軽い違い和わ感かんがあった。

　そんなロディアの戸と惑まどいに気づいたのか、ランセはちらと視線をあげて笑う。

「どうした？　何か言いたいことでもあんのか？　せっかくふたりだけだし、俺とお前の仲だ。無礼講で、なんでも言ってみろよ」

　こう言われると黙だまっていることもできなくて、ロディアは少し迷ってから言う。

「……その。任務とは関係のない話だが、あなたには意外と貴族的なところもあるんだな、と思っていた。アスファル帝国でのダンスも完璧だったし、食事の決まりも、守る気になればけちのつけようがないくらいきちんとできるんだな、と。失礼な話ですまない」
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「あー、元が奴ど隷れいだったわりには、ってか？　まあ、俺を飼ってたとこは王族に連なる貴族の家だったからなあ。奴隷もみんな品はよかったんだぜ、一応。だけどまあ、本当に品がいい、ってのは陛下みたいな方を言うんだ。あのひとは生まれつき体が弱くてなー。ちっちゃいころから早死にするつもりで生きてきたぶん、邪じや念ねんがないっつーか。とことん高潔なひとだよ」

　気楽に言って、ランセはスープに口をつける。

　気取ってはいないが見苦しくもない、気持ちのいい食べっぷりだ。ロディアはしばらくしてスプーンを握にぎったままランセに見いっている自分に気づき、指に力をこめた。

　どうも、今日は調子が狂くるっている。これ以上おかしくなる前にとっとと頼まれ事をすませよう、と、ロディアは食卓の端はしに押しのけておいた布包みをランセのほうへ押しやった。

「……そういえばこれ、水兵たちからあなたへの贈り物だそうだ。『元気でいてほしい』と言っていた。あなたは彼らにずいぶん慕したわれてはいるが、心配もされているようだな」

「贈り物？　そりゃまた物好きだなあ、あいつら」

　ランセは意表を突つかれたように瞬またたき、手布で指をぬぐってから布包みをほどいた。

　中から出てきた、なんのことはない帆布製の壁かべ掛かけを見ると、彼の顔は柔やわらかにほころぶ。

　本当に、心から嬉うれしいと感じているのだろう。そうでなくてはきっとこんなに綺麗には笑えない。生おい立ちがいかに苦しかろうとも、日々を戦いの中で過ごそうとも、きっとこのひとの魂たましいは綺麗なままなんだろう。だからひとに好かれるし、憎にくまれる。

（私は、彼のように潔いさぎよく、綺麗ではいられない）

　ロディアが不思議な切なさを胸に見つめていると、ランセはわずかに表情を曇くもらせてため息を吐ついた。改めてロディアに苦く笑しようを向けると、彼は言う。

「……で。俺は、そんなに調子狂ってるか？　水兵にもわかるくらい？」

　ロディアは一瞬答えに困るが、ここで言葉を濁しても仕方がない。

　覚かく悟ごを決めてランセを見つめ、ずっと気になっていたことを切り出す。

「見た目がいつもと違ちがうわけじゃないが、水兵たちは勘かんが鋭するどいし、この間の戦せん闘とうのこともある。私も、前から気になってはいたんだ。レイドルク島奪だつ回かい作戦の後、あなたは召しよう喚かんしてもいない【ミラ】に乗っ取られていた。それでこの間の戦闘だろう？……何か、調子でも悪いのか？」

【旧神】のことについては、ほとんどランセたちに聞かされたことしか知らないロディアだ。もどかしくはあるが、こんな訊きかたをするしかない。

　ランセは思案気に手の中でフォークを回し、薄うすく切った冷製のタンをつついて首をひねる。

「やっぱりそうだよなあ。恰かつ好こう悪いとこ見せちまったもんな。特にお前には、心配されてもしょうがねえ。だけど、一体何がどうなってんのか、俺にもいまいちわからねーんだよ。確かに【ミラ】は他ほかの旧神どもに比べても根こん性じよう悪わるだから、今までも俺の動どう揺ようをついては乗っ取ろうとしてきた。レイドルク島のときは怪け我がで弱ってたせいで俺も油断しちまったんだろうと思う。だけど、今回はなあ。──やっぱり、お前が死ぬと思って動揺したとしか思えない」

　さらりと言われると、ロディアの手は勝手に止まった。

　彼女はしばらく料理の皿を見つめて考えこむ。つい感情に流されて考えがまとまらなくなりそうなのを、どうにか抑おさえつけて言葉を選んだ。

「……ランセ。この間の戦闘であなたが【ミラ】に乗っ取られたのが私のせいなら、困る」

「困る？　何が困るんだ」

　答えは思ったよりすばやくて、ロディアはわずかに焦あせりを覚える。なんと言ったら通じるのか、どう言ったら自分の心に近いのか、ひとつひとつ探さぐりながら言葉をつむぐ。

「それはそうだろう？　レーン号やマディスのためならともかく、私のためにあなたが命を賭として【旧神】の能力を使うなんて、おかしいじゃないか。釣つり合いがとれない」

「釣り合いはとれるだろ」

　またもあっさり答えられてしまい、ロディアは必死に言った。

「どうしてだ」

「俺も、お前がいないと困る」

　いつも通りの台詞が、無造作に投げ出される。

　言葉はとても無造作なのに、青と緑の瞳ひとみは静かで強い光を宿しているのもいつも通りだ。

　そんな目をしているランセと視線を合わせると、ロディアは眩暈めまいみたいなものを感じて動けなくなってしまう。ずるい、と頭のどこかで考えながら、ロディアは少し声を低くする。

「そう言ってもらえるのは嬉しい。しかし、柘榴ざくろの瞳の持ち主も、あなたの副長となるべき人材も、探せば他にもいるはずだ。あなたはかつての英えい雄ゆうで、今は最強の【旧神】を宿し、かけがえのないひととして皆みなに好かれている。私とでは、格が違いすぎる」

　言葉を重ねていくうちに、ランセの瞳がわずかに冷たくなった。

　殺気に似たものが辺りに漂ただよった気がして、ロディアは意識せずに体を固くする。

　ランセはしばらく黙ってロディアを見つめていたが、やがて静かに言った。

「なんだってお前は自分のことをもっと信じてやらない。どうして俺をそんなに見上げたがるんだ。俺のことなんか、踏ふみつけて上に行きゃいいじゃねえか。お前には、俺にはないもんが山ほどある。賢かしこいし、慎しん重ちようだし、本当にひとを思いやれる。俺が【旧神】に乗っ取られちまったのは、俺の失態だ。釣り合うだの釣り合わないだの、そんな話とは関係ない」

「しかし、ランセ」

「ロディア」

　ランセはロディアの台詞せりふをあえてさえぎり、彼女と真正面から視線を交えた。

「俺は二日前の戦闘中、この青いほうの目でお前を見た。……炸さく裂れつ弾だん抱かかえたお前の、一瞬先の未来、ってやつをな」

「……そうか」

　やはりそうだったのだ。

　ランセはロディアの死を見たのだ。

　ロディアの背筋を冷たいものが這はい、何を言っていいのかわからなくなる。

　ランセは険しい顔のまま続けた。

「で、気づいたら俺は【ミラ】の力でお前を助けてた、ってわけだ。言っとくが、俺は仲間をなくす覚悟はできてる。誰だれだっていつかは行っちまうんだ。だけどこの間は、明らかに勝手が違った。……理由は知らない。ただな、俺にはお前が大切なんだよ。それだけはわかってる」

　最後はひとりごとじみて言い、ランセは黙りこんだ。

　──お前が大切。

　何度も言われたはずの言葉が、とん、とナイフみたいに胸に刺ささって、ロディアは息をつめる。なぜかわからないが、今は嬉しいよりも痛い。苦しい。ロディアは何かがいっぱいにつまった胸にどうにか息を吸いこんで、途と方ほうに暮れたまま考える。

　自分がランセの役に立てるのは嬉しい。でも、自分の死がランセをそこまで動揺させてしまうのは悲しかった。自分は彼を【ミラ】から守るためにここにいると言ってもいいのに、自分が【ミラ】を引きずり出すきっかけになるなんてたまらない。やはり自分が女であるせいなのだろうか。女が戦場で死ぬのが、ランセには耐たえがたく悲ひ惨さんなことに見えるのか。

　だとしたら、自分は一体どうしたらいいんだろう。

　どんなに努力しても、女でなくなることだけはできはしないのに。

　ぐるぐると思考が空回りしているのがわかる。沈ちん黙もくばかりが重なっていく。

　ロディアは首を横に振ふって迷いを振り払はらおうとする。まだまとまらない思考の中から適当な案を選んで、そのまま口に出した。

「ならばいっそ、私があなたと結けつ婚こんするというのはどうだろう？」

　途端に、ぽろ、とランセの手からグラスが落ち、床ゆかに転がる。葡ぶ萄どう酒しゆが絨じゆう毯たんにしみこむのも気にせず、ランセは青ざめて後ろへ椅子いすを引いた。

「──……！　ちょ、な……なんでそんな話になった!?」

　そんなに派手に嫌いやがらなくてもいいのに、と思いつつ、ロディアは言い足す。

「【ミラ】がそんなに簡単に出てくるようになっているなら、せめてずっとそばにいて守りたいじゃないか。私たちはちょうどよく男と女だし、形だけ結婚しておけば常に私があなたのそばにいてもおかしくないだろう。もちろん本気である必要はない、形だけでいいんだ」

　現実的に考えてそれも手だと思ったのだが、ランセはますます青くなって必死に主張を始めた。

「待て待て待て待て。お前、色々間ま違ちがってるぞ！　まず、俺はもう戸こ籍せきねーし、偽ぎ装そう結けつ婚こんとか言ったらお前の親父おやじさんに確実に半殺しにされるし、そうだ、そもそも嫁よめを連れて戦場に出るばかがどこにいる！」

「……そうか。それもそうだな。私は軍人としてあなたの横に居たいし、あなたと港で抱だき合って、『あなた、お願いだから生きて帰ってね！』なんて言うのはぞっとしない」

「だろ？　ないだろ、それは！　そりゃお前は若いし、誰かと結婚できるんならしたほうがいいと思うぜ。だからっつって海軍人相手っつーのはおすすめしねえよ。もっと、ずっとお前のそばにいて、お前を守ってくれる奴やつを選んだほうがいいって。あと、できれば金持ちな！」

　やけにむきになって言うランセに、ロディアは瞬いた。

（なんだ？　いきなり親類か、兄上たちみたいなことを言いだしたな）

　今度はなぜかいらだちに似たものが湧わいてきて、ロディアは軽く唇くちびるを噛かんだ。

　やはり彼も、いざとなればロディアを女性として扱あつかうのだ。

　そう思うと、大分近づいたと思ったランセとの距きよ離りが、再び広くなってしまった気がする。どんどん湧いてくる苦しみをそっと吞みこんで、ロディアは涼すずしげな微笑ほほえみを浮うかべた。

「私が結婚なんかしたら、それこそ全世界の女性が涙なみだしてしまう。女性を泣かせるのは嫌きらいなんだ。女性が優やさしく笑っていられる世界が、私は好きだよ。……まあ、その、変なことを言った。忘れてくれ」

　ロディアが最後に軽く目礼すると、ランセは深いため息を吐いてから苦笑した。

「ほんとになあ。衝しよう撃げきすぎて、忘れるのに時間がかかるぜ、これは。……とりあえず、飲み直すか。酒は忘ぼう却きやくのための薬だっつーからな」

　明るくなった彼の声にほんの少し安あん堵どして、ロディアもあえて凜り々りしくうなずく。

「よし、今夜は気合いを入れて付き合おう」
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（──飲みすぎた……ランセの酒量は一体どうなってるんだ）

　結局、夜の見張りの時間までロディアとランセは大変男らしい飲み会を繰くり広げてしまった。

　ランセはロディアの想像以上にいくら飲んでも常と変らず、おかげでロディアも少々酒の量を過ごした気がする。

　少し痛む頭を抱かかえて上層甲かん板ぱんに出ると、騒さわいでいた水兵たちの姿はすでになかった。海の上は真の闇やみ、霧きりの消えた空には冬の星が冷え冷えとした光を撒まいている。

　ロディアは袖そでなし外がい套とうのすそをひるがえして艦かん尾び甲かん板ぱんへと登り、舵だ輪りんのそばへと歩み寄った。角灯の光に照らされてたたずむのは、いつもどおりの軍服に外套姿のキニスだ。

「キニス。様子はどうだ？」

　ロディアが慎重に歩み寄って訊くと、キニスは穏おだやかに一度だけ瞬またたく。

　特に異状はない、ということだろう。

　小さくうなずきかえして、ロディアは辺りを見み渡わたす。最近の彼女は、キニスとふたりきりでいるのが好きだった。普ふ通つうはこんなに喋しやべらない人間を相手にしたら不安になるものだろうが、彼には黙だまったままひとを安心させる才能があるのかもしれない。

　ロディアがそんなことを考えながら軽い頭痛と戦っていると、急にキニスが声を出した。

「ロディア」

「うん？」

　なんだろう、と思って振り向く。

　キニスはさっきとまるで同じ姿勢で立ったまま、眠ねむたそうな黒い瞳で瞬いて告げた。

「唐とう突とつに思うかもしれませんが──今は、なるべく艦かん長ちようのそばにいられませんか」

「……君も、そんな話か。水兵も心配していたが、ランセは元気だよ。彼なりに」

　本当に唐突な台詞にため息を吐つき、ロディアは苦く笑しようした。

　キニスはしばらくじっとロディアを見つめていたが、やがて視線を正面へと向ける。

「水兵の心配とわたしの心配は少しだけ違います。この海域に入ったときから、わたしに憑ついた【旧神】がやけに騒ぎたてている。呼び出しているわけでもないのに、あれの声が聞こえるような気がするんです。……はっきりした言葉にはなっていなくとも、文句を言われているのだけはわかる。おそらく、『ここは嫌だ』とわめいている」

「──本当か？　ここは、【旧神】の能力者にとってはつらい場所なのか」

　一気に緊きん張ちようがよみがえり、ロディアは頭痛を忘れて訊ねる。

　キニスは緩ゆるやかに一度瞬いて、『はい』の答えに代えてから言った。

「ランセの状態は、なおさら酷ひどいでしょう。軍の研究所にいたときから、ランセの【ミラ】は特とく殊しゆでした。何人もあれに憑かれて狂くるった。──ランセは初めての成功例です」

　彼の言葉はロディアの全身を恐きよう怖ふで冷やした。【ミラ】が特殊なのは予測していたが、改めて言われるとじっとしていられない。自分はただちにランセのもとへ帰るべきだ。

　しかし、はたしてランセはロディアを受け入れてくれるだろうか？

　さっきまでの会話で感じたランセとの距離が、ロディアの足を止めていた。

　彼女はしばらく悩なやんだ末、結局苦い表情で首を横に振る。

「……それが本当でも、ランセが私に対して自分の不調を認めるとは思えない。私はランセの副長とはいえ、君たちほど彼に受け入れられているわけじゃないんだ」

「なぜ、そう思うんです？」

　キニスの問いに、ロディアは少しばかり言いよどむ。柄がらでもない葛かつ藤とうをさらけだすのは気が進まなかった。とはいえ隠かくし事をして沈黙するのも性に合わない。

　ロディアは結局、少し乱暴に髪かみをかきやって言う。

「君たちは、軍の研究所でランセに出会ったんだろう？　それまでの人生を一度捨てて、『死人』という扱いになって。それをランセがひとりひとり拾い上げたからこそ、新しい家族になれたんじゃないかと思う。……だが、私はそうじゃないんだ。私はランセのために死んでもいいと思っているが、ランセはそれを許さない。いつも、どうしても一線を引かれているよ。私が近づきすぎると、彼は慌あわてて遠ざける。私は、彼の魂たましいのそばにはいさせてもらえない」

　言い終えてしまうと、少しだけすっきりした。相手がキニスで、終始黙って聞いてくれたからかもしれない。それにしても、改めて言葉にしてみると自分はないものねだりだ。

　ロディアが淡あわい羞しゆう恥ちを覚えて沈黙しているところへ、キニスの声が響ひびく。

「あなたは、わたしたちとは違ちがうから、いいんです。その証しよう拠こに、ランセは変わりました」

「……変わった？　研究所にいたころと比べてか？」

　意外に思ってロディアが聞き返すと、キニスは茫ぼう洋ようとした無表情でうなずいた。

「はい。それに、その後レーン号が任務に就つき始めてからと比べても、です。あなたも大体わかっているでしょうが、ランセは見た目ほど明るいひとじゃない。彼はおそらく、戦いの中で死にたいから戦い続けているひとです。前の戦争を戦い抜ぬけなかったオルディアレス艦長の罪を贖あがないたいのかもしれない。彼はずっと、一度なくしてしまった、『名めい誉よある死』を探し続けている。──だから、わたしは彼を止めない。あんなに必死に望んでいるのを、わざわざ邪じや魔まする理由がありませんから」

　淡たん々たんと言われてしまうと、ロディアはキニスに何も返せなくなってしまう。

　キニスの言うとおりなら、ランセの生き方も、キニスのありかたも、あまりに悲しい。

　ロディアが呆ぼう然ぜんと立ちつくしている間に、キニスはなおも持ち前の美声で続けた。

「レーン号の士官たちは、皆みなランセに対しては同じ気持ちだったと思います。けれど、あなたは違う。あなたはただ巻きこまれただけなのに、なんの打算もなくランセの無茶無む謀ぼうを止めようとする。ランセはそんなあなたの善き性質にびっくりして、ついつい従ってしまうんでしょうね。あなたの言うことはよく聞いている。……大分見ていて安心できるひとになりました」

「それは……本当なら、嬉うれしい。だが、私はけして善い人間ではないよ」

　ロディアが複雑な思いで答えると、キニスはうっすらと微笑む。

「そう答えられるところもいいんでしょう。正直なところ、わたしはランセがあんなふうに変わるとは想像もしていませんでした。──今は、できれば、あなたにあのひとをつかまえていてほしいと思う。……勝手な話ですね」

「確かに、少し勝手かもしれない。キニス、たとえば君ではだめなのか？　ランセをつかまえられない？」

　ためらいがちなロディアの問いに、キニスはそっと瞬く。

　普ふ段だんあまりに無口すぎるせいで、ロディアはキニスのことをほとんど知らない。

　航海術に詳くわしく、変な詩を書くということ以外は闇の中だ。踏ふみこんでよかったのかどうか、ロディアが考えているうちに、キニスはゆっくりと口を開いた。

「できません。わたしは、眠っているので。もちろん、体は起きています。でも、心が眠ったまま起きてくれない。……きっかけは大したことではないんです。十代の半ばくらいのとき、たったひとりの家族だった姉が死にました。恩人だと思っていた商家の人間の求きゆう婚こんを断ったせいで濡ぬれ衣ぎぬを着せられて、アルモニア神に捧ささげる生いけ贄にえとして処しよ刑けいされてしまった。そうしてそれに勘かんづいたわたしも、当時働いていた商船の事故で負傷し、気づいたら軍の【旧神】がらみの研究所にいました。……どうも、そのころから何を見ても心が動かなくなってしまって」

　終始興味のない物語を読み上げるような調子で言い終えると、キニスはロディアと視線を合わせた。そして不思議そうに少し首を傾かしげる。

「苦しそうな顔をしていますよ」

（そんなことを言われて……どう答えろって言うんだ）

　ロディアはこっそりと歯は噛がみをして、じっとキニスの目を見つめた。確かに苦しい。悔くやしい。キニスが奪うばわれてきたものを思えば、怒いかりと悲しみが猛もう烈れつに湧わき上がる。

　しかし何より、キニスの瞳ひとみがひたすらに安らいでいるように見えるのが、つらかった。

「……苦しいよ。君が、何も苦しんでいないように見えるのが」

　ロディアがそうとだけ答えると、キニスは考えこむように目を伏ふせ、やがて海のほうを眺ながめた。老人じみているわけでも、人形じみているわけでもなく、なるほど『眠たそう』としか表現できない無表情でキニスは続ける。

「──眠っているのも、悪いことではありません。研究所に入った後も、わたしは何も苦しくありませんでしたから。目の前の世界が不思議に遠くなってしまって、痛みも苦しみも屈くつ辱じよくも感じなかった。それが逆によかったんでしょう。研究所では結構ひとが死にましたが、わたしは運よく生き延びることができました。そして、異能力者の指揮官候補だというランセに引き合わされた。当時はまだ彼もぼろぼろでしたが、わたしを見ると、すぐに強く抱だきしめてきましたよ。『生きててくれて、ありがとな』と言って」

「そう言われて、嬉しかったか？　君は」

　ロディアの問いに、キニスはあっさりと答える。

「わかりません。ただ確かなのは、わたしも彼もまだ生きているということ。それだけです」

　そうか、と口の中で言い、ロディアは一度強く目を閉じた。

　目ま蓋ぶたの裏は闇やみだ。幼い頃ころは闇が怖こわくて、夜に子供部屋で泣き出したこともあった。

　そんなときには、母親代わりだったネライダの使用人が自分を抱きしめにきてくれたものだ。自分にはいつも助けてくれるひとがいた。本当のどん底なんて知りはしない。

　こんな自分が、キニスやランセに何を言えるのだろう。彼らの心になど、一生たどり着けないのかもしれない。

　そう思ったとき、ロディアは不意にあることに気づいた。彼女は慌てて目を開ける。

「しかし──キニス。君は、詩を書くじゃないか」

　キニスが一度だけ瞬またたき、問う瞳でロディアを見つめる。

　ロディアは彼を見つめ返し、慎しん重ちように、それでもなるべく真しん摯しに言った。

「詩は心の揺ゆらぎが生むものだ。心が眠っていては、けして書けない」

　ロディアの言葉に、キニスはゆっくりと首を傾げて二度ほど瞬く。

「……そうでしょうか」

「そうだよ。きっと」

　簡単に返して、あとはひたすらに心の中で祈いのった。

　あのランセも変わったというのなら、キニスだってきっと変わる。彼がひとと関かかわり続けて、詩を書きとめる力をなくさない限り、変わるのだ。その変化が彼にとって幸福なものであるといい、とロディアは願う。

　辺りに満ちた沈ちん黙もくに、キニスは物もの憂うげに目を閉じた。

「あなたはわたしの姉とはまったく違いますが、なぜか彼女を思い出します。彼女はよく歌っていた──他愛たわいのない歌を。世界のすべては愛されるべきだとか、なんだとか。あれが思い出されて……違う。さっきから本当に聞こえているんだ。歌がうるさくて、風の音が聞こえない」

「おい……キニス？　どうかしたか？」

　キニスの言葉がだんだんうわごとじみていくことに気づき、ロディアは足早に彼に歩み寄った。そのとき、彼女の視界の端はしを何やら白いものがよぎる。

　はっとして振ふり返ると、今まで人ひと気けのなかった上層甲かん板ぱんに人ひと影かげがあった。

　──女だ。

　月光を浴びて長い髪をなびかせる女。

　まだ十代の少女だろう。ドレスを着ているような気がする。それ以上のことはわからない。

　なぜなら彼女は全身が真っ白で、奇き妙みようなほどに存在感が薄うすっぺらだったから。

（死者か！）

　ロディアはかつて、ランセとの最初の任務でアスファル帝てい国こくが使う死者の軍団を見たことがある。目の前の少女は、確かにあのときの死者たちとそっくりだ。

　ロディアがとっさにサーベルの柄つかへ手をかけたとき、死者は彼女を軽く手招いてから踵きびすを返した。長い髪かみと衣の端がひるがえり、少女はあっという間に船から飛び降りる。

「待て、貴様！」

　ロディアが死者を追おうとした次の瞬しゆん間かん、どおん、と鈍にぶい音と衝しよう撃げきが船底から船体全体を震ふるわせた。足元が大きく揺れ、ロディアは反射的に足を踏ん張ろうとする。

　しかし、レーン号の船体は容よう赦しやなく傾かたむき始めていた。

（座ざ礁しよう!?）

　とっさに判断し、ロディアはポケットから出した笛を吹ふき鳴らす。

　高い音が船中に響き渡わたり、下層甲板で水兵たちがハンモックから飛び起きる気配がする。

　彼らが甲板上に出てくる前に、艦かん長ちよう室の扉とびらを蹴けり開けてランセが姿を見せた。

「何があった！」

「ランセ！　さっき、甲板上に死者らしい者の姿を見た。彼女が甲板から飛び降りた途と端たんに、この衝撃だ。それと、キニスの様子がおかしい」

　一度に報告をするロディアに、ランセは軽くうなずく。明らかにわかる角度まで傾いてから、レーン号はようやく止まった。斜ななめになった甲板上で、ランセはキニスの手を舵だ輪りんから引きはがして自分が舵輪を押さえる。

「おい、今の衝撃の損害、報告しろ！　ルーナ・ノア、海底の様子と周りの様子を確かめて報告！　アルデア、薬使っていいからキニスを医務室に蹴りこめ。こいつ、自分で気づいてねーけどふっらふらだ。ロディア、キニスの航路記録を確かく認にんして報告！」

　ものすごい勢いで繰くり出される命令に、誰だれもが我に返って動き始める。

　ロディアは舵輪のそばに据すえられた羅ら針しん儀ぎにすがり、そこにひっかけられた小型の黒板を取り上げた。白はく墨ぼくで書かれた航路の記録を読み取り、わずかに青ざめて顔を上げる。

「ランセ！　キニスが当番になってから、針路が予定より大おお幅はばに西にずれている！」

「なるほど？　死者に呼ばれやがったか。こりゃあ、あれが出やがるな」

　ランセは抑おさえた声で言い、舵輪を握にぎったままじっと前方をねめつけた。

　ロディアも彼と同じように前を見て、決定的な違い和わ感かんに気づく。

　いつしか辺りが明け方のような青い光に包まれているのだ。角灯の明かりなどなくとも、皆の不安な表情がよく見える。光の出どころは海中だ。

　空にはまだ星が光っているのに、レーン号周辺の海だけが青白く発光している。

　光は段々と強くなる。それと同時にレーン号の船体も、ぎぎ、ぎぎぎ、ときしみを上げた。

　辺りを見回したルーナ・ノアが淡たん々たんと言う。

「海底が、近づいてくる。あと百から百二十クルース……一番上が、出る」

　彼女の声が消えるか消えないかのうちに、静止したレーン号の鼻先に何かが出現した。

　それは、青白く光る、とんがった金属製の屋根飾りだった。

　飾りに続いて尖せん塔とうの突とつ端たんが現れたかと思うと、大量の水をかきわけて、辺り一帯から何かが生えてくる。とがった三角の屋根に、化け物をかたどった彫刻。塔とうのてっぺんの風かざ見み鶏どり。

　奇妙にねじくれた塔に、ひしめく民家に、巨きよ大だいな円えん蓋がいを持つ劇場、古代風の柱ちゆう廊ろうを持つ役所らしき建物──それらすべてが青白い光を発し、どうどうと水を零こぼして海中から姿を現したのだ。

「これは……街、か。あのとき、あなたとの最初の任務のときに見たような、死者の街」

　ロディアが額に汗あせを浮うかべて囁ささやくと、ランセは舵を操そう舵だ手しゆに渡して腕うでを組んだ。

「ああ。いつ見ても妙みようなもんだぜ。ここはアルモニアの死者の街──本来大気中に散るはずの死者の魂たましいをこの世にとどめとく、人工池みたいなもんだ。俺たちはそのど真ん中に突つっこんだ、ってわけだ」

　奇妙な街はどこまでも天に向かって伸のびていき、レーン号がきしむ音は大きくなる。

　船底から帰ってきた水兵が、艦かん尾び甲かん板ぱんを駆かけ上がり、青い顔で叫さけんだ。

「艦長！　今んとこ船体に損傷はありませんが、船が両側から石にがっちり挟はさまれちまってます。これじゃあ航行できません！　しかも、あの、挟まったとこが、だんだん狭せまくなってるみたいで……ほっといたら、めきめきっといきますぜ！」

「わかった、ご苦労さん」

　ランセは平然としたものだが、水兵たちは動どう揺ようを隠かくせない。それはそうだろう。艦かん船せんや港の大たい砲ほう相手ならともかく、今回の敵は街なのだ。

（こんなもの、一体どうしたらいいんだ？）

　ロディアが必死に焦あせりを噛かみつぶして死者の街をにらみつけていると、ふと、真四角の広場に人影が見えた。女だ。長い衣ころもを翻ひるがえした──おそらくは、さっきレーン号の上にいた女。

　彼女はじっとロディアを見つめると、軽く手招いたように見えた。

「うわっ、わ、わわ、ロディア、あそこ、あれ、幽ゆう霊れいじゃねーの!?」

　真っ青になってうろたえるカロルに、ロディアは鋭するどい声を投げる。

「今さら何をうろたえている！　死者の軍団を見たことだってあるだろう！」

「そりゃあるけどさ、なんかノリが違ちがうだろー、あれは！　武器持ってるってんでもねーし……お前にふられた女の霊れいとかじゃねーだろうな」

「阿あ呆ほう、私は結けつ婚こんの申しこみを断ったことは何度かあるが、女性をふった覚えは一度もない」

　ロディアが言い切ると、カロルはなんとも言えない表情になった。

　彼の真意を問いただしたい気もしたが、そんな話をしている間にも水兵たちに動揺のざわめきが広がっている。こちらをどうにかしなくては、と息を吸いこんだとき、わずかに早くランセが叫んだ。

「お前ら！　幽霊が出たくらいでがたがた騒さわいでんじゃねえ！　言ってんだろ？　レーン号は元から幽ゆう霊れい船せんだって。俺は死人、こいつも、そっちも死人だらけだ。だけど、俺たちの腕と根こん性じようは、ただ単に生きてるやつらにはけっして負けやしねえ。うちの船に乗ってて今さら幽霊にびびってるようじゃ、命のやり取りなんざできねえぞ！」

　彼の言いようは相変わらずむちゃくちゃだが、その勢いに押されて水兵たちの動揺はいったん鎮しずまる。こればかりは真似まねできないな、と内心舌を巻きつつ、ロディアは訊いた。

「しかし、ランセ。これからどうする？　このままではどうにも身動きが取れないぞ」

「さーて、どうするかな。船は動けねえし、アルモニアだかアスファルだかに気づかれて死者の軍団に出てこられるとますます面めん倒どうだ。ま、いざとなったら俺の力を使うさ」

　さらりと言われてしまい、ロディアは一いつ瞬しゆん言葉につまった。

　確かにランセは一度、【ミラ】の力で死者の街を破は壊かいしたことがある。

（だが、さっきのキニスの様子は尋じん常じようではなかったし、そのキニスがランセはもっと酷ひどい状態だろうと言っていたんだ。なるべく、ここでランセに【旧神】の力を使わせたくはない）

「他ほかに何か可能性はないのか。なんでもいい……この街を脱だつ出しゆつする可能性は」

　半分祈いのるような気持ちでロディアが訊くと、ランセは少しばかり目を細めて告げる。

「あるとすりゃあ、前の任務と同じく街のどっかにあるアルモニアと人間との契けい約やくの石板を壊こわすか持ってくることだな。アルモニアってのは、この世界で力をふるうときは必ず人間と契約をするもんらしい。ただし、このでかい街の中、石板がどこにあるかは誰も知らねえぞ」

　ランセの言うとおり、この死者の街はマディス王都とまでは言わないが、地方都市程度の規模はありそうだ。やみくもに探しても、一枚の石板が見つかるわけはない。

　しかし、ロディアは即そく答とうした。

「ならば私が探してこよう。上陸許可をくれ」

　彼女の勢いに、ランセは驚おどろいたように眉まゆ根ねを寄せる。

「無茶言いやがる。そんなもん、俺がいいって言うと思ったか？」

「頼む。この船が持ちこたえられる間……いや、ほんのしばらくの間でいい。行かせてくれないか。可能性が少しでもあるのなら、やるだけやってみたいんだ。『帰き還かんせよ』の合図をくれれば、いつどこにいても、私はすぐに帰ってくる。だから私が帰るまで、あなたの力を使うのは待ってほしい」

　切実な言葉を重ねて、ロディアはひたすらにランセの答えを待つ。彼女の心はとうに決まっていた。一歩も退く気はなかった。

　その様子がランセにも伝わったのだろう。

　彼はしばらく真顔でじっとロディアを見つめていたが、やがて朗ほがらかに笑って言う。

「──よし、わかった。仲間を信じるのも男の度量だ。行って来い！　時間になったら信号弾だんをあげる。その後鐘かねひとつぶん待って、帰らなかったら俺が探しに行くからな。覚かく悟ごしとけ」

「了りよう解かいした！」

　表情を明るくして敬礼するロディアにうなずき、ランセは怒ど鳴なる。

「カロル！　ついてってやれ。お前、割と普ふ通つうの育ちで色々鈍どん感かんだから、幽霊に足引っ張られてぐらぐらきたりしねーだろ」

「うわあ、ひでえ！　ひとをただの能天気みたいに言わないでくれます？　艦長たちの育ちが異常なだけですよ。俺だって将来有望な士官候補生だったっつーのに、お貴族士官の大ボケが引き起こした事故の隠いんぺいのためにこんなとこに飛ばされてんですからね！」

「しかし、カロルは幽霊が怖こわいんじゃないのか？」

　念のためロディアが訊くと、カロルはきっ、と彼女をにらんだ。

「さっき確信した。女の幽霊に呪のろわれんのはぜってーお前のほうだから、俺は大だい丈じよう夫ぶだ！」

　そんなものなのだろうか、と瞬またたくロディアの目の前で、カロルは水兵に石板破壊のためのもろもろを持ってくるよう言いつけ始めた。次にランセはルーナ・ノアを親指で招く。

「あと、ルーナ・ノアもロディアと一いつ緒しよに行け。その目は石板探しに役に立つだろ。帰還の合図の信号弾も、絶対に見み逃のがすな。ロディア、ルーナ・ノアを守れよ！」

「わかってる。では、行く！」

「ようし、じゃあ他は円材用意しろ！　つっかい棒にして、ちょっとでも長く船体をもたせる」

　ランセが威い勢せいよく叫び、皆みなが恐きよう怖ふなどすっかり忘れて甲かん板ぱんを走り回り始める。

　その間に、ロディアは甲板の外に体を振ふり出した。濡ぬれて滑すべる舷げん側そくの縄なわ梯ばし子ごを伝って、石の街へと飛び降りる。下りてみると、反り返った石いし畳だたみが牙きばのようにレーン号をがっちりとらえているのがわかった。

「うわ！　なんだこれ。気持ちわりー……石が動いてるじゃねーか」

　傍かたわらに下りてきたカロルが顔をしかめて言い、縄梯子にとりついたルーナ・ノアに手を貸して下ろしてやる。

　ロディアは小さくうなずき、改めて辺りを見み渡わたした。

「この調子だとあまり時間に余よ裕ゆうはないな。ルーナ・ノア、ここから、石板らしきものは見えるか？　壁かべに埋うめこまれている可能性もあるかもしれない」

　問いかけられたルーナ・ノアは、素す直なおに視線を死者の街に滑らせた。

　レーン号が捕とらわれた場所は大通りのど真ん中だ。通りには緩ゆるい傾けい斜しやがついており、しばらく下っていくと真四角の広場に出る。

　ルーナ・ノアは、広場の真ん中で視線を止めた。

「あっちの広場。噴ふん水すいの上に、石板っぽいのがある」

「よし、では、そこから確かく認にんしていこう。急ぐぞ！」

　ロディアは叫び、すぐさま濡れた街路を走り出した。

　カロルもルーナ・ノアと共に彼女の後へ続き、背はい嚢のうをゆすりあげて叫ぶ。

「しっかし変なとこだな！　ずっと海底にあったにしちゃ、魚一匹、海かい藻そうひとつ落ちてねー」

「まったくだ。生き物の気配はないが、あちこちから視線は感じる。油断するなよ」

　言葉を交わしながら広場にたどり着くと、ロディアはためらいもなく噴水の水すい盤ばんの上へと飛び乗った。ルーナ・ノアの言うとおり、水盤上では首の三つある蛇の像が大きな石板を抱えてうずくまっている。

「どうだ？　それっぽいか？」

　カロルが横から期待に満ちた声を出す。しかし、ロディアは素早く石板に視線をすべらせて首を横に振った。

「駄だ目めだ。これはアスファル語で書かれた、古い恋れん愛あい詩だ」

「はあ!?　そんなもん、こんな街のど真ん中に飾かざるなっての！」

「そう言ってやるな。とにかく次を──！」

　毒づくカロルに応こたえようと振り向きかけて、ロディアは思わず息を吞む。

「ん？　どうかし……」

　カロルもまた、振り返った途端に目を見開いた。

　……目の前に、女がいる。

　さっきまでは影かげも形も見えなかった女が、水盤上にたたずんでいるのだ。

　アスファル風の衣装と、頭にかぶった布の隙すき間まから零こぼれる長い髪かみ。わずかに見える口元は線が細く、唇くちびるはふっくらとしている。

　何もかもが真っ白で存在感も薄っぺらだが、年若い女であろうことは予測がついた。

「おい、ロディア、そいつ、さっき甲板から見えた幽霊……！」

　カロルの声は恐怖と緊きん張ちようにこわばっている。ロディアはゆっくりと片手をあげて彼を制し、じっと幽霊を見つめて、アスファル語で囁ささやいた。

『──君とはレーン号の甲板でも会ったね。……私たちの船をここへ呼んだのは、君なのか？』

　そう訊いたロディアの頭には、様子のおかしかったキニスのことがある。

　彼は自らこの街へ向かった。そして、死んだはずの姉の歌が聞こえたと言っていた──。

（歌で船を呼び寄せる魔物の伝説は数多い。このひとはその類だろうか？　それとも、これもアルモニアの罠なのか）

　女の幽霊はロディアの話に耳を傾けてから、恋愛詩の書かれた石板を指差した。

　愛らしい爪つめの生えた指が、石板の文字の中から『はい』という意味の文字を探してなぞる。

　彼女は喋しやべれない代わりに、文字をなぞることで返事をしているのだ。

　ロディアは、さらに問いを重ねた。

『なぜそんなことをした？　アルモニア神か、アスファル皇こう帝ていからの命令か？』

『いいえ。助けて、ほしい』

『……助け？』

　意外な返事に、ロディアは大きく瞬く。

　切羽詰まった状況のせいで相手を危険な存在だと決めてかかっていたが、言われてみれば目の前の少女から悪意や殺意のようなものは少しも感じられない。

　それにしても、ひとりの少女の事情でレーン号が危機にさらされるのはたまらなかった。

　ロディアはそっと石板の上にのった幽霊の手に触れ、真剣な面持ちで彼女に告げる。

『そんな姿になってまで助けを呼ぶんだ。きっと大変な事態なんだろう。私は、君を助けたい。しかし、その時間がない。……君が呼び寄せたせいで、船が今にも壊れてしまいそうなんだ』

　女の幽霊はロディアの言うことを聞いてから、辛しん抱ぼう強づよく指で文字を指し示した。

『私、あなたを、助ける。だから、あなた、私を、助けて』

　そこまで指でなぞると、幽霊は路地のほうへと歩いて行ってしまう。

「おい、ロディア。一体何がどうなってんだ？　俺、アスファル語わかんないんだけど」

　困り顔で訊いてくるカロルに、ロディアは少女を視線で追いながら答えた。

「どうやら、あの幽霊は助けを呼んでいるらしい。彼女を助けたら、こちらのことも助けてくれるそうだ。信用できると思うか？」

「はあ？　そんなもん信じられるわけねーだろ！　大体あいつ、アスファル人だろ？」

　敵意むき出しのカロルの台詞せりふに、ロディアはかえって自分が冷静になるのを感じた。

　彼女は自分の唇に触れてしばし考え、心を決めて水盤から飛び降りる。

「確かに彼女はアスファル人で、助けを求めているひとりの少女だ。我々の敵はアルモニアであって彼女じゃない。となれば困っている女性を放ってはおけないな。……行くぞ」

「へ？　え？　何、それってどういう理屈!?」

「理屈ではなく、主義主張の問題だ。それに何も有効な手がかりもないときには、流れに乗ってみるのも手だからな」

　ロディアはことさら淡々と言い、少女を追って歩いて行った。

　カロルはしばらくぽかんとしていたが、ルーナ・ノアがロディアを追うので自分も仕方なく歩き出したようだ。背後から力ない声がする。

「お前が女たらしなのは知ってるけど、正直死者までたらすとは思わなかったぜ……」

「想像力は日々鍛えておいたほうがいいぞ。大体私はひとをたらした覚えは──」

　カロルに言葉を投げながら路地の角を曲がると、ちょうど幽霊の少女は地下へと続く階段を下りていくところだった。

　ロディアとカロルは顔を見合わせ、結局少女の後を追う。

　先にカロルが地下へ踏みこみ、顔をしかめて声をあげた。

「──うわ、すっごい狭い螺旋階段。やっぱりやばくねーか？　信号弾見えなくなるし」

「なんなら君はひとりで外に残るか？　信号弾を見張っていてくれるならそれでもいいが」

　ロディアがカロルの背中に向かって言うと、その声は複雑に反響する。

　少し怖かったのか、ルーナ・ノアが不意にロディアの手を握ってきた。ロディアはそっと彼女の手を握り直して階段を下りていく。

　カロルはカロルで、文句が多いわりにはとっとと階段を下りきって周囲をきょろついた。

「そういうわけにもいかねーだろ、爆弾持ってるの俺なわけだし。っつーかこれ、いわゆる地下墓地じゃねえ？　石壁が光ってて暗くねーし、人骨のひとつもないから嘘くさいけどさ」

　言われてみれば、階段の下は確かにいわゆる地下墓地に見える。

　細長い横穴のような場所で、通路の両側には細長いくぼみが無数に掘ほられているが、肝心の遺体はひとつも見当たらない。

「確かに遺体がないのは妙だな。どこか別のところに──」

「あそこ」

　いきなりルーナ・ノアがロディアの言葉をさえぎり、数歩先に進んでいたカロルが文字通り飛び上がる。

「うわっ！　何？　何、死体出ちゃった!?」

「騒さわぐな、カロル！　お前の声のほうがびっくりする！」

　とりあえず一いつ喝かつして、ロディアはルーナ・ノアが指差す通路の先を見つめた。

　確かにそこには何かがある──長卓か、棚たなのような何か。

　ロディアたち三人は互たがいに視線を交わしてから、歩調を速めてその『何か』に歩み寄った。

　そして、全ぜん貌ぼうが明らかになったところでカロルがうめき声をあげる。

「ああ？……なんだ、こりゃあ……」

「祭さい壇だんの類たぐいに見えるが──しかし、これは……」

　このなんとも言えない不気味さを、一体どう表現すればいいのだろう。

　通路の果てはちょっとした円形の広間になっており、真ん中に細長い食卓じみた石の祭壇が二本設置されている。そして、その上に、ずらりと人間が横たわっていた。

　完全な白髪しらがの老人がいる。半白髪の初老の男も。気品のある貴婦人も。見るからにがっしりした顔に大きな傷のある男も。数は全部で五十人ほどだろうか。

　ほとんどがある程度年配のアスファル人で、一見ただ眠っているだけのように見える。

「みんな体温はない。死体だ」

　カロルがぼそりと言い、ロディアは苦くうなずく。

　視線をあげると、例の少女の幽霊がこちらを見ていた。

　彼女のたたずむすぐ横には、祭壇に横たわる少女の死体がある。

　その少女は長い黒くろ髪かみの利発そうな顔立ちをしていた。象ぞう牙げ色の肌はだはみずみずしく、静脈の色が浮うかんだ薄い目ま蓋ぶたは今にも開いて瞬またたきそうだ。けれど、そんなことはけしてありえない。

『これが、君の体なのか？』

　ロディアの問いに、少女はうなずく。

　ロディアは口の中で、そうか、とつぶやき、もう一度少女の体に視線を落とした。

　北方大陸の人間とは比べ物にならないつややかな髪と、きめの細かい肌。多分まだロディアより何歳か年下だったのではないだろうか。彼女の容よう貌ぼうに、ロディアはかつてアスファルのハレムに潜せん入にゆうしたときなついてくれたライラのことを思い出す。

　唇をかすかに震ふるわせてから、ロディアは静かに幽霊の少女に視線をやった。

『君は、綺き麗れいなひとだね』

　急な台詞に、少女はあっけにとられたかのように動きを止める。

　しばらく布の下からまじまじとロディアを見つめる気配があったかと思うと、やがて彼女はそっと頭からかぶっていた布を外した。その下から現れた顔は死体とそっくり同じだが、もう少し悪戯いたずらっぽい快活さをたたえて、面おも白しろそうにロディアを見ている。

『ああ。でも、そうしている君のほうが魅み力りよく的だな。できれば、もう少し前に会いたかった』

　ロディアが心から言うと、少女はくすくすと笑う様子を見せた。

　やはり彼女は、そうして動いているほうが絶対に愛らしい。きっと生前は、機知にとんだ会話を好む快活な少女だったに違いない。

　切ない気分で少女を見つめるロディアに、カロルが少し遠い目になって訊いてくる。

「……あのさー、ロディア。お前今、その子に何言ったの？」

「大体君が想像しているとおりのことだ。それより気づいたか、カロル。ここの死体、どれも首に布が巻かれている。……自然死ではないぞ」

　ロディアに言われて、カロルも不快そうにうなずいた。

「だな。アルモニアへの供く物もつとしての死者ってんなら、俺たちマディスから取ろうとするんだろーし、ここは刑けい死し者しやを封ふうじこめるか隠かくすかしてる場所なんじゃねーの？　あー気分わりぃ！」

「……本当にな。反へ吐どが出る」

　ロディアは吐き捨てるように言い、少女の幽霊と視線を合わせて言った。

『君の事情は知らない。名も、生おい立ちも、どうして死んだのかも。──だが、私は君を助けよう。私は君の、悪意のない瞳ひとみの美しさを信じる。君のために、何をすればいい？』

　彼女はロディアの言葉を聞くと、少し驚いたように目を瞠みはった。

　何度かうろたえたように唇を動かし、声が出せないことに戸と惑まどった様子を見せて視線をそらす。ロディアは少し心配になって声をかけた。

『大だい丈じよう夫ぶか？』

　すると彼女はすぐに顔を上げ、にっこり笑って見せる。けれどその笑え顔がおは、どこか泣きそうな顔でもあった。少女はそのまま、自分の体が載のっている祭壇を軽く指で叩たたく。

　少女のことが気になりつつもロディアが祭壇へ目を向けると、そこに無数の文字と数字が刻まれている。

「おい、まさかのまさかだけどさ、ロディア。……ここの街作ってる石板って……」

　遠巻きにロディアたちを眺めていたカロルが、急に焦った声を出す。

　ロディアもまた、同じ結論に達して幽霊の少女を見やった。

『君。これは、この街にとって大切なものなのか？　つまり、アルモニア神とアスファルとの契けい約やくがここに書かれているのか？』

　いささか焦ってロディアが訊くと、幽霊は大きくうなずく。そして祭壇上の『壊こわす』という単語に触れ、次に自分の死体を指差し、ロディアの顔を指差す。

　ロディアは大急ぎで考え、慎重に問いを投げた。

『つまり、この石板を破は壊かいしろ、ただし自分の死体は連れていけ、ということか？』

　ロディアのアスファル語に、幽霊はまたも大きくうなずく。ロディアはすぐにカロルを振り返って叫んだ。

「カロル、やはりこの祭壇が契約の石板だ！　丸ごと爆ばく破はできるか？」

「やっぱりかよ！　思ったより相当でっかかったけど、とにかくやってみるしかないだろ。地下なぶん、爆ばく弾だんの威い力りよくは高まるだろうし、今回持ってきたのはアルデアの新型爆弾っつーやつだからな。材料の問題で一個だけらしいけど、多分爆ばく発はつ力は凶きよう悪あくだと思う。ほら、見た目はこんなちっさいの。ただし、導火線の長さには限界があるから、走って逃にげねーと危ないぞ」

　そう言ってカロルが背はい嚢のうから取り出して見せたのは、煉れん瓦がひとつぶん程度の包みだ。

　単なる火薬なら少なすぎるが、アルデアの名が出た時点でロディアは真しん剣けんにうなずいた。

「だったら威力は保証済みだな。了りよう解かいした。私は、彼女の体とルーナ・ノアを連れて先に出る。彼女の望みはそれらしいから」

「おー、そうしろ、そうしろ。お前の女好きはもう誰だれにも止められねーよ」

　口ではふざけた調子で言いながら、カロルは手早く導火線を用意し始める。

　ロディアは少女の遺体を彼女がまとっている長衣でしっかりと巻きなおして、幽ゆう霊れいのほうへ軽く目礼してから担かつぎ上げた。少女の体は子供のように軽く、乾かわいた花の香かおりがする。

「じゃあ、行くぞ。ルーナ・ノア、走れ！」

　ロディアの声に、ルーナ・ノアが一目散に駆かけだした。

　ロディアもすぐに後を追う。さっきはひどく長いと思った地下通路の光景が、今度はあっという間に左右を流れていった。

　少女の体はロディアにとって大した重荷ではなかったが、問題はルーナ・ノアだ。

　彼女は黙もく々もくと走ってはくれるのだが、どうしてもすぐに疲つかれが見える。

（やはり外に置いてくるべきだったかもしれないな）

　ロディアはかすかな後こう悔かいを感じながら、彼女に声をかける。

「頑がん張ばれ、ルナ！　ランセたちが待ってる」

　ランセの名を聞くと、ルーナ・ノアは健けな気げに小さくうなずいた。

　そこへ爆弾を仕掛け終えたカロルが追いつき、ルーナ・ノアの体を抱かかえあげる。

「はい、到とう着ちやくー！　もうひと頑張りだぜ！」

「さすがだ、カロル！　無む駄だに背が高いだけは──っ！」

　ほっとしてロディアが叫んだとき、地下通路全体がぱっと明るくなり、黒々としたロディアたちの影かげが床ゆかに落ちた。

（爆発が起こったか！）

　直感した次の瞬しゆん間かん、ロディアは狭せまい螺ら旋せん階段に飛びこんでいた。

　もどかしい思いで、何段か飛ばして階段を駆け上がる。

　背後ですさまじい轟ごう音おんが響いた。続いて風が背を押してくる。熱い。空気がやけに熱くなっている。ちりちりと髪かみが焦こげるような臭においがする。息苦しい。空気が欲しい！

　肺が新しん鮮せんな空気を求めてあえいだとき、どうにか階段は終わった。

　冷えた路地裏に飛び出し、ロディアは一息つこうとする。

　そこへカロルの声が飛んだ。

「路地から出ろ！　先に広場がある、あそこの噴ふん水すいに入れ！」

　わかった、という暇ひまもなく、ロディアはとにかく走った。

　でこぼこした石いし畳だたみを駆け抜ぬけて、どうにか小広場の噴水に飛びこむ。続いて飛びこんできたカロルが、ルーナ・ノアとロディアの頭を押さえて水の中に伏ふせさせた。

　数秒後、どう、とばかりにものすごい熱風が辺りを走る。

「……っ……！　なんだ、これは……！」

　熱風をどうにかやり過ごした後、ロディアは軽くせきこんで顔を上げた。

　傍かたわらで水すい盤ばんの中に座りこんだカロルは、顔をひくつかせて地下墓地のほうを見ている。

「アルデアの大ばか野や郎ろう……!!　後で絶対、一回殺す！」

「逆に暗殺されるのがオチだとは思うが……確かに、これは酷ひどいな」

　ロディアがこう言うしかなかったのは、目の前の惨さん状じようのせいだ。

　何しろ、地下墓地の入り口があった街の一角はすっかり崩くずれ去り、瓦が礫れきの山と化している。

　ぶすぶすと煙けむりが幾いく筋も瓦礫の隙すき間まから上がる様子は、火山の噴ふん火か直後のようだ。

「全員無事だったからよかったよーなもんだけどさ、この威力は説明がいるだろ普ふ通つう！　ああもう、どうしてうちの艦かんの人間はこうも俺以外全員非常識なんだ！」

「そこは反論しておく。君の乙女おとめぶりはけして常識的ではない」
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　ついついいつもの調子でロディアが言いかえしていると、ふと体が沈しずむような感覚に襲おそわれた。一いつ瞬しゆん何が起こったのかわからず、彼女は立ち上がろうとする。

　と、その足がくるぶしまで石の中にめりこんだ。

「これは……」

　ロディアはカロルとルーナ・ノアの様子を見ようと顔を上げ、その瞬間に固まった。

　──目の前で、街のありとあらゆる建物が緩ゆるやかにゆがんでいく。

　まるで波に洗われた砂の城のように、石の街がとろけていく。

　さらさらと端はしから砂になっていく。

「カロル、ルーナ・ノア！　気をつけろ、アルモニアと人間の契約が破棄された！　街が崩れる！」

　ロディアが叫んだ途と端たん、石の街は数えきれないほどの砂すな粒つぶになって、宙に弾はじけた。
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　……水。

　水の中だ。死者の街が崩れて、自分は水の中に投げ出されたのだ。

　ルーナ・ノアがそのことに気づいたのは、冷たい水の渦うずから助け出された直後だった。

　誰かの腕うでに引きずられるようにして水面に顔を出し、軽くせきこむ。

　そうして傍らを見ると、そこには知らないひとの顔があった。

（ランセじゃない。ロディアでも、カロルでもない。このひとは、敵だ）

　ルーナ・ノアの判断基準は明確だ。戦争状態にあるなら、味方以外はすべて敵。そうやって考えるよう、研究所で教えこまれている。

　今、波に揺ゆれながらルーナ・ノアを見つめているのは死者だった。

　人形めいて表情のない中年男が、急に幼くにっこり笑って話しかけてくる。

「久しぶりだね、君。会えて嬉うれしいよ。正確に言えば、会っているのは僕じゃないんだけど」

「……私はあなたを知らない」

　ルーナ・ノアは感情のない声で言う。

　そんな彼女の答えが面おも白しろいのか、中年男はころころと笑う。

「あはは、そう言われりゃそうか。僕は今死者の姿なんだもんね。っていうかもちろん、死者そのものなんだけど。僕は単に確率をいじることでこの死者の言葉をつぎはぎして、君にわかる言葉で喋しやべっているだけ。でも、こんな理屈はわかんないだろうね、きっと」

　もちろんわからなかった。わからなかったから、ルーナ・ノアは自分にわかることを言う。

「あなたは、ランセの敵。だから、私の敵」

　すると、中年男は急に真剣な顔になって言う。

「何言ってるんだ、違ちがうよ。『あれ』は人間全体の敵なんだ。滅ほろぼされなきゃならないものだ。……君は前と同じで、ちょっとおかしいね。体の半分くらいを『あれ』が動かしてる。酷いな……操あやつり人形みたいだ。やっぱり僕が直してあげるよ。君の隙間にアルモニア神を満たしてあげる」

　いけない、と思った。このひとの言うことを聞いては駄だ目め。

　何を言われているかはわからなかったが、何か嫌いやなことが起こる気がした。

（逃げなきゃ。逃げて駄目なら、嫌なことになる前に、自分で死ななきゃ）

　本能が命じるままに、ルーナ・ノアは海中に逃のがれようとする。

　しかし、一瞬早く目の前の死者がぱっと粉々に砕くだけた。

　青白い粒りゆう子しがルーナ・ノアの視界を覆おおう。綺き麗れいだった。まるで雪のよう。ほんのひとときその光に目を奪うばわれていた隙に、彼女の視界はいきなり暗くなる。

　その後はまるで両目を失ってしまったかのように、何も見えない。
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　ロディアたちが死者の街を抜けた数日後。

　アスファル帝てい国こくのとある山の中腹にある宮きゆう殿でんで、ひとりの少年が目を覚ました。

「──ふわ、わ……」

　冬でも緑の木々が生おい茂しげる温室の中、彼は大きく伸のびをしてから寝ね椅子いすに横たわり直す。

　褐かつ色しよくの肌はだに栗くり色いろの髪、鍛きたえられたしなやかな体の持ち主は、アスファル帝国第七皇子、ザーヒルだった。

「ザーヒル様。お目覚めですか？」

　視界の外から女奴ど隷れいが声をかけ、傍らに冷たい水の入った陶とう器き杯はいを置いていく。

　ザーヒルはそれを手にしながら、ほとんど上の空で答えた。

「うん、いろんな夢をみたよ。いつもみたいにアルモニア神と同一化するんじゃなく、小さな女の子の中に入って、色々なものを見た。あの子が冷たい海に落ちた後、仲間の乗っている小さな船に助けあげられて、毛布をかけられて、珈コー琲ヒーを飲んでくだらない会議に出たところも、僕は全部見ていたよ」

「そうですの。それは偉い大だいなことですわね」

　穏おだやかな女奴隷の答えはいつもどおりだ。ザーヒルがどんなことを言っても、女奴隷はこう答える。ためしにザーヒルがちらと視線をやってみると、彼女はすかさず露ろ台だいに這はいつくばって彼の視線から顔を隠かくした。これもまた、いつもどおり。

　ザーヒルはつまらなさそうにため息を吐つき、水を半分ばかり飲み干した。

「別に偉大なことなんか何もない。むしろ、ケチな盗とう賊ぞくみたいな真似まねさ。こんなことしなくてもいいような気もするけど──まあ、僕がアルモニア神と同調してるときに死者の街に入ってきたのが運のつきってやつだよね。『均きん衡こう』を崩す者は放ってはおけない」

　一息に喋ってから床ゆかに杯さかずきを置いて、ザーヒルはうっすらと陽光を通す石の円えん蓋がいを見上げる。

「それに、人間の中に入ってみること自体は、結構面白い体験だ。僕以外の人間がいかに僕と違うか、ってのがはっきりわかったし。君もきっと、僕とはずいぶん違うんだろうね？」

「それはもう、月と泥どろほどにも違いましょう」

　這いつくばったまま言う女奴隷に、ザーヒルは苦く笑しようして手を振ふった。

「はいはい、わかったわかった。もうそういうのはいいから、隅すみのほうに行ってて。僕はここで、これからちょっとだけ怖こわいことをアルモニア神に頼たのまなきゃ」

　彼の言葉に、女奴隷は顔を伏せたままずるずる後ずさり、階段のところでやっと中ちゆう腰ごしになって下へと駆かけ下りて行った。

　彼女の足音が遠くなるのを聞きながら、ザーヒルは寝椅子の上で目を閉じる。

　これから少し面めん倒どうな作業をしなくてはならなかった。

　あの、ロディアと一いつ緒しよにいる少女を操ったまま、アルモニア神と同調して神に願いを聞いてもらわなくてはならない。

　ザーヒルはゆっくりと呼吸を整えながら、誰だれに聞かせるともなくつぶやく。

「ロディア、やっぱり君は結構気の利きいた女奴隷だったよね。あの子を通して君を見ていて、僕はもう一度君と話をしたくなった。でも、『あれ』は絶対にこの世に出しちゃいけないものだ。君が『あれ』を信しん奉ぽうするかぎり、君はけして僕のところにたどりつけないだろう。これは予言だよ。絶対に当たる、アルモニア神の予言。この露台へ上る階段で、君は血を流して死ぬだろう。……うーん。これって、君と僕にとってはちょっと不幸なことなのかな？　そこは、よくわからないや」
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「まあ、どうにか死者の街は抜ぬけた。海に落ちたお前ら三人も無事回収できたし、その後レーン号を漁船に偽ぎ装そうして、無事アスファルに近づけたのも運がよかった。……ただな、俺にはひとつだけ、どーしても気になることがある」

　ランセが自分の額を押さえて言うので、ロディアは首を傾かしげた。

「気になることというと──私が未亡人の恰かつ好こうなところか？　これは私が一度アスファルに潜せん入にゆう捜そう査さをしたことがあるから、顔を隠すことが必要なせいで……」

「そうじゃねーだろ！　気になってんのは、お前のひっかけたルクサーナちゃんのことだ！」

　ランセが叫さけんで人差し指をつきつけてきたので、ロディアは床に座ったまま背後を見やる。そこには真っ白な幻まぼろしみたいな少女が立っていて、にこにことロディアの首に両手をかけていた。

　死者の街で出会った少女は、今日も元気に──元気に、幽ゆう霊れいである。

「ひっかけた、というのは人聞きが悪いな。ルクサーナは彼女のほうから誘さそってきたんだ」

「その言い方も充じゆう分ぶん人聞きが悪いと思うぜ。口説くならさすがに生きてる女の子にしやがれ。っつーかそいつほんとに何者？」

　ぐったりと言うランセに、ロディアは少し興味深げな視線を投げた。

「生者とは分け隔へだてなく付き合うあなたでも、死者相手だと調子が狂くるうんだな。まあ、死んでいても協力者に違いはない。彼女は帝国に恨うらみがあるから我々の味方をしてくれる。それでいいじゃないか」

「ありがたいはありがたいけどな。ちょうどいい隠れ家は知ってるわ、ザーヒルの住んでるハディカ宮周りの地理もわかるわ、ってのは正直ちょっと都合よすぎるだろ」

　ランセは真顔になって床に座り直し、自分の肘ひじに頬ほお杖づえをつく。

　今の彼はアスファル人の平服を着ていた。相変わらずどんな変装でもよく似合う。

　ロディアのほうはさっき言ったように、アスファルの未亡人が着る黒衣をまとっている。外に出るときは目元以外のすべてを黒布で覆ってしまうので、顔を見せたくないときにはちょうどいい。

　ロディアとランセ、そしてルクサーナがいるのは、アスファル帝てい都とのど真ん中にある半地下の部屋だった。三方の壁かべは、几き帳ちよう面めんに束ねられた紙し片へんや書物の山で覆われ、高い位置の小窓からは淡あわい冬の光と、ざわめく人々の声が降ってきていた。

「確かにここは潜ひそむには最適な場所だが……君の秘密の遊び場のような場所だったんだろう、ルクサーナ？」

　最後のほうはアスファル語で訊くと、ルクサーナは嬉き々きとして身を乗り出し、ロディアの手元のアスファル語辞書を指さしながら答える。

『そうです。最初は家族が借りた書しよ斎さいみたいなものでしたが、今は必要なくなってしまって。ここに潜んでいろんな想像をしたり、遊んだり、本を読んだりしていました』

「なるほど。──ランセ、ここへ来るとき言ったとおりだ。書斎を家の外に借りるくらいだから、ルクサーナの家はそこそこ裕ゆう福ふくな知識人の家だよ。ただし、そこそこだ。かなり裕福な家なら、屋や敷しきの中でいくらでも書斎の場所くらい確保できる。そういう家の子がザーヒルに世間を教えるための話し相手にハディカ宮に出入りしていたというのは考えやすい」

「そりゃまあそーなんだけどな。なーんか引っかかるんだよなあ」

　難しい顔のままのランセをよそにロディアがルクサーナの髪かみを撫なでていると、階段を少し上った位置にある扉とびらが、変則的なノックの音を伝えてきた。

　ロディアは素す早ばやく立ち上がり、外の気配を確かく認にんしてから鍵かぎを開ける。

　すると、香辛料の匂いと共にものすごい色しき彩さいの塊かたまりが室内に入ってきた。

「ただいま帰りましたわ」

　妙みように晴れ晴れとして言うのはアスファル風のド派手なドレスをまとったアルデアで、彼の傍かたわらにはアスファル市民の変装をしたルーナ・ノアがくっついてくる。

　ランセはふたりに視線をやり、ややひきつった笑えみを浮うかべた。

「おー、げっそりするほど似合ってんなあ。そりゃ踊おどり子の衣装か？」

「あら、あなたのような野や蛮ばん人にもそこはわかりまして？　ルクサーナちゃんご推すい薦せんの酒場で踊り子として雇やとわれてみましたの。完かん璧ぺきに似合いますでしょう？」

「素す敵てきだ。女の私でもぞくっとするほどの脚きやく線せん美びだぞ」

　ロディアはアルデアの女装を素す直なおに褒ほめ称たたえながら、彼を室内へと招き入れる。

　今回アスファル国内に潜せん入にゆうしているのはこの四人──ルクサーナを入れると五人になる。

　現在、帝都でハディカ宮からザーヒルをさらうための下準備中だ。

「男の足がいくら綺き麗れいでも特に嬉うれしかねーけどな。あんまり目立ちすぎるんじゃねえぞ、アルデア。男ってのは、美人のことになると途と端たんに嗅きゆう覚かくが鋭するどくなるもんだからな」

「そのくらい、このわたくしが知らないわけがないでしょう。下げ賤せんな者たちに注目させて、それを踏ふみにじるのがいいんじゃありませんの。それはともかく、ハディカ宮に出入りしている奴隷たちの住んでいる場所と宮きゆう殿でんに向かう経路、大体確かめましてよ」

　アルデアが髪をかきあげながら言うと、室内に緊きん張ちようが戻もどってくる。

　すかさずランセが書物の間に隠していた何枚かの紙片を取り出し、絨じゆう毯たんの上に広げた。

　それはアスファルの精密地図と、以前のロディアの潜入捜査などをもとに作られたハディカ宮の見取り図である。

「今も、あの宮殿には数人の奴隷が通いで行くだけか？」

　ロディアの問いに、傍らに座ったアルデアは優美にうなずく。

「そうらしいですわよ。ザーヒル皇子以外はめったにあの場所に住むことはできないのですって。みんな言葉を濁にごしていましたけれど、どうやら皇子が許さないというよりは、住んだ人間のほうがおかしくなるらしいですわね」

「ふーん。皇子が変態ってんでもないんなら、アルモニアの影えい響きようがそれだけ強いってことか。そんなとこでよく平気だったな、ロディア」

　ランセに言われ、ロディアは以前ハディカ宮にいたときのことを思い出す。

「確かに変わった宮殿と皇子だったが、気味の悪さはなかったな。むしろ危なっかしかったのはマイムーンとガーニムだ。あのふたりからは、なんというか……死を好む者の気配がした」

　そう言って、ロディアはルクサーナの顔を見上げる。

　彼女はロディアの視線に気づくと、どこか悲しい顔で笑って見せた。

　おそらくは、マイムーンとガーニム、という名前を聞き取ったのだろう。ロディアも少し悲しい気分になって続ける。

「死者の街にあった祭さい壇だんの間は、アスファル皇家にとって絶対に漏もらしてはならない秘密を知った者を葬ほうむる場所だったらしい。体と心をまとめて死者の街にとらえておけば、他ほかの場所ではけして化けて出られないから──だそうだ。本当かどうかは誰にもわからないが、それもアルモニア神の教えだとルクサーナは言っていた。詳くわしくは言いたがらないが、おそらく彼女も、皇家がらみのいざこざで殺されたのだろう」

「そうか」

　ランセがひとことつぶやき、ふとルクサーナの顔を見つめる。

　ルクサーナもじっとランセを見つめ返し、やがてそっと目を伏ふせた。

（しかし、皇家を恨んでいる割には憎悪の気配のないひとだ。我々に要求したのは、彼女の体をしっかりと管理することだけだし）

　死体がなくなるとアルモニアとの契けい約やくが終わって、幽霊の形もとれなくなるという話だったから、どこかに化けて出たいのかもしれない。しかし、一体どこに？

　考え始めたロディアの横で、ランセが気持ちを切り替かえて話し始めた。

「そんじゃ、改めて計画をつめようぜ。ハディカ宮は衛兵はいない宮殿だって話だ。衛兵どころかザーヒル以外の人間もほとんどいない──ってなると、こりゃもうアルモニア神のご加護とやらが直接ザーヒルを守ってると思って間ま違ちがいない」

「……そうだな。アルモニアとザーヒルは数学で意思をやりとりしているらしい。宮殿にはいくつか数学じみた仕し掛かけがあるらしいが、奴ど隷れいの交代の機会に紛まぎれこむのが一番だろう。交代時間は毎日ばらばらに見えて、ある周期で決まっているらしい。それはルクサーナが計算してくれるという話だ」

　アルデアも小さくうなずき、ハディカ宮の見取り図を見下ろしながら言う。

「最初は怪あやしいと思いましたけれど、わたくしたちが調べてみても、ルクサーナの話は本当らしいことばかりですわ。わたくしとロディアは奴隷と入れ替わりで宮殿内部に潜入。ザーヒルを宮殿から連れ出して、姿が見えたところでルーナ・ノアが【旧神】の力を使ってザーヒルを遠くの待機場所まで引き寄せる、と。基本はそれで大だい丈じよう夫ぶですわね？」

「ああ、それでいくしかないだろ。ルーナ・ノア──悪いが、やってくれるな？」

　ランセが少し声を優やさしくしてルーナ・ノアの頭を撫でる。

　彼女はランセを見上げ、無言でうなずいた。

（……本当に大丈夫だろうか。ルナ、最近少し様子がおかしいようにも思うが）

　ロディアはほんのかすかな不安を感じるものの、その不安の正体はいまひとつよくわからなかった。ルーナ・ノアの言動に最近違い和わ感かんを覚えるのは本当なのだが、具体的に何がおかしいのか、と訊かれるとさっぱり答えられない。だから誰だれにも言えないできてしまった。

（私もルナも、作戦前で少し緊張しすぎなのかもしれないな。これが終わったら、ランセに相談しよう）

　今はとにかく作戦に集中することだ。

　ロディアはそう自分に言い聞かせて、見取り図と改めて向かい合った。
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　その後も多た忙ぼうのうちに時間はすぎて、ザーヒルの誘ゆう拐かい作戦決行当日。

　ハディカ宮がある山の向かいの岩山に、ふたつの人ひと影かげがあった。

　いつもの軍服ではなく、動きやすい灰色の装しよう束ぞくに身を包んだランセとルーナ・ノアだ。

「……大丈夫。ザーヒルは温室から出てこない。まだ、中にいる」

「ありがとな、ルナ。さすがのアルモニアも、この距きよ離りからのぞかれるとは思ってねーだろ」

　山中の岩いわ棚だなに這はいつくばったまま、ランセはルーナ・ノアの頭を撫でてやる。

　途端に寒風が吹ふきすさんで昨日降った雪を散らし、ルーナ・ノアは少し首を縮めた。

　ふたりがいるのは木々も岩いわ肌はだに多少くっついて生えているだけの、とにかく険しく、山や羊ぎの類たぐいしか登るものはいないと思われる山の上だ。下を見れば頭の芯しんがくらくらっと眩暈めまいを起こす。

　ランセはルーナ・ノアを伴ともなって、自分の身体能力とわずかな装備のみでこの山を登り、はるか昔に岩肌を削けずって造られた神しん殿でん跡あとに潜んでいた。

　岩棚を利用した柱ちゆう廊ろうから監かん視しを続けつつ、ランセは数日前の作戦会議のことを思い出す。

（この場所からなら一方的に監視ができるし、裏の山側に逃にげりゃ追っ手を撒まいて海にいるレーン号のとこまで行ける。ここまでは順調すぎるくらい順調だ。逆にここまで順調すぎると何か企たくらまれてるような気分になっちまうが……歳くった証しよう拠こかな）

　昔のランセなら、幸運を引き寄せるのも才能のうち、などと言って胸を張れただろう。当時はむやみやたらと自信があった。今も自信がなくなったわけではないが、守りたいものが増えたぶん、慎しん重ちようになってきてしまった感はある。

　十代のころのランセは、ひたすらに国王だけを見ていた。国の、王のためなら味方が死ぬのはまったく気にならなかった。名めい誉よある死には心からの敬礼を向けて、それで終わりだった。

　今は──多分違ちがう。

「ねえ、ランセ。ランセは、私が死んだら泣く？」

　不意にルーナ・ノアから問が飛んできたので、ランセは驚おどろいて彼女を見た。

　彼女からランセに声をかけてくるのは珍めずらしいし、こんな個人的な質問というのはますます貴重だ。少し複雑な気分になりつつも、ランセはなるべく優しく答えた。

「……泣くよ、多分。お前は俺の妹みたいなもんだから」

　元々孤こ児じで、肉親の愛を知らないうちに研究所に売られてしまったルーナ・ノア。ランセが彼女をレーン号に受け入れたのは、同情と計算の入り混じった結果だった。

　それでもいくつもの任務を共にした今は、本当に自分の妹のように思っている。

　ルーナ・ノアはランセの言葉を聞いて首を傾かしげると、体を起こして身を乗り出してきた。

「泣くのって、つらいよね。だけど、ひとは必ず死ぬ。必ずつらくなるのに、どうしてひとは、ひとのことを好きになるの？」

（なんだ？　いつもと大分様子が違うな。作戦前だってのに、大丈夫か）

　ランセはなんとなく嫌いやな予感を覚え、自分もうつぶせの姿勢から起き上がった。

　朽くちかけた柱の陰かげへルーナ・ノアをひきずりこみ、両りよう肩かたに手を置いて慎重に言いきかせる。

「あのな。そんなもん、わかるやつなんかいないんだよ。ただ、気づいたら好きになってるんだ。好きになって、じたばたして、結局はなくして、つらくて泣きわめいて。でもやっぱり、また誰かを好きになったりする。ばかばかしいような気になることもあるけど、人生ってのはそういうもんだ。いいか、ルナ。この話はあとでゆっくりしてやるから、今は──」

「好きになって、なくして、泣きわめく……素す敵てき。見てみたい、それ」

「ルナ？」

　これは、完かん璧ぺきにおかしい。

　ランセがルーナ・ノアの顔をのぞきこもうとした、その一いつ瞬しゆん前に、彼女が動いた。

　ルーナ・ノアはランセのベルトについていた剣けん鉈なたをつかみ、引き抜ぬくと同時に切り上げる！

　ランセは反射的に顎あごをあおのけて刃やいばを避よけ、柱廊を転がって彼女から距離を取った。

　そのまますばやく立ち上がり、目の前の少女を凝ぎよう視しする。

　体は勝手に反応したが、心は間に合わなかった。

　一体これはどういう事態なのだろう。自分はどう動くべきなんだ？

　少し残念そうな顔で立ち上がるルーナ・ノアの姿を視界の真ん中にとらえつつも、ランセは他の武器を抜けずに低く囁ささやく。

「どうした、ルナ！　俺のこと、わかんねーのか？」

「わかってるよ。君は、ランセ。そしてこの子は君のことが好きなんだね。うん、そんな感じがする。だから、少し申し訳ないけど、僕はこの子のままで君を殺すね。そうしたら、君の言う『好きなひとが死ぬときの気持ち』っていうのがどんな気持ちなのかわかるかもしれないじゃない？　僕、それにちょっと興味が出ちゃった。ね、付き合って！」

　ルーナ・ノアは澄すんだ声で快活に言い、危あやうい足場をものともせず踏ふみこんだ。

　ランセはすかさず前へ踏み出し、ルーナ・ノアの剣鉈を持った手首を握にぎる。

　そのままルーナ・ノアの手をひねりあげようとしたランセだが、彼女は素早く彼の目に空いた片手を伸のばした。

　ためらいなく眼球をえぐろうとする指に、ランセが顔をこわばらせて回かい避ひする。

　間かん一いつ髪ぱつで指からは逃のがれるものの、わずかな隙すきがランセに生まれる。ルーナ・ノアはランセの手を振ふり払はらい、それこそ岩山に棲すむ獣けもののような身軽さで後ろへ飛び退すさった。

　この古代遺い跡せきの柱廊部分は大部分が崩くずれ落ち、幅はばはふたりがぎりぎり並べるくらい、長さは十歩ほどしかないうえあちこち凹おう凸とつや欠けが目立つ。なのに彼女には落下の恐きよう怖ふは一いつ切さい存在しないようだった。

　燃える瞳ひとみでねめつけてくるランセに向かって、ルーナ・ノアは──いや、ルーナ・ノアの体を借りたものは、朗ほがらかに笑う。

「はは、君って動きがものすごい！　僕のほうが軽かる業わざは得意なはずなのに、ほとんど互ご角かくってどういうことなんだろ。この子の筋肉じゃ僕の動きを再現するには限界があるにせよ、君ってすごいよ。ほんとに野生の獣みたいだ」

　目をきらめかせて言うルーナ・ノアに、ランセはますます眼光を鋭するどくした。

　彼女の身のこなしと言動、そしてまったく悪意のない破は壊かいの意志。

　これは、確実にルーナ・ノアではない。

「てめえ！　一体なにもんだ！」

「当ててみる？」

　ルーナ・ノアは声を立てて笑い、再び剣鉈を手に飛びこんできた。

　銀光がひらとランセの眼前でひらめく。

　ぎりぎりで避け、足元に空いた穴を避けて歩を踏みながら、ランセは吐はき捨てた。

「ザーヒルか」

「わあ、当たり！　ねえ、今のはどうやったらわかるの？　君の中にいる【旧神】が教えてくれるの？　それってどんな感じ？　すごい、久しぶりに本当にどきどきする。幽ゆう霊れいなんかを簡単に受け入れちゃうロディアも素敵だけど、君も面おも白しろいな。もっと聞きたい、知りたい！」

　ルーナ・ノアは──いや、ルーナ・ノアを乗っ取ったザーヒルはせわしなく喋しやべり、ランセの下段蹴げりを軽かろやかな後方転回で避けたと思うと、間合いの外からよく光る眼めを向けてくる。

　ランセはかっと湧わき上がった怒いかりに任せ、彼を勢いよく怒ど鳴なりつけた。

「ただの勘かんだっつーの、ボケが！　いいか、お前はどうせあの宮きゆう殿でんの中にいて、神様といちゃいちゃして、それで世界のすべてがわかった気になってるんだろ。俺たちは日々戦場に出て、自分の命張って生きてんだよ！　死ぬか生きるかのところに立ち続けてれば、自然に見えるようになるもんがある。そんなもんをてめえに教えられるか！」

「それってつまり、全部勘、ってこと？　ふーん。でもほとんどあってるから、やっぱりすごいなあ。君のすごさは、僕には全然わからない類のすごさ。多分いくら喋ったってわかりあえないんだろうな。うん、やっぱり君は死んでもらうのが一番いい。死んで、この子に悲しみを与あたえてあげて。そんな方法で、僕に『ひとの感情』ってものを教える役に立って」

　一切ランセの台詞せりふが響ひびいた様子も見せず、ザーヒルは剣鉈をひらひらさせて笑う。

　ランセはかすかに息を吐き、ベルトの後ろにつけた小型のナイフを引き抜いた。

　自分はここで死ぬわけにはいかなかった。

　そして、ルーナ・ノアの能力を敵に渡わたすわけにもいかない。

　ならば、覚かく悟ごを決めなくてはならない。──大好きな仲間を、本気で殺す覚悟を。

（久しぶりだぜ、こういうの）

　ランセはぎらつく瞳でザーヒルをねめつけて叫さけぶ。

「ばかやろう！　ルーナ・ノアにだったらいくらでも刺さされてやるけどな、てめえみたいな自分の体と心で痛い思いをする根こん性じようもねえ奴やつに、この俺が髪かみの毛一本だってやるかってんだ！　その子を返してもらうぜ。殺してでもな！」

　ランセが狭せまい足場を蹴って走る。

　ザーヒルは微笑ほほえんだまま動かない。

　ランセのナイフが一いつ閃せんする。一いつ瞬しゆん遅おそく、ザーヒルの姿が消えた。

「──……！」

　柱廊のぎりぎりのところで、ランセはどうにか踏ん張って持ちこたえる。

　振り向くと同時に、再びランセはナイフをふるう。

　ザーヒルはすぐ背後にいた。彼が大きく背をそらしてランセのナイフを避ける。

　そのまま後方転回で距きよ離りを取り、剣鉈を構え直す。

　ところが、そこでザーヒルの顔色が変わった。

　彼はきょとんとしたかと思うと、少し青くなって辺りをきょろつく。

「あれ、なんだ、これ。待って……違う。僕はこんなことしたくないんだけど──」

「ああ？　お前、何を今さら……！」

　相手の様子にランセは顔を歪ゆがめるが、すぐにぎょっとして目を見開いた。

　ザーヒルは、剣鉈をぎこちなく自分の首筋に向けているのだ。

　腕うでは何かに抵てい抗こうするようにぶるぶると震ふるえていたが、鋭さと重さですべてを断たち切る凶きよう悪あくな刃はじりじりと白い首筋に近づいていった。

　ザーヒルは歯を食いしばり、一度うつむいた後に顔をあげてランセを見た。

　苦しげな紫むらさき色いろの瞳が、ほんのわずかにうるんだような気がする。彼は囁く。

「ランセ。……ごめん」

「ルナ！」

　ランセはとっさに叫び、ザーヒルに駆かけ寄った。

　これはルーナ・ノアだ。ルーナ・ノアがザーヒルとアルモニアの意思に対たい抗こうしている。

　この隙に彼女を助けられるかもしれない。

　ランセは祈いのりに似た気持ちで彼女の剣鉈を持った手を押さえる。

　直後、ルーナ・ノアの目にザーヒルの瞳のきらめきが戻もどり、彼は思い切りランセに体当たりしてきた。ランセはその相手の動きを読み、身を翻ひるがえして避ける。

　しかし、避けたその先に地面はなかった。

（しまった）

　ひやり、と全身を冷たい風が包みこむ。

　岩いわ棚だなからころころと小石が落ちていく音がする。そして、びょうびょうと響く風の音。

　──落ちる。
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「……あっ」

　ロディアが小さな声をあげると、馬車の隣となりの座席にいるアルデアから声が飛んできた。

「どうかしましたの、ロディア」

「いや。なんでもない。なんだか、ひやっとしたんだ。嫌いやな感じが」

「こんなときに怖おじ気けづいたんですの？　あなたらしくありませんわよ。いつだって、無む駄だに勇気にあふれているのがあなたじゃありませんの」

　いつもながらのアルデアの甘い声に、ロディアはそっと自分の胸に手を当てた。

　アスファル風の女性の衣装に包まれた自分の胸は、やけに騒さわがしい鼓こ動どうを伝えてくる。わけのわからない嫌な予感。それこそ、大きな任務を前に、怖気づいているのだろうか。

「……どうやら、そうみたいだ。集中する」

　ロディアが真しん剣けんに言うと、こちらは黒に金糸を織りこんだアスファル風女装のアルデアが目を細めた。異国風の恰かつ好こうでも文句なく美しい彼が、軽くロディアの肩かたに手を置いて言う。

「うん。大だい丈じよう夫ぶだ」

（これは……男装のときの言い方だな。この自尊心の高いアルデアが、本気で私を落ち着かせようとしてくれているのか）

　そう気づくと、恥はずかしさと嬉うれしさでロディアの気分も持ち上がる。

　小さなうなずきで返事をして、ロディアは改めて窓の外の風景を見やる。

　アスファル語がわかるふたりは、あらかじめ王都でハディカ宮の女奴ど隷れいと入れ替かわっていた。本物の女奴隷には、現在丸一日ほど眠ねむってもらっている。

　使われたのはアルデアの毒と、アルデアとロディアの色いろ仕じ掛かけだ。

「……もうすぐ着くな」

　ロディアは外の風景から判断し、頭にヴェールをかぶりなおす。

　アルデアもそれに倣ならった。完かん璧ぺきな女装を整えたふたりが元の女奴隷と入れ替わったことは、この馬車の御ぎよ者しやも気づいていない。女奴隷は普ふ段だんは無口がよいとされているのが幸いした。

（さあ、ここからが勝負だ。私たちの働きに、国の──世界のすべてがかかっている）

　やがてがたがたと揺ゆれる馬車が止まると、ロディアは自分で扉とびらを開けて外に出る。

　アスファルがいくら南方の国と言っても、ここは山の上だ。

　辺りには雪が残り、つんと冬の匂においが鼻をつく。

　ロディアとアルデアが連れだってハディカ宮の高い壁かべのほうへと歩いて行くと、ちょうど内側から小さな緑の扉が開いた。鍵かぎも取っ手も見当たらない扉をくぐって、ロディアたちと同じような装束の女ふたりが外に出てくる。

　女たちはロディアとアルデアの姿を見ると、軽く膝ひざを曲げて挨あい拶さつした。

「あとはよろしくお願いいたします」

「ええ、よろしくされましょう」

　ロディアがアスファル語で言いながら近づき、素す早ばやくひとりの女奴隷の首筋を撫なでる。

　女奴隷はぎょっとしたように顔を上げたが、すぐに膝からくずおれた。

　ロディアが、彼女の首筋にアルデア作製の毒針を刺したのだ。

　もうひとりの首筋にもほとんど同時にアルデアが毒針を刺したが、そちらの女は必死の形相で身を翻し、宮殿へ続く扉を閉じてから倒たおれ伏ふした。

　慌あわててロディアが緑の扉に手をつくが、もう扉はびくともしない。

「しまったな。勝手に鍵がかかった」

「──鍵は、こちら側からも開けられるんでしたわね？」

「ああ。ルクサーナに教わったようにやってみよう」

　ロディアは衣装の奥に仕こんだ小型ナイフを取り出して、薄うすい刃やいばを扉の表面に突つき立てた。

　一見なめらかに見える扉に慎しん重ちように刃を押しこんでいくと、やがて中央に四角い筋が見え始める。刃を返すと、扉にはめこまれていた四角い蓋ふたがぽろりと落ちた。

　中にあるのは、真四角のくぼみと、そこにはまった七つに割れたタイルだ。

　これが鍵だというのだから、やはりこの宮殿は奇き妙みようだった。

（ここで焦あせっても仕方がない。ルクサーナが言っていた通りに、慎重に……）

　ロディアは自分に言い聞かせながら、七つのタイルをくぼみの中を滑すべらせるようにして動かしていく。タイルには幾き何か学模様が描えがかれており、組み合わせによってさまざまな図形ができる。いわゆる子供の遊びの絵合わせだが、これをルクサーナに言われた形に持っていった瞬しゆん間かん、扉はかちり、という音を立ててうっすらと内側へ開いた。

「よし、開いた。急ぐぞ。ザーヒルに気づかれたら面めん倒どうだ」

　ロディアはほっと胸をなでおろして囁ささやき、素早くハディカ宮の庭へと入りこむ。

　中は以前来たときとまったく同じ印象だ。

　完璧に貼はられたタイル、整然とした花か壇だん、奇妙な水路。

　ロディアは正確な道順が決まっているタイルの上を、記き憶おくを頼たよりに進んでいった。

　ややおぼろげなところもあったが、どうやら無事に巨きよ大だいな円えん蓋がいを持つ石の温室までたどりつく。アルデアに合図をしてからするりと内部へ忍しのびこんでみると、こんな真冬でも、温室の内部にはむっとするような暖気がこもっていた。

　アルデアはロディアについて慎重に温室に入りこみ、青々と茂しげった木々の陰かげに潜ひそんで囁く。

「ずいぶんと静かですわね。殿でん下かはお休み中かしら？」

「そうかもしれない。彼は夢の中で神と対話するとかで、よく眠っているんだ」

　ロディアはそう返して、神経を集中させる。五感を鋭するどくして、辺りの様子を探さぐった。

（ザーヒルのお気に入りは、一番大きな露ろ台だいの上だった。今日もそこか？）

　すぐそばに彼の気配がないことを確かめてから、ロディアは植物の陰を伝って露台へ上る階段のほうへと近づいていく。

　青あお臭くさい南国の木々の間から、階段の上を確かく認にんした、そのとき。

「……なんだ？」

　ロディアはつい、声に出してつぶやいてしまった。

　慌てて自分の口をふさぐが、視線は階段上から離はなせなかった。

　怪訝に思ったらしいアルデアが、脇わきからそっと顔を出す。そしてすぐに、唖あ然ぜんとした様子で目を瞠みはる。

「なんですの、あの変な球体」

「──さっぱりわからない。以前はあんなものはなかった」

　ロディアもそう答えるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　大理石造りの美しい石段の途と中ちゆうに、巨大な球体がある。

　真っ白な球体は中に小部屋でも造れてしまいそうな大きさで、当然石段の幅はばからははみ出していた。なのに、恐おそろしい均きん衡こうを保ってどちらへ傾かたむくこともなく、転がり落ちることもなく、ただ石段の真ん中に静止している。

（玩具おもちやか芸術品の類たぐいなんだろうか。それにしても、ものすごく正確な球体だな）

　そんなことを思ったとき、階段の上のほうからザーヒルの声が響ひびいた。

「それ、不思議だろう？　ロディア。あと、もうひとり。色々欠けた、『あれ』のひと」

（……！　もう、ばれていたか。一体いつからだ）

　ロディアとアルデアは表情を硬かたくして、一いつ瞬しゆんだけ視線を交かわす。

　ロディアはしばし逡しゆん巡じゆんしてから、心を決めて茂みの陰から立ち上がった。

　ザーヒルにばれたと言っても、周りに衛兵の気配が出現したわけではない。あるのはこの奇妙な球体ばかりだ。

　いざとなったらザーヒルを説得するつもりで、ロディアは石段の上を見上げた。

　そのとき、真っ白な球体が全体的に微び弱じやくな震ふるえを帯びる。ぷるぷると震えるそのさまは、どことなく動物的だった。

　何やら気味が悪いな、そう思った直後、背後からアルデアの声が響く。

「ロディア!!」

　なんだ？　と答える前に、襟えり首くびをつかんで後ろへ引きずられた。

　ほんの少し遅おくれて、ロディアの全身に刺さすような痛みが走る。

「な……に……？」

　一体何が起こったのかさっぱりわからず、ロディアはつぶやく。

　いつの間にか、目の前に無数の白い針のようなものが出現している。ごく細く、長く、しかししならないほどの硬こう度どをもった針はすべて、白い球体から生えているようだった。

「畜ちく生しよう……！」

　耳元で震えるような声が囁き、ロディアは少し驚おどろいた。

　今のはアルデアの台詞せりふだろうか。彼がそんな汚きたない言葉を言うのを初めて聞いたような気がする。何か言い返そうとしたとき、無数の針はすっと球体の中に吸いこまれて消えた。

　球体はすっかり元通り、完璧な形だ。

　ただし、ところどころ色が赤くなっている。

　あれはなんの色だろう、とぼんやり思ってから、ロディアは不意に正気に返る。

（あれは、私の血だ）

　自覚した途と端たんに全身の痛みがはっきりして、彼女の膝はもろくも崩くずれた。

　後ろからアルデアが抱だきとめてくれたのがわかる。嬉うれしい、と心のどこかが思った。しかし思考のほとんどは、体がべたついて気持ち悪い、というほうに占しめられてしまっている。

　きっとこのべたつきは、自分の血だ。

　さっきの針に、自分は刺し貫ぬかれたのだ。

「それはね、アルモニアの形のひとつ、だよ。この世界に直接的に触ふれる必要があるとき、アルモニアはこういう姿を取るんだ。彼らしいだろう？　たったひとりで完璧で、どんな姿にもなれる形。始まりも終わりもない完全球体」

「ザーヒル……様」

　酷ひどく喉のどが渇かわいていて、絞しぼり出すように名を呼ぶと喉の奥が錆さびくさくなった。

「喋しやべるな、ロディア！」

　アルデアが男声で囁き、ロディアを石の床ゆかに横たえる。彼が恐ろしく真しん剣けんな顔で自分の衣装を裂さき、包帯を作っているのが、少しぼやけた夢の中の光景みたいに見えた。

　そんな中、軽かろやかな笑い声が上のほうから落ちてくる。ザーヒルが笑っている。

「そっちのひと、アルデア、だったね。君も動かないで。君相手だったら容よう赦しやしない。即そく死しさせるよ」

「ふーん、そう？　そんな脅おどしで僕に泣きわめいてほしいんだったら、甘かったね。どうせ余命なんて何年残ってるかわからないんだ。即死させる、なんてご褒ほう美びみたいなもんだよ」

　低く押し殺した声でアルデアが言い、切れるような笑えみを浮うかべた。

　恐きよう怖ふのあまりロディアの視界が少し鮮せん明めいになる。彼女は痺しびれかけた指でアルデアの袖そでをつかみ、懸けん命めいに言った。

「よせ、アルデア。彼は、本当に……やるぞ。感覚が、普ふ通つう、じゃない──」

「だから喋るなって言ってるだろう。本当に言うことをきかない子だな、ロディアは。──静かに。船に帰ったらひとつも跡あとが残らないように治ち療りようしてあげるから、それまでおとなしくすること。いいね？」

（アルデア……やけに優やさしい声だな。そうか。私は、死にそうなのか）

　こんなことだけ直感でわかってしまい、ロディアはどこかぼんやりとアルデアの顔を見上げた。彼の灰色の瞳ひとみはひどく繊せん細さいで、今にもその中で何かが崩れてしまいそうに見える。

　今抱き留とめてほしいのは彼のほうだろうに、アルデアは優しくロディアの頬ほおを撫なでてくれていた。そんなふたりの姿がどう見えたのか、果たして見えているのか、ザーヒルの声はなおも笑いまじりに続く。

「ロディア。僕は君に会いたかったんだ。やっぱり君はかなり面おも白しろい奴ど隷れいだったし、付き合うのが楽だった。だけど君は、元から隠おん密みつだったものね。こうなるのはあらかじめわかってた。……ちょっと残念だけど、最後に会えてよかったよ」

　やはり、ザーヒルはロディアが隠密だったと知っていた。

　それでわざと偽にせの情報を流したのだろうか？　一体いつから、どれだけのことに気づいていたのだろう。ルクサーナは敵だったのか、味方だったのか？

　無数の疑問が湧わき上がっては泡あわのように消えていく。

　体がひどく重かった。このままもう二度と動けないような気がした。

　多分もうすぐ本当に動けなくなるのだろう。

（ならば、どうする。あきらめるか？……もちろん、そんなわけにはいかないな）

　ロディアは妙みように静かになってしまった心の奥底を探り、ランセの記憶を引きずり出す。

　彼は今、隣となりの山の上でルーナ・ノアと一いつ緒しよに待機しているはずだ。

　あのふたりはまだ生きている。そう思うと心がすっと軽くなった。

　彼らのために、そしてマディスのために、やれることをやらなくてはならない。

　それがごく当然のことのように思えて、ロディアはゆっくりと顔をあげた。

　巨大な球体は、相変わらず階段の中ほどにたたずんでいる。その背後に向かって、ロディアはかすれきった声を張り上げた。

「ザーヒル殿下。少しでも本当に私に思い入れてくださっているならば、私の最後の授業と思って、もう一度私の話を聞いてください。あなたのアスファル帝てい国こくは、アルモニアの均衡とやらのために我々のマディス王国に攻せめこもうとしている。ただ、死者を既き定ていの数作るためだけの戦争をしようとしている。……しかし、死者は数で数えられるものなのでしょうか？　誰だれかが心から愛したひとを、ただの『一』という数に押しこめられるものなのでしょうか」

　声を出しただけで全身の重さがますます増した。誰かが片手を強く握にぎってくれる。

　ランセか？　いや、彼はここにはいない。アルデアだ。

　見た目よりずいぶん温かい手だな、と思った。

「えーっと、つまり君は、アルモニア神の言うとおりに戦争をやるのが間ま違ちがってるって言いたいの？　ロディア。だとしたら君は間違ってるよ。まず大前提としてさ、戦争なんて、虫でもするんだ。人間が社会的な動物としてこの世界に存在するかぎり、戦争は起こる。そしてね。その戦争を生なま臭ぐさいものにするのは、君が言うような『愛』なんだよ」

　ザーヒルにきっぱりと言い切られ、ロディアはなぜかどきりとした。

　ザーヒルはなめらかに続ける。

「隣りん人じんへの愛。国への愛。自分への愛。そういうものが深ければ深いほど、人間は戦争をやめられなくなる。だってそうだろう？　愛するひとが殺されたら、仕返しがしたくなるじゃないか。国を愛していたら、その国が受けた屈くつ辱じよくを許せなくなるじゃないか。言ってしまえば、愛こそ諸悪の根源なわけ。だからアルモニアに『愛』はない」

「なら──何が、あると？」

　ロディアの声に、ザーヒルは少し苦く笑しようしたようだった。

　こんなことをわざわざ言わなきゃならないなんて、とでもいうように彼は付け足す。

「『均衡』だよ。アルモニアが目指すのは、君たちの理想の世界。争いのない楽園なんだよ。誰もが適度に働き、適度に遊び、適度に愛し、けっして愛しすぎない世界。その世界を作るには、まず増えすぎた人間の数を減らさないといけない。これは単にそういう話なのさ」

　何が、単に、だ。何が適度に、だ。

　ロディアは歯を食いしばって反論しようとする。

　しかし、それより早くアルデアが声をあげた。よく響ひびく、凜りんとした声だ。

「あなたの言うことはわかったよ。なるほど、人間ってのはそんなものだと思う。だけどザーヒル、あなたはアルモニア神とは違ちがう。人間だろ？　やっぱり好きな人間が生き残って、嫌きらいな人間は死んだほうが気持ちがいいんじゃない？……ねえ。あなた、ロディアのこと、気に入ってたんだろ」

「アルデア……何を言っている」

　ロディアが身じろぐと、アルデアは彼女を抱だきなおして、耳元で「黙だまって」と囁ささやく。

　そしてすぐに優美な笑みを浮かべて、ザーヒルの声がするほうへ向かって告げた。

「彼女を助けなよ、ザーヒル。僕が保証する。めったにいないよ、こんな子は」

　アルデアの言葉に、ふとザーヒルの声は途と絶だえた。

　アルデアはじっと階段の上を見つめている。その顔はいつになく真剣なものだった。ロディアには、彼の腕うでがこわばっているのがわかった。

　なぜかロディアの頭の芯しんは重くなり、涙なみだがにじみそうになった。

　だが、涙がこぼれる前にザーヒルがぽつりと言う。

「そうだね。僕は結構ロディアが好きだ。でも、だから、彼女を殺したい気もする。だって、好きなひとを殺しちゃったときの気持ちってなんだかすごく……素す敵てきだって、わかっちゃったから。あ、そうだ。言い忘れてた。僕、さっきまでルーナ・ノアの中に入ってたんだ。君たちが死者の街を通ったときに気づいてね。死者を通して彼女を操あやつったんだよ。僕は彼女を通して、ついさっきランセを殺した。……彼女の心、ものすごく泣いてたな。なんだか僕まで、心が震ふるえた」

　なんの気負いもなく零こぼれた言葉に、いきなりロディアの心は麻ま痺ひした。

　アルデアがわずかに震える。美しすぎる横顔が、怒いかりに険しくなる。

「貴様……！」

　うめくようにアルデアが囁く。ロディアは彼の腕を押さえ、再び立つ努力を始めた。

　心がぽかんと空白になってしまっている。

　ろくなことが考えられない。考えていることはただひとつだけ。

　──剣けんを。剣を持たねばならないと思った。

　目の前ではまだ、あの冗じよう談だんみたいな神の球体が揺ゆれている。おそらく剣なんかでは少しも傷つけられはしない何かが揺れている。

　でも、そんなことはどうでもいいのだ。立って、この手に剣を握らなくては。

　目の前にランセを殺した人間がいるというのなら、殺さなくては。

　これは愚おろかしい復ふく讐しゆう心か？

　そうだろう。それで何が悪い。地じ獄ごくに落ちるというのなら落とせばいい。復讐心を、そのもとになる愛を、悪だと定めたいならそう定めればいい。

　そんなことは、今のロディアには何も関係ない。

　彼女は心の命ずるままにする。アルデアの手を丁てい寧ねいに押しのけ、腰こしを探さぐる。たずさえているのは短たん剣けんだけだ。それでも力には違いない。戦いの意志を示すものには違いない。

　ロディアは短剣を抜ぬき放ち、どうにかよろめきながら立ち上がった。

　まるで雲を踏ふんでいるような感覚だ。足元がふかふかする。それでもアルデアは、もうロディアを止めようとはしなかった。

　ありがとう、と心の中で彼に礼を言って、ロディアは階段の一段目に足をかける。

　白い階段に、ぽたぽたと真っ赤な血が落ちる。

　少し残念そうなザーヒルの声が、ほとんど天上かと思えるほど上方から降ってくる。

「ロディア。君はその階段を上りきることができない。それが君の運命だ」

　運命。ここ一年でやけに聞くようになった言葉だ、とロディアは思う。

　自然に唇くちびるに笑みが浮うかんだ気がした。ロディアは深しん紅くの瞳で階段の先を見つめて告げる。

「ならば私は、その運命を──」

　そこまで言ったところで、口の中が血の味でいっぱいになった。

　せきこみかけたロディアの代わりに、背後からよく伸のびる声が響く。

「その運命を、捻じ曲げてみせる。……そう言いたかったんだろ、ロディア」

　最後はびっくりするほど優しく言って、誰かが背後からロディアを抱だきしめた。

「あ……！」

　喉のどの奥から勝手に声が出た。振ふり返らなくても後ろに誰がいるのかはわかっていたが、ただその顔が見たくて首をよじる。

　ロディアの柘榴ざくろの瞳ひとみに、少しのおびえもない青と緑の瞳が映りこんだ。

　ランセがいる。

　あちこち泥どろに汚よごれ、血にも汚れてはいるが、確かに生きている。両の足で立って、ロディアを抱き留とめている。ロディアは全身を歓かん喜きに震わせてその名を呼ぶ。

「ランセ……！」

「おう。遅おそくなったな」

　いつもの無造作な台詞せりふが、やけに優やさしく響いた。思わず泣けそうになって、ロディアは懸けん命めいに涙をこらえる。しかし、どうして殺されたはずのランセがここにいるのだろう？

　奇き跡せき的に命が助かったとしても、ランセが潜ひそんでいた山はここからは結構な距きよ離りがあるはずだった。そこはザーヒルも意外だったらしい。彼は心底驚おどろいたように叫さけぶ。

「君……崖から落ちたんじゃなかったの。一体どうしちゃったの？」

「あー？　んなこともわかんねーのかよ、神様気取りのガキ。わかんねーなら教えてやるけどな、てめぇ、俺が崖から落ちたとこでルーナ・ノアから離はなれてこっちに集中しただろ。俺は崖からは落ちたけど、途と中ちゆうで木の根にとっつかまったところで、ルーナ・ノアの【旧神】能力でここへ飛ばしてもらったんだよ。とんでもねーガキを寝ねかしつけるためにな」

　いかにも嫌いやそうに言い捨てて、ランセはロディアの体をそっとアルデアの傍かたわらに座らせた。そんなランセの所作も明らかにぎこちないのを感じ取り、ロディアは必死に言う。

「……怪け我がを、している──大だい丈じよう夫ぶなのか、あなたは」

「こんなときまで俺のことか、お前は。困った奴やつだなー、ほんと」

　ランセは苦笑して、そっとロディアの髪かみを整えてくれる。

　ロディアがなおも何かを言おうとすると、ランセのてのひらが肩かたを軽く抑おさえてきた。

　彼は起き上がれなくなったロディアの顔をのぞきこむようにすると、その柘榴の瞳を見下ろして囁いた。強く、おそろしく強く、真しん摯しに。

「死ぬな、ロディア。俺がいいって言うまで、俺のために、生きていろ。これは命令だ。いいな？」

　彼の命令はロディアの心臓の近くまで落ちてきて、ぼんやりとした熱を生んだ。

　ロディアがほとんど無意識に浅くうなずくと、ランセは優しく笑って立ち上がる。

　そうして階段の上へ向けた彼の瞳は、もはや少しの優しさも宿してはいなかった。

　冷たい殺気が緩ゆるやかに流れだし、暖かな温室の気温すら押し下げる。

　そんな視線の向こうで、ザーヒルの声がする。快活、かつ不思議そうに彼は言う。

「ひとが好きあう姿って、美しく見えるらしいね。僕にとっては数式のほうがよっぽどいいと思うんだけど……まあ、わかったよ。君はロディアが好きなんだな。ロディアを殺そうとした僕に復讐心を燃やすかい？　秩ちつ序じよを司つかさどる者に、憎にくしみの感情を向けて戦いを挑いどむのかい？」

　ザーヒルの言い分を聞くと、ランセは視線を床ゆかに落としてがしがしと頭を掻かいた。

「あー。まずはここからか。……お前、頭いいんだろうし、育ちは皇子だしな。言われるべきことを言われないで来ちゃったらしいから、まずはそれを言ってやる」

　ランセは一度言葉を切って、大きく息を吸いこんでから、階段の上をびしりと指差した。

「寝ね言ごとは寝てから言いやがれ、このばか野や郎ろうが！　議論に勝つのが勝利だとか思うんじゃねえぞ。悪いがな、人間ってのはみんながみんな理り屈くつがわかるお利口さんじゃねえんだよ！　理屈がなんだ。均きん衡こうがなんだ。賢かしこく生きられる奴はそうすりゃいい。永遠の平和とやらが欲しいんなら、愛するのも憎むのもやめるのが正解かもしれねえ。だけどそれは俺の生き方じゃねえ！　俺は明日にも死ぬかもしれねえからこそ、心の底から俺の仲間と、国と、この世界を愛しきってやる！」

　ランセの怒ど声せいの後、辺りはしん、と静まり返る。

（神様にすら、この説教か。本当に、このひとは……）

　ロディアは妙みようにおかしくなってきてしまい、かすかに笑う。

　しかし、静せい寂じやくをやぶったザーヒルの声は冷たかった。

「──君は、僕が思っていたよりだいぶ邪じや悪あくなひとなんだね、ランセ。君の言うことは人間の陥おちいりやすい悪と間ま違ちがいに満ちているのに、なんて魅み力りよく的なんだろう！　君こそ混こん沌とんの源。君こそ、あの、もっとも深き場所に近いひと」

　憎しみよりも、ただ嫌けん悪おに満ちた言いようだった。ランセはじっとしてザーヒルの声を聞き、うっすらと笑って階段に足をかける。

　階段の途中で震えていた白い球体が、さっきよりも激しくぶるぶると震え始める。

　様子を見ていたアルデアが、色をなくして叫んだ。

「ランセ！　そいつにはひとの力じゃ勝てない！」

　ランセはアルデアに少し柔やわらかい視線を向けてから、さらに数段階段を上っていく。

　何かを招き入れるかのように右手をゆっくりと上げ、きっぱりと言い放つ。

「……そうとも、俺は善人じゃねえ。だからいつだってためらわない。いつだって暗い淵ふちの際にいる。その最さい奥おうに潜む神に手を伸べるためにな！　さあ、来いよ、混沌の中の混沌、闇やみより暗き場所より来る神、【ミラ】！　今こそ、ひとの運命を転回させよ!!」

　ランセの声が辺りに響ひびくと同時に、アルモニアはどっと彼の上へ無数の針を突つき出した。

　あまりにも大量の細かな針を出したせいで、球体は倍の大きさにふくらんだように見える。

　ランセの姿は針の中に吞みこまれ、すっかり見えなくなってしまう。

　アルデアが息を吞み、ロディアが必死に目を瞠みはる。

　ほとんど同時に、世界から音が消えた。

　今までかすかに響いていた音──水路を流れる水の音、温室の木々のざわめき。そんなものすら消えて、耳が痛いほどの静寂が辺りに満ちる。

　白い球体と化したアルモニアはしばらくそのままだったが、やがて微び弱じやくな震えを帯びたかと思うと、徐じよ々じよにその色を変え始めた。白から灰色へ、灰色からやがて、光り輝かがやく銀色へ。

　すっかり銀色になった球体は、不意にとろん、と液化して階段の上へわだかまる。

　その後に残ったのは、ひとりの青年の姿だけだ。

　黒い髪にすんなりと伸びた背筋。

　そして、無機質に輝く金の瞳と、猛もう禽きんを思わせる色の一いつ対ついの翼つばさ。

　傷などひとつもついてはいない。その代わりに彼は全身に冷えた金の光をまとい、人間らしい柔らかな気配をすべて失っていた。

（これは、【ミラ】だ……！）

　かつて一度だけ見たことのあるランセの【旧神】召しよう喚かん時の姿に、ロディアは緊きん張ちようして息を吞む。彼の【旧神】召喚は、他ほかのレーン号の士官たちのそれとはまったく違ちがう。

　彼はより元のランセに近い姿のまま、まったく異質なものに変わるのだ。

【ミラ】を宿したランセは整った顔をあおむけて、温室の円えん蓋がいを見上げた。

　少年時代になくしたはずのつややかな羽が大きく広がり、冷たい金の瞳が細められる。

　絶対的な静寂の中で彼が両手を天てん井じようへ伸べると、静止していた大気が一度だけ震ふるえた。

　微弱な震えがミラを中心にして生まれ、あっという間に温室内へ広がる。

　花はな房ぶさを垂らした木々が震え、石の階段が震え、水路の水が震え、天井が震えて、円蓋の一部にぽつんと黒い染しみが浮かび上がった。

　見み間ま違ちがいかと思ってロディアが瞬またたく。しかし、その染みは音もなく急速に広がっていき、さらに増えていった。ひとつ、またひとつと浮かび上がった染みがそれぞれに広がり、互たがいに縁ふちを接して大きさを増し、みるみるうちに円蓋を黒く染めていく。

　いつしか新月の夜空のごとく真っ黒に塗ぬりつぶされた円蓋は、端はしからぶるりと震えると、石の硬こう度どをなくして真ん中からとろとろとミラのほうへと滴したたり落ち始めた。

　ミラは甲かん高だかい少女じみた笑い声をあげると、片手で真っ黒な滴りをつかむ。

　力任せにぐい、とミラがそれを引っ張る。すると黒い滴りは唐とう突とつに悲痛な悲鳴をあげ、ぼこぼこと泡あわ立だち、表面に様々な形を生み始めた。

　叫んでいる人や獣けものの顔、助けを求める手、得体のしれない植物のとげじみたもの。それらは円蓋全体に浮うき上がり、どれもが悲鳴をあげながらのろのろと床へ滴ってくる。

「……っ……今回も、ひっどいな。強い薬を使ったときにみる悪夢みたいだ」

　アルデアがロディアの傍らで囁ささやいた。

　声に出しては答えられないが、ロディアも同じ感想だった。嫌けん悪お感かんで吐はき気がし、総毛立つ感かん触しよくがある。

　きっとザーヒルも同じ気持ちを味わったのだろう。戸と惑まどった声が露ろ台だいから響く。

「何……これ。これが【旧神】の力だっていうの？　一体何が起こって、こうなるんだ？」

　子供めいた弱々しい声に、ミラが視線を向けた。

　ミラは手にしていた奇き怪かいな滴りを振ふり捨てると、そのまま羽を揺ゆらして階段を上っていく。

（いけない！　ミラは、ザーヒルを殺してしまう！）

　ロディアはすかさず起き上がった。

　さっきまで体を支配していた痛みともうろうとした感覚は、温室の変化が始まってからすっかりと消えていた。体は完かん璧ぺきに思うように動く。

　アルデアも止める様子はなかったので、ロディアはそのままミラを追って階段を駆かけ上った。

　振り返ろうともしないミラに追いつき、ためらいなくその手首を取る。

「ランセ……！　私の声が聞こえるか、ランセ」

　ミラは次の段に足をかけたところで動きを止め、横顔でロディアを見た。さっきまでの冷たい笑えみはもうそこにはない。凍こおりついた彫ちよう刻こくのような無表情だ。

　唇くちびるさえもまったく動かないのに、ロディアの頭の中にはミラの性別不明の声が届く。

『──また邪じや魔まをするのだね、柘榴ざくろ』

「ああ。何度だって邪魔をしてやる。そのために私はここにいるんだから」

　ロディアが強く囁くと、やっとミラに仮面が笑ったかのような微笑が戻もどる。

　ロディアの頭に響く声は不安定に揺れて甘くなる。

『だとしたら、この男にとっては不幸なことだ。この男はお前を縛しばりつけたくなくて必死になっているというのに。報むくわれない。お前はこの男を苦しめる。弱くする。わたしにとってはありがたいことだけれど』

（また、ミラが私を動どう揺ようさせようとしているな）

　ミラは柘榴の瞳ひとみを持つロディアが嫌きらいなのだ。当然だろう。彼女の瞳は【旧神】を追い払はらう。

　だからこそ、こんなところで一歩も退く気はなかった。

　ロディアは瞳に力をこめ、ぞっとするような人外の瞳を持つミラをねめつける。

「貴様もランセも大ばかだ、ミラ。私は縛りつけられてなんかいない。私が勝手にランセの手をつかまえて、放さないだけだ。彼が消えたら私の心が死ぬ、だからここにいるだけだ。さあ、ひとの世界から立ち去れ、ミラ！」

　断たち切るようにロディアがその名を叫さけぶと、ミラが不快気に顔をしかめて震えた。

　彼は一歩後ろへ退きかけながらも、どうにか持ちこたえて笑う。

　甲高い少女のような哄こう笑しようを響かせたかと思うと、ミラは不意に自由なほうの手でロディアの肩かたをつかんできた。容よう赦しやない力で、骨がぎしりと音を立てた気がする。

　痛みに息を吞むロディアに顔を近づけ、ミラは喉のどを使わずに囁いた。

『駄だ目め。わたしはここにいる。願いをかなえてあげる。ランセと、お前の願い。柘榴……ほら、ご覧。運命が翻ひるがえっていく。お前の憎にくしみが世界を変える』

　戯たわ言ごとを、と返そうとしたロディアの言葉は、放たれる直前で途と切ぎれた。

　世界が不意に明るくなったのだ。

　はっとして頭上を見上げると、ちょうど円蓋のど真ん中に穴が空いたところだった。

　すっかり黒くなり、化け物じみた何かがまんべんなく浮き出ていた円蓋が、真ん中から割れている。それは見る間に放射状に崩くずれだし、ロディアたちの頭上には一気に空が開けた。

　元円蓋であった真っ黒な化け物たちは、のたうちながらハディカ宮の四角い庭を満たす。

「嘘うそだろう──僕の……僕の、アルモニアの、庭が、崩れる！」

　悲鳴じみたザーヒルの声が階段の上のほうから響いた。

　彼の声につられてロディアも目を凝こらすと、どうやら真っ黒な化け物たちが増ぞう殖しよくしているらしきことがわかった。うごめく黒い手足や蔦つたに触ふれると、庭にあった灌かん木ぼくもタイルも壁かべも、すべてが同じような黒く柔らかなものへと変質してしまうのだ。

　それらは絶えず外へ外へと流れだしていき、山の木々すらあっという間に吞みこんで枯かれさせてしまう。もはや白く残っているのは、ロディアとミラがたたずんでいた階段だけだ。

　温室中の植物もすっかり黒に吞みこまれて消え、階段の上方にたたずむザーヒルの姿もあらわになった。

　彼はすっかりうろたえて周囲を見み渡わたし、悲痛な面おも持もちで叫ぶ。

「だから駄目だって言ったんだ。よりによってそんなものを混こん沌とんから引きずりだすなんて！　見ろよ、ロディア。あの偉い大だいなるアルモニアが崩れていく。こんなに真っ黒になっちゃって、もう僕の声にも何も答えてくれない！　心に触れてくれない。初めてだったのに……理性ある、楽園を作る神なんて、初めてだったっていうのに！」

「真っ黒に……ということは……」

　ザーヒルの言葉に、ロディアは眉まゆ根ねを寄せて囁いた。

　そんな彼女の体をミラがぐっと引き寄せ、耳元で甘く告げる。

『そう。あの化け物は、アルモニアのなれのはて。運命が反転したんだよ、柘榴。秩ちつ序じよの神は、混沌の神に変わった。何もかもを吞みこみ、虚きよ無むへと落とす悪神の誕生。これがお前たちの望みなんだろう？　地は腐くさり、風は絶え、鳥は落ちる。──お前の憎んだ国、アスファルは死の土地となり、完全に消えてなくなる』

　彼の言葉に、ロディアは目を見開いた。

　脳のう裏りに様々なものが浮かぶ。

　きらびやかな帝てい都との空気、絶えずなっていた鈴すずの音、独特の衣装に縫ぬいつけられていた宝石の色の妙みよう、楽園を模して造られた宮きゆう殿でんに吹ふいていた甘い風。

　宮殿の中で、外で、生きていたひとたち。忙いそがしく仕事をしていたネライダに、育ちのいい、気位の高い少女に、地じ獄ごくを見てきた女性。

　どれもがアスファルに潜せん入にゆうしていたときに見たものだ。感じたものだ。

　──美しかった。愛いとしかった。

「私が……アスファルを、憎んだ、だと？」

　ぽつり、とロディアが囁くと、間かん髪ぱつ入れずにミラが言う。

『お前は憎んだ。お前の大好きなひとを殺そうとするものを。その加護を受けるものを。だから戦う。だからひとを殺しても、何も思わない。憎しみは終わらない。憎む相手がなくならなくては、永遠に続く』

　ロディアはゆっくりと視線をミラの顔に移すと、いきなりその襟えり元もとをつかんだ。

　そして、ミラにではなく、その奥にいるはずのランセに届くように怒ど鳴なりつける。

「違う！　私は愛している！　アスファルのことだって……そこに住むひとだって。それが甘さだと言うならそう言うがいい。あなたがアスファルを憎むなら、そのことについては私は受け入れる。だが、私は憎しみのために戦っているのじゃない！　私は、愛のために戦うんだ。自分の好きな人間と、いつか好きになれるかもしれない人間のために戦うんだ。甘かろうとなんだろうと、そこは絶対に譲らない。アスファルを死の土地にさせはしない！」

　ロディアの叫びに、ミラの表情は大きくゆがむ。

『──大きな矛む盾じゆん。強い感情。愛。そんなこと、ランセは絶対に言えない。だからランセはお前のことが好き。ミラは、嫌い』

　ミラの冷たい声が脳に響ひびくと、ロディアは酷ひどい眩暈めまいを感じた。少しでも気を抜ぬいてしまえば、またいつかのように吞まれてしまう。しかし今回は吞まれる恐きよう怖ふよりも強く、不思議な感覚が彼女を襲おそっていた。

（……この、ミラというのは……多分、女だな。しかも、少女だ）

　ランセがミラに憑りつかれるたび、どうも少女のような声になるとは思っていた。

　しかしこのミラ、多分思考回路も相当少女に近い。

　ロディアは改めてしげしげとミラに憑りつかれたランセを見つめ、不意に少し伸のびあがってその額に口づけた。

　そして囁く。

「君は女性で、ランセのことが好きなんだな。気づくのが遅おそくてすまなかった。……私は、ランセに悪さをしないかぎり、君のことも好きだよ。──ミラ」

　ミラはされるがままになっていたが、ほんのわずかに目を瞠みはったようにも見えた。

　だがそれはほんの一いつ瞬しゆんのこと。

　ミラはすぐに冷たい嘲ちよう笑しようをもらし、ロディアの肩を放して彼女の顎あごをとる。

『……強い感情。ひとが持つもっとも根源に近い感情のひとつ。秩序の縄なわをかけようがない、混沌のるつぼでたぎる熱──お前たちはそれを、愛と呼ぶ』

　囁ささやきながら、金の瞳がロディアの柘榴の瞳をのぞきこむ。

　そんなミラに以前と少し違ちがった感かん触しよくを覚え、ロディアも相手を見つめ返した。

『私は混沌より来きたるもの。嫌いではないよ。混沌は』

　頭に響く声がいつもの嘲笑まじりで囁き、ミラはロディアの額に口づけを返す。

　ロディアはいささかぎょっとしたものの、ここで離はなれてはいけないのはよくわかった。

　だから彼女は逆に手を伸べ、ミラの体を強く抱だきしめる。

　妙に冷えた体だ。……もっと温まればいい、そう思う。

　直後、どこからともなく澄すんだ風が吹き渡わたる。

　風は様々な音と匂においを含ふくんでロディアに吹きつけ、同時にミラの羽を散り散りに吹き飛ばした。羽をなくした相手の体からふわりと力が抜けるのを感じ、ロディアは反射的に支えようとして足を踏ふん張る。

　すぐに彼も持ち直し、ロディアにすがるように抱きついたまま息を吐はいた。

「──ランセ？」

　慎しん重ちように名を呼んでみると、ロディアに回っていた手がわなわなと震ふるえ、いつものランセの声がうめくように言う。

「……ったく……【ミラ】の性しよう悪わるが！　どーして意識が戻ると、いっつもこういうことになってんだよ！」

　わずかにあがった顔をのぞきこむと、ランセの瞳ひとみが元の色に戻もどっているのがわかった。

　ロディアは思わずもう一度抱きつきたくなるのをどうにか抑おさえ、そっと彼から体を押し離して訊ねる。

「ランセ、よかった……！　調子はどうだ？　具合が悪くはないか？」

　ランセは一度こめかみを押さえて何かを振ふり払はらうように首を振ってから、改めて辺りの様子を眺ながめて顔をしかめた。

「おう、むしろ最近にしちゃ珍めずらしいくらいきっぱり【ミラ】の声は聞こえなくなったけど……こりゃ一体、何がどうなってんだ？」

　問われてロディアも周囲を見渡した。もはや石の温室は跡あと形かたもなく消え、山の中腹を削けずって造られた平地はほとんどが黒い粘ねん液えき状のもので覆おおわれている。

　粘液はあちこちでまだぼこぼこと泡あわ立だち、得体のしれない形を浮うかべてはうめき声のようなものを上げており、気の弱い人間が見れば気絶するくらいの奇き怪かいな光景を作り出していた。

　ザーヒルは、と見ると、取り残された階段の上からぼんやりと周囲の光景を見つめているばかりだ。やや放心状態にあるのだろう。

　ロディアが何から説明していいのか迷っている間に、アルデアがアスファル風の衣装のすそを引きずりながら階段を上ってくる。

「あなたの【ミラ】が、アルモニアの性質を逆転させてしまったらしいんですの。周り中を腐らせて広がっていくようでしたけれど、どうやら膨ぼう張ちようだけは止まったようですわね」

　アルデアの台詞せりふを聞くと、ランセはこめかみを押さえたまま、どんどん苦い表情になる。

「あー。ああああ。うん、なんか、だんだん思い出してきた。まずいなー、こりゃ」

「まずいというのは、この事態がか？　というかランセ、今回は【ミラ】と同調していたときの記き憶おくがあるのか？」

　ロディアの問いに、ランセは神しん妙みような顔でうなずいた。

「記憶は、今回は大体あるな。お前が何を言ったかも、それで【ミラ】が何を思ったかも、大体覚えてる。しっかし……こういう言い方すると嫌いやかもしれないけど」

「なんだ？」

　ランセの視線が自分のほうを向いたので、ロディアは小さく首を傾かしげた。

　彼にしては珍しい言いよどみ方だと思ったのだ。

　ランセはロディアの視線を受けると、こめかみにやっていた手をぱたりと落としてしみじみと言った。

「いや。さっきのお前の台詞って、俺にはなかなか言えないことだったな、って思っただけだ。お前って、やっぱりなんか、凄すごいよな」

（さっきの、というと……愛がなんとかかんとか、という、あれか）

　よりによってそんなことを思い出されてしまったのか、とロディアも少し居い心地ごこち悪くなりながら、あいまいに視線をそらして答える。

「そういうものか？　てっきり、あなたには甘いと言って𠮟られるかと思っていた」

　するとランセはわずかな間をおいてから、軽く手をあげてロディアの頬ほおあたりに触ふれようとして、なぜかすぐに手を放した。

　そしてそのまま、頭を掻かいて言う。

「いや。甘い主張のために命がけで戦ってる人間を、甘いっつって𠮟れる奴やつなんかそうそういないって。そいつが一番きついことなんだからさ。──さーてと。大おお騒さわぎになる前に、ここを脱だつ出しゆつする算段するか！」

　ランセは話題を早めに回収して身を翻ひるがえした。

　そんな彼を意味ありげな視線で見上げつつ、アルデアが腰こしに手をあてて言う。

「あんなとんでもないものを召しよう喚かんした直後のわりに元気そうなのは、さすが無神経のランセですけれど。ちょっと無事じゃないのもいるみたいですわよ？」

　彼が視線をやった先には、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまったザーヒルがいる。

　ロディアたちは互たがいに視線を交かわした。

　相手にもはや戦う意志は見えないし、ここは面識のあるロディアが行くべきだろう、と声のない相談がまとまると、彼女は慎重に数段階段を上って少年に声を投げる。

「……大だい丈じよう夫ぶですか、ザーヒル様」

　ザーヒルはロディアには一いち瞥べつもくれないまま、それでも力ない返事をくれた。

「大丈夫じゃない。大丈夫なんかじゃない。アルモニア神との同調がほとんど切れちゃってる。今の彼の考えは全然わからない……ものすごく混こん沌とんとしていて」

「ほとんど、ということは、まだ多少はおわかりになる？」

　ロディアの問いに、ザーヒルはやっと彼女に視線をやる。

　真っ黒な瞳が宿しているのは、意外にも憎にくしみではなかった。彼はひょっとすると、本当にまだ人間の感情がよくわかっていないだけなのかもしれない。

　ただ深い喪そう失しつ感かんと、淡あわい恐怖をたたえた目でザーヒルは続ける。

「──結局、君たちの望みどおりにはなったよね。この状態じゃ、アルモニアが人間と契けい約やくを結ぶなんて、とてもじゃないけど無理な話だ。皇こう帝てい陛下は必死でこの離り宮きゆうを隔かく離りして、アルモニア神が変質した事実を隠かくし続けるだろう。アスファル帝てい国こくではアルモニア神への信しん仰こうはものすごく強固なものなんだ。アルモニアが変質したなんて知れたら、治世にかかわる」

　そこまで聞いて、ロディアはザーヒルの瞳に浮かんだ恐怖の意味がわかった気がした。

　アルモニアに愛された少年、ザーヒル。

　しかし今、彼はアルモニアが変質したことを明確に知る、ほとんど唯ゆい一いつのアスファル人になってしまった。これからの彼は皇帝の意志ひとつで他ほかの場所に隔離されるか、下手へたをしたら殺されてしまうかもしれない。仲の良い皇子であろうマイムーンは、今は海の上なのだ。

　ロディアはすぐに心を決めて、彼のほうへ片手を伸べた。

「──私と一いつ緒しよに行きませんか、ザーヒル様。レーン号は狭せまい船ですが、いい船です。それに、士官たちも結構情に厚いと言いますか、友達は大事にするほうでして。居心地はアスファルの王宮には負けても、そう悪くはないかと」

　彼女の誘さそいに、ザーヒルは困ったようににっこり笑った。
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　元から頭のいい少年であるザーヒルには、ロディアの考えていることなどすぐにわかったのだろう。

　ロディアが、ザーヒルの命を救おうとしていることくらい。

　ザーヒルは少しの間ロディアのてのひらを見下ろしてから、軽かろやかに階段を下りてきた。

　そして伸のべられていたロディアの手を取ると、優美にその指に口づける。

「……君って頭が悪いのか、本当にひとがいいのかわからないけど。どっちにしろ、好きだ」

　ロディアの手を持ったまま笑っているザーヒルは、今はそう得体が知れないようには見えない。おそろしく優美なことを除けば、ただの育ちのいい少年だ。

「光栄です、殿でん下か」

　ロディアは囁き、自分にできるかぎりの上品さでマディス宮きゆう廷てい風の礼を返す。

　ザーヒルはにこにことそれを見つめていたが、ちらとロディアの背後に視線をやって苦く笑しようした。彼はそっとロディアの耳元に唇くちびるを寄せる。

「後ろのひとがすっごい怖こわい顔してるから、このへんでよそうか。……どっちにしろ、僕は君たちと一緒にはいけないよ。ここでアルモニア神との接続を少しでも回復できるかどうか、ためしてみる。殺したければ、好きにして。それとは関係なしに、僕は君からのやみくもな好意に感謝して、ひとつだけ贈おくり物をするよ。僕が今持っているもの。それは、マイムーン兄上とサクルがやりとりしていた、本物の情報だ」

　思いもかけない話に、ロディアの表情が険しくなる。

　緊きん張ちようした彼女の耳の中に、ザーヒルはとんでもない台詞を放ほうりこんだ。

「マイムーン兄上の船団に、陸軍はほんの一部しか乗っていない。ガーニム兄上の統とう率そつする陸軍は、植民地経由でもう北方大陸に渡わたったよ。君たちの宿敵、北方大陸のジェレマイヤ共和国が船を出す。あの国はひどいね。世界の戦争を統制して自分たちが儲もうけようとしてる。ある意味、アルモニア神と同じようなことを邪じや悪あくな意思でやろうとしている。このままだと、君たちは挟きよう撃げきされることになるよ」
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「降こう伏ふくしよう」

　会議が始まった途と端たんの重々しい発言に、マディス王国海軍の提てい督とくたちは愕がく然ぜんとした。

　しかもこの発言が、海軍総司令官のものだったのだからなおさらだ。

（……亡命するかな）

　マディスは食事はまずいし服装のはやりは地味だし詩は古典的だし、やはり亡命するなら芸術と服ふく飾しよくに定評のあるジェレマイヤかな──などと、軍に入ってから一体何回浮うかんだかわからない考えを脳内でもてあそびながら、カザルス提督は組んだ指の上に顎あごを載のせる。

　海軍総司令官ジョン・ウォルター卿きようの旗き艦かん、ポエニクス号の豪ごう華かな作戦会議室には、マディス王国海軍の三提督と主たる艦かん長ちようが勢ぞろいしていた。

「ウォルター卿！　緒しよ戦せんは我々有利で進んでいるというのに、なぜ今降伏を!?」

「そうです、ここを通してしまってはマディスが、北方大陸全体が危険にさらされるのです！」

　くらいついてくる提督たちに仮面のような無表情を向け、ウォルター卿は椅子いすを引いて立ち上がった。後方の広くとった窓に歩み寄り、真っ白な横顔をさらして言う。

「──見たまえ。あの艦かん隊たいの規模を。我々が必死にかき集めたこの艦隊より、十は多く戦列艦かんがそろっている。そして、今までの戦せん闘とうで投げこまれた紙し片へんや、捕ほ虜りよにした兵士たちは皆みな、死者の軍勢が自分たちの味方についている、と言っているのだ。人間相手ならいくらでも勇ゆう敢かんになれるマディスの兵たちも、今はおびえきっている。わたしの艦でも脱だつ走そう者が絶えん」

　カザルスが視線だけで後部の窓を見ると、窓の外にはぽつぽつと横に並んだアスファル艦隊の船せん影えいが見える。

（十隻せきの戦力差は確かにつらいが、ちゃちな喧けん伝でん工作に司令官が揺ゆらいでどうする。水兵を御ぎよせないのはウォルター卿に海戦知識がないうえ、気前もよくないからだ。能力がないなら金をばらまけ。常識だろう）

　心の中では毒づくカザルスだが、あえて口には出さない。

　誰だれか代わりに言ってくれないものか、と待っていると、青色艦隊の提督が声をあげた。

「しかし、閣下。敵がそのような喧伝をしてくるということは、正せい攻こう法ほうでは勝てる自信がないから、とも考えられますぞ！」

（いいぞ。そのとおりだ、もっと言え）

　カザルスがひっそり満足していると、不意にウォルター卿が彼のほうへ視線を向けてきた。

「だが、かの死者の軍勢の恐おそろしさは、そこにいるカザルス提督もよく知っているだろう」

　……なぜ、よりによってここで自分に話がふられるのか。

　カザルスは天を仰あおぎたい気持ちに襲おそわれながら、優美かつ物もの憂うげな表情を作って答えた。

「死者の軍勢……十年前の南方海戦で見たあれは、確かに恐ろしいものでした。何しろ切っても撃うっても死なないのですから。とにかく味方の犠ぎ牲せいを払はらい、突つっ切るしかなかった。ですが、約一年前に、わが軍の特とく殊しゆ部隊によって近海での死者の軍勢は無力化されているはずです」

　特殊部隊、と呼んだのはもちろんランセのレーン号のことだ。

　アルモニアとアスファルがどんな契約をしていたのかは、レーン号が回収してきた石板を調査した結果大体明らかになっている。唯一神アルモニアは死者の魂たましいを海中に集めて死者の街を作っており、死者の軍勢はその付近でしか使えないのだ。

　アスファルの近海にはもう死者の街は存在しない。

　ところが、司令官は青ざめた顔で言う。

「相手は神だ。ひとの対策に絶対はあるまい。ここで退いても、人間相手の負けではない」

　ばかか。いや、単に臆おく病びようすぎるか、疲つかれ果てているだけなのだろう、多分。

　カザルスは組んでいた指をほどいて自分のこめかみに当てた。

　国の命運を背負うだとか、この規模の艦隊の指揮をするだとか、そういったことに恐ろしい責任と心的、肉体的負ふ担たんが伴ともなうのはもちろんだ。十年ぶりの戦争で神経がまいるのもわかる。

（だが──いたな。十代の若さでそれを背負って、やりきろうとしたばかが）

　ふと十年前のことを思い出すと、カザルスの唇は勝手に動いていた。

「レーン号を待ちましょう」

　レーン号の名が出た途端、ざっとすべての視線がカザルスに向く。

　まずかったな、とカザルスは思ったが、もう取り繕つくろうには遅おそすぎた。

「カザルス提督。レーン号は行方ゆくえ不明になったのでは？」

　青色艦隊の提督が、ちらちらと司令の顔色をうかがいながら訊いてくる。

　カザルスがあえてレーン号を逃にがしたことに薄うす々うす気づいているのかもしれない。気き遣づかいはありがたかったが、どうもカザルスはこれ以上黙だまっていられる気分ではなかった。

　カザルスは一度目を伏ふせてから、常の微笑を唇にまとわせて話し始める。

「……この際です。建前の話はよしましょう。レーン号はわたしの命を受け、アスファルの第七皇子誘ゆう拐かい任務に就ついています。任務が成功すれば、司令の恐れているようなことは、まったく起こらなくなると思ってよろしいでしょう」

　彼の言葉に、作戦会議室に軽いざわめきが起こる。

　どちらかというと喜びに近い雰ふん囲い気きが漂ただよう中、司令官はじっとカザルスを見つめてきた。

「カザルス提督。それは本当かね」

「本当です、残念ながら。こんなことを表だって言うなど、わたしの主義には反するのですが。まあ、戦時ですので」

　わざとらしく首を振ふって応こたえるカザルスに、司令官は淡たん々たんと告げた。

「ならば、わたしは君を拘こう束そくして、後で軍法会議にかけねばならん」

「いいんじゃないでしょうか？　わたしはもっと早く裁かれるべきだった。まあ、ここにいる全員が同罪ですが。だってそうでしょう？　我々はあの十年前の戦争で、戦争がうまいだけの若者に何もかもを押しつけた。名めい誉よも、責任も、人間が得るべき些さ細さいな幸福のすべてを失う運命も、何もかもです。うん、気き障ざな言い方ですな。しかし本当だから仕方がない」

「カザルス提督、君が何を言っているのか、わたしにはわからんよ」

　ウォルター卿の声がこわばっているのがわかる。他ほかの提督たちや艦長たちも、皆なんともいえない顔で固まっている。それを眺ながめ渡して、カザルスはやっと気づいた。

　とても珍めずらしいことに、自分は怒おこっているらしい。

　カザルスは一度目を閉じてから、緩ゆるやかに目ま蓋ぶたを開けた。灰青の瞳ひとみからいつもの笑えみが剥はげ落ちて、その奥に苛か烈れつなものが躍おどる。カザルスはよく伸のびる声を張り上げた。

「わたしはエリアス・オルディアレスのことは大だい嫌きらいでしたが、それでも奴やつはいい奴だった、と言っているのです。あなた方のぶんの命まで背負って、あの男は十年前に死人になった！　それなのに、奴は誰も恨うらまなかった。今このときもこの国のために命を賭として働いている。命数を削けずって、もはやひとではない何かになりかけてまでこの国を守ろうとしている。単なるばかですな。我々にあれの真似まねはできない。もちろんです」

　そこまで言ったところで、司令官が何か口を挟はさもうとする。

　すかさず卓たくを殴なぐって司令官を黙らせ、カザルスは作戦室中の人間を怒ど鳴なりつけた。

「ならば待つぐらいしてやれ、と言っているのですよ。あれはけして国を裏切らない、我々がいくら奴を裏切ろうとも！　彼のような真似は一度死んで生まれ変わってもできない我々にも、彼を信じることくらいはできるはずだ。違ちがいますか？　それもできないほどに、我々マディス海軍人の誇ほこりというのはくだらないものですか！」

　かつてないカザルスの剣けん幕まくに、作戦室はしん、と静まり返った。

　誰もが何かを恥はじるような、同時に妙みようにすっきりしたような顔になっている。

　司令官のウォルター卿だけは普ふ段だんよりますます色いろ艶つやをなくした顔で黙っていたが、誰も彼の顔を見ようとはしていなかった。黄色艦隊の提督が意を決した風ふ情ぜいで口を開きかけたとき、唐とう突とつに作戦室の頭上が騒さわがしくなる気配があった。

　隔かく壁へきに設けられた扉とびらが慌あわただしく叩たたかれ、外から士官の声が飛んでくる。

「敵に援えん軍ぐんです！　敵てき艦かん隊たいに援軍が現れました！」

「方角と規模は！」

　旗艦の艦長が叫さけぶと、まだ年若い士官が日焼けで真っ赤になった顔を突っこんできて叫ぶ。

「敵本隊より西に四点、特殊な形状ですが、戦列艦四隻かと！」

　さらに四隻の戦力差と聞いて、作戦室の雰囲気は一気に下降した。

　黙って報告を聞いていたウォルター卿が、なぜか勝利でもしたかのような誇らしげな気配をにじませて言う。

「撤てつ退たいだ。……いいかね、皆。カザルス提督も。言うことがなければ、旗艦に戻もどりたまえ」
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「おかえりなさい、カザルス提てい督とく。結局撤退ですか」

　カザルスが旗艦に戻ると、彼より何歳か年上のがっしりとした艦かん長ちようが待ち構えていた。

　カザルスはマントを翻ひるがえして艦かん尾び甲かん板ぱんに立ち、ウォルター卿の船を見やる。

　そこにはためく『撤退せよ』の通信旗を眺め、カザルスは艦長に言った。

「とりあえず、わたしの銀器を全部まとめよう」

「ほう。司令を無視して戦争ですか？　それとも亡命ですか？」

　そのとき、マストの上から切せつ羽ぱ詰つまった声が降ってきた。

「……提督！　艦長！　船です！」

「船は山ほどいるよ。こっちも向こうも艦かん隊たいだからな」

　カザルスはいいかげんに答えるが、マストから降りてきた水兵は勢いこんで言う。

「いえ、新たな船です……！　味方の……ものすごい綺き麗れいな、真っ白な船です」

「白い船？」

　そう言われて、カザルスと艦長が思い浮うかべたものは同じ船だった。

　ふたりは申し合わせたように望遠鏡をのぞく。味方艦隊の後方には、確かに幻まぼろしじみて美しい船影があった。想像通りの姿に、艦長の口が半分ぽかんと開く。

　長らく建造中のままだった、神しん殿でんにも似た荘そう厳ごんさを漂わせる白い船。

　それは国王が自ら海戦に出る、という、ややありえない事態を想定して作られていた船だ。

「まさか……本当に国王陛下か？」

　艦長があきれた声を出す。カザルスはすぐに思いついて望遠鏡を国王の船からウォルター卿きようの旗き艦かんへとふった。

　案の定、大急ぎで『撤退せよ』の旗が下ろされている。

　当然のことだろう。あの病やみ上がりの国王陛下が、遊びのために軍ぐん艦かんを出してきたとは思えない。彼は行動をもって、ぐずぐずと行動の遅いウォルター卿に『戦え』と命じているのだ。

　カザルスは腹の底から笑いが湧わき上がってくるのを感じ、その衝しよう動どうに素す直なおに従って、しばらく声を出して爆ばく笑しようした。

「まったく酷ひどい国だな、マディス王国は。国王と総司令官が同じ戦場に出てきてどうする！」

「こりゃあ、死ぬ気でお守りするしかありませんなあ」

　艦長も少し楽しげに言う。

　そこへ、何かが風を切る音が響ひびく。直後、カザルスの旗艦の鼻先十クルースほどのところに水柱が立った。

　ほとんど同時に、旗艦より前に出ていた白色艦隊の一隻せきの甲かん板ぱんがはじけ、ぱっと木もく片へんが散る。

　大たい砲ほうの弾たまが着ちやく弾だんしたのだ。

「どこからだ！　まだ当分敵の射程には入らないはずだぞ！」

　艦長が怒鳴り、必死に士官が望遠鏡をのぞく。その間にも、辺りの艦かん船せんでは悲鳴と着弾の音が響き続けていた。士官がカザルスと艦長を振り返って叫ぶ。

「敵援軍の四隻のほうからの砲ほう撃げきです！　おそらく、新型の砲ほう艦かんかと思われます！」

「恐おそろしく長ちよう距きよ離り射程だな。多少被ひ害がいは出るだろうが、突つっこむ以外に方法もあるまい」

　もはやいつこの甲板に敵の砲ほう弾だんが飛んでくるかもわからない状じよう況きようだったが、カザルスは笑いをおさめて平然と言う。艦長もまた、満足げに笑った。

「珍しく無む鉄てつ砲ぽうですな。『オルディアレス式』ですか」

「ふむ、言われてみればそうだ。不ふ愉ゆ快かいだな」

　カザルスが本気で言って顔をしかめたとき、さっきの士官が今度は少しためらいがちに振り返った。

「提督、東南微び西にも船せん影えい！　小型艦かん、たった一隻ですが」

　小型艦たった一隻、と言われた途と端たんに胸に何かが湧き上がりかけ、カザルスは小さく咳せき払ばらいをする。

「……何か通信旗を出していれば、教えたまえ」

　カザルスの命令で、士官が望遠鏡越ごしに目を凝こらす。

「──マディスの就しゆう役えき旗きです！　たった一隻であの方角から来るってことは、敵に鹵ろ獲かくされた艦かな。よく戻ってきたもんだ……。通信旗は、『任務成功。アルモニアは沈しずんだ』？……後半、やや意味不明ですが」

　意味不明になるのはマディスの通信旗が海軍用語に特化して作られているせいと、送ってきている通信の内容がとんでもないからだ。

（誰だれが神を殺せと言った。ばかが。軍事利用だけできないようにすればいいのに、これでは全世界が大混乱だぞ。大体その通信文で通信の内容を理解できる人間が、マディスの艦隊に何人いると思っているのだ）

　こんな通信文を作る人間はたったひとりしか知らない。カザルスは唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「構わんよ。わたしにはわかる。では、白色艦かん隊たい提てい督とく、カザルスより親愛なる国王陛下へ。『雲雀ひばりは成功した』と送りたまえ。そうしてわが白色艦隊向けには、『オルディアレス式』の、このうえなく単純な一文でも掲かかげておくといい。まあ、『国王陛下の名において、マディスを死守せよ』とかでよろしい」

　士官が気持ちのいい敬礼をして去って行ったのを視界の端はしにとらえ、カザルスは上じよう機き嫌げんで艦尾甲板の手すりに両手をついた。

「さて、やっとまともに戦争ができそうだ」
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　同時刻、アスファル艦隊の旗艦では、サクルが艦長室の外の歩ほ廊ろうで考えこんでいる。

「『アルモニアは死んだ』か。嫌いやだなあ、まさかあのばかなひとたちがこんなに頑がん張ばっちゃうとは予想外だった。俺が常識的だからいけないんだな。まあ、ともかくここからは自力でやるしかないか。張りぼて同然の水増し艦で敵が退いてくれなかったのはまあまあ想定内。急いで改造させてた新型砲艦が間に合ったんだからあとは運用でどうにかしよう」

　ぶつぶつとつぶやきながら、サクルは戦場の音を聞いていた。

　鈍にぶい砲撃の音が聞こえる。砲艦が敵を狙ねらい撃うっているのだ。とはいえたった四隻の砲艦でマディスの艦隊がどうこうなるわけもない。

　相手に戦う気があれば、多少の損害は覚かく悟ごで突っこんでくるだろう。

「向こうは国王陛下が出てきたってことで士気もあがってそうだし、突っこんでくるのはほぼ確実。もう少し持ちこたえれば、ガーニム様が進軍してきてマディスの艦隊は撤退する、ってアルモニア神の予言にはあったけど、本当にアルモニア神が滅ほろびちゃったっていうんならもう予言はあてにならないよなあ。しかし本当に、一体どうやって神様を滅ぼしちゃったんだか」

　これが戦争でなかったら、【旧神】と唯ゆい一いつ神アルモニアについての話を集めて色々な説を立ててみたいところだ。そんなふうにサクルの考えが少し戦争からずれていったとき、彼の目の前を白い何かがよぎった。真っ白な、髪かみのようなものだった。

　同時に懐なつかしい香かおりがしたような気がして、サクルは緩ゆるやかに目を瞠みはる。

　胃がきゅっと締しめつけられる感じがした。香りがしたほうを見るのが恐ろしい。恐ろしいが、見ないわけにもいかない。そんな奇き妙みような気分に押されて、サクルはのろのろと横を見た。

　豪ごう奢しやな彫ちよう刻こくがほどこされ、金に塗ぬられた歩廊の手すりの上。

　そこに白い人ひと影かげが腰こしかけていた。

　長い髪を揺ゆらし、懐かしそうに目を細めて笑っている、ひとりの少女。

　ふくよかな唇が何かを饒じよう舌ぜつに話したがってうずうずしているのがわかる。サクルにとっては、よく知った容よう貌ぼうだった。

　懐かしい、と思う。かつてこの少女の前では、サクルはいつだって無口だった。

　自分で喋しやべるより、彼女の声を聞いているほうが楽しかったから。

　サクルは泣き笑いのような、途と方ほうに暮れた顔で彼女を見つめて囁ささやく。

「まさか──ルクサーナ？」
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「どうやらぎりぎり舞ぶ踏とう会のお時間には間に合ったみたいだな！」

　底そこ抜ぬけに明るい声でランセが叫ぶと、レーン号の甲板にはどっと笑いが広がった。

　冬晴れの青空の下、レーン号は白い帆ほに風をはらみ、素す晴ばらしく快調に走っている。

　その先に広がる海はすでに戦場だった。あちこちで砲弾の水柱が立っている。艦かん尾び甲かん板ぱんのランセの傍かたわらで、ロディアが風に髪をなびかせて望遠鏡を畳たたむ。

「敵の砲艦は新型のようだな。私たち抜ぬきで、派手にやってくれているものだ」

「しっかし、さすがにこの登場、派手すぎやしませんかね。位置的に」

　カロルの声は台詞せりふの内容に反して明るかった。現在徐じよ々じよに近づきつつあるマディスとアスファルの両艦隊、ふたつの艦隊がぶち当たる辺りに向かってレーン号は舵かじを切っている。

　当然どちらの艦隊からもレーン号の姿は見つかっているだろう。

　そしてもちろん、そうでなくては意味がなかった。レーン号は任務を無事終えたことを知らせるのを最優先事じ項こうとしてアスファルを脱だつ出しゆつし、どうにかここまでたどりついたのだから。

（カザルス提督の旗艦が見える。あのひとなら通信旗の意味は読みとってくれただろう。あとは、レーン号の皆みなの気が済むようにやるだけだ）

　ランセの気質からして、知らせることだけ知らせてさようなら、というわけにいかないのは、ロディアにもとっくにわかっていた。

　彼女自身も、ここで逃にげるという発想すらわかなくなっている。

「敵戦列艦二隻、風下側に回頭。こちらへ向かってくる」

　ルーナ・ノアがつぶやく。告げられた事実にも、レーン号は暗くなる気配すらなかった。

　カロルが小さく笑い、ランセが機き嫌げんよく敵のほうを見やる。ロディアも自然に笑っていた。

「すごい歓迎っぷりだな。小型艦に、戦列艦二隻だそうだ。この通信旗のせいか？」

「そうかもしれねえな。この際だからアスファル軍あてに嫌いや味みのひとつふたつも旗で揚げてみたい気もするが、そういうのはカザルスに任せとこうぜ。さあ、行こう」

　軽かろやかに笑って、ランセが操船を指示する。キニスが正確に舵を切り、水兵たちが一いつ斉せいに動いた。

　生き物と化したレーン号は鮮あざやかに敵の砲弾を避よけて見せ、どんどん敵てき艦かん隊たいに近づいていく。敵の数は四十隻以上。右を見ても左を見ても、堂々たる戦列艦が浮うかんでいる。

　もはや敵のいない海が見えない。

「いいねえ、この眺ながめ。なー、カロル。もう大砲の狙いつける必要もねーんじゃねえか？」

「ですよね。撃ち放題ってやつだ。ちょっと試ためしにやってみます！」

　カロルはどこか陽気に言って、艦尾甲板から上層甲板に駆かけ下りる。

　レーン号はどんどん敵戦列艦に近づいて行ったかと思うと、持ち前の小回りでくるりと相手の背後に回った。その間を見計らって、レーン号の大砲が端から火を噴ふく。

　次々に敵戦列艦に穴が空いたかと思うと、敵艦内がやけに慌あわただしくなった。

　少し普ふ段だんと違ちがう様子にロディアが注目していると、しばらくして、敵艦のあちこちから炎ほのおと煙けむりがあがった。

「これは……砦とりでが使う、熱した砲弾の効果に似ているが、ひょっとして……？」

　ロディアが問うと、ランセがさも楽しげに笑う。

「カロルのばかが、俺の許可なく勝手に能力使って大砲の弾を熱くしやがったんだ。後で一いつ杯ぱいおごらせねーとな！」

　レーン号からは歓かん声せいがあがったが、最後の仕返し、とばかりに燃え盛る戦列艦かんから何発かの砲ほう弾だんが発射される。一発がレーン号の上層甲かん板ぱんに飛びこみ、歓声が一気に悲鳴に変わる。

「油断するな！　けが人を下へ！」

　ロディアが手すりをつかんで上層甲板に向かって叫さけび、次に顔をあげて軽く目を瞠る。

　燃える戦列艦は操船不能となって風下側へと流されていく。

　その脇わきを通って、次の戦列艦がこちらへ向かって来ていた。

「ランセ、次の敵艦が来る！」

「ようし。──ちっと弾たまは食くらうが、風上へ舵切れ！」

　ランセが叫び、レーン号が素す早ばやく反応する。レーン号は一見無防備に、新たな敵戦列艦の脇へと滑すべって行った。ただちに敵の砲ほうが火を噴き、辺りが砲ほう煙えんで覆おおわれる。

　めきめきと木々が割れる音が響ひびき、ロディアは思わず腕うでで自分の顔をかばう。

　これはレーン号が壊こわれていく音だ。

（このままでは、こちらが航行不能になる！）

　圧あつ倒とう的てきな火力の差にねじふせられる、そう思ったとき、ロディアの視界にかっと閃せん光こうが走った。続いて砲ほう撃げきとは比ひ較かくにならない轟ごう音おんが響き、敵戦列艦が大きく傾かたむく。

　レーン号はぎりぎりでその脇をすり抜けた。

　一体何があったのか、ロディアが煙にかすむ目を懸けん命めいに凝らして辺りを見み渡わたすと、海には大量の木もく片へんが浮いている。その木片がまだ燃えているのを見て、ロディアははっとした。

「……そうか、さっき火事になった船の火薬庫が、爆ばく発はつしたのか！」

「そういうこった。下手へたしたら俺たちも爆発に巻きこまれて木こつ端ぱ微み塵じんだったっつーこと。さーて、まだまだ来るぜ」

　ランセはまだまだ楽しげに言い、木片の散らばる艦尾甲板に立って前方をねめつけている。

　と、不意にその横に戦列艦が並んだ。

　戦列艦の割に喫きつ水すいが浅く小回りが利きく船は、マディスの就役旗をあげている。

　艦尾甲板で大きく手を振ふる艦かん長ちようらしき人影に、ランセは朗ほがらかな笑え顔がおを向けた。

「おー、ドースン！　生きてたか！」

　ドースンは、この間の海上封ふう鎖さのときにレーン号が助けた船の艦長だ。

　彼はランセに敬礼を返し、敵戦列艦に向かって砲撃を開始する。

　ロディアは改めて辺りを見渡し、全身が熱くなるのを感じた。感動というにはあまりに猛たけ々だけしい感覚を抱いだいて、彼女はランセに叫ぶ。

「マディスの戦せん艦かんが集まってきている！　皆、あなたを助けに来たんだ！」

「何嬉うれしそうに言ってやがるんだ、冗じよう談だんじゃねえ。俺を助けるくらいなら、国王陛下を死ぬ気で守れってんだ」

　ランセは心の底から、といった感じで吐はき捨てるが、その顔はどこか楽しそうだ。

　味方のいるこの戦場が、死と隣となり合わせの場所こそが、彼がずっと望んでいた場所なのかもしれない。そんな思いがロディアの心をよぎる。

　その間に、レーン号はいったん混戦の中を通り抜けた。

　砲煙が晴れ、青い海に船体が滑り出す。

　刺さすような冬の風が強まり、波が大きくなった。

　大きな揺れに、固定されていないすべてのものが甲板を滑っていく。

　ロディアがとっさに下層甲板への階段の手すりにつかまると、階段の下から真っ赤なアルデアの頭がのぞいた。

「アルデア！　負傷者の具合はどうだ？」

「ほとんど死んでませんわよ。痛み止めで動けそうな子は上へ戻もどしましたわ」

　アルデアは疲ひ労ろうのせいか、常よりさらに物もの憂うげな色気を漂ただよわせて上層甲板へと上がってきた。長い赤の巻き毛を風に散らしながら、彼はランセに声を投げる。

「ランセ！　そろそろわたくしの力が必要なころじゃありませんこと？　お願いの用意はできました？」

　アルデアに呼ばれると、ランセは彼を見て少年みたいに屈くつ託たくなく笑う。

「おう、いつでも用意ならできてるぜ！　俺に命をくれ、アルデア。愛してるぜ、お前が望むなら、靴くつのつま先にだって口づけてやる」

　いつも通りの台詞だが、今日のアルデアはそれを聞いて幸福そうに小さく笑った。

「ならば今度お願いしようかしら。今日は目標二隻せき以上で行きますわね。来い、重力神！」

　アルデアは口の中で呪じゆ文もんを唱えると、乱戦からはぐれた敵艦に向きなおる。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて彼の姿は塵ちりに砕くだけ、敵の戦艦は大きく片側へ傾いた。波に翻ほん弄ろうされていたところで足をすくわれた形になり、もはや角度を復元することはかなわない。

　船はすっかり横よこ倒だおしとなり、マストと帆が海面を打った。船内はきっととんでもない混乱状態だろう。甲板からひとがぽろぽろと海へ落ちていくのが、レーン号の上からでも見て取れる。

（極きよく端たんに均きん衡こうを失った──ひょっとして、アルデアは片へん舷げんの大たい砲ほうを軽くしたのか？）

「まず一隻！」

　塵と化した体の奥から声が響く。

　倒たおれた敵艦では、残った水兵たちがどうにか再び波の上に船を立たせようと必死の努力を始めている。

　しかしその努力が実る前に、もう一隻の戦列艦が横倒しになった。

（すごい……！　本当にとんでもない力だ）

　何度見ても見慣れることのない【旧神】の力にロディアが息を吞んでいると、アルデアの姿が元の人間に戻った。

「もう、一隻……！」

　うめくような声と共に大きくよろめく彼を、すかさずロディアが支える。アルデアはロディアを見上げると、少し照れくさそうに顔をしかめて、どうにか自分の足で甲板に立った。

　そんな様子をちらと振り返り、ランセがしっかりとした声で言う。

「よくやった、アルデア」

「あなたに褒ほめられても、何も──」

　アルデアが甘く微笑ほほえんで言いかけたとき、今度はレーン号の艦かん尾び甲かん板ぱんに大砲の弾が着ちやく弾だんする。

　ばりばりという音に、ロディアはとっさにアルデアとランセの襟えり首くびをひっつかんで伏ふせる。

　伏せた背中に、ばらばらになった木片が降ってくる感かん触しよくがあった。伏せたまま視線で辺りを見渡すと、キニスが舵だ輪りんにすがるように座りこんでいるのが視界に入った。

　その背には、とがった木片が深々と刺さっている。

「キニス！」

　ぞっとして声を上げ、ロディアは立ち上がる。

　続いてランセも立ち上がり、アルデアを見下ろして軽く眉まゆ根ねを寄せた。

「──食らったか。おい、誰だれか！　このふたりを下へ連れてけ！　船医助手！」

「何……？」

　ロディアが驚おどろいて振り返ると、かばったはずのアルデアの肩かたにも、ざっくりと木片が刺さっているのがわかる。白い肌はだが真っ赤に染まっているさまが、ロディアの網もう膜まくに焼きつく。

　アルデアはランセに助け起こされながら、真っ青な顔で吐き捨てた。

「ばか言うな。船医助手なんてただの水兵だ、そんな奴やつに僕を任せられるか。キニスのぶんも、僕の手術も僕がする。そこの、肩貸せ。……下に行く。お前、鏡だ。鏡の、割れてないやつ調達して来い」

　怪け我がは重いはずなのに、アルデアは自分で水兵に指示を出して下層甲板へと降りていく。

　入れ替かわりでルーナ・ノアが顔を出し、ランセのもとへ駆かけ寄って報告をした。

「船、傾いてる。浸しん水すいが酷ひどくなった。このままだと日にち没ぼつ前には沈しずむ」

　ランセはしっかりとうなずいて、ルーナ・ノアの頭をなでる。

「ありがとな、ルーナ・ノア。……さーて。船はぼろぼろ。俺の【ミラ】を使うには、どっちが勝ってるとも負けてるともつかねー状態だし、そろそろ詰つんできたな。しっかしほんと、レーン号はいい船だなー。まだ沈まないし、舵効いてるし。可愛かわいい奴だぜ」

　彼の声はこんなときでも落ち着いていて、聞いているとロディアも落ち着くことができた。ともすると疲労と極度の緊きん張ちようでもうろうとなってしまいそうな意識をどうにかつかまえ、ロディアは周囲の状じよう況きようを把は握あくしようとする。

　入り乱れた船と船。数で言えばアスファル側のほうが優勢だったはずだが、実際砲ほう火かを交えるとマディスのほうが優勢の様子だった。

（アスファル側は、何隻か戦せん闘とうに関かかわっていない船があるな。あれは見てくれだけか、それとも日和ひより見みなのか……）

　このぶんなら勝てるのではないか、と思ったとき、砲煙の隙すき間まで金色の船首像がきらめいた。その立派さには見覚えがある。海軍総司令官、ウォルター卿きようの旗き艦かんだ。

　こんなに前線に出ているのか、と少し心配になって見ていると、旗艦が大きく揺ゆれた。

　よりによって、他ほかの戦列艦と至し近きん距きよ離りで直接砲火を交えている！

「ランセ！　旗艦が狙ねらわれている！」

　振り返って懸けん命めいに叫さけぶと、ランセはあきれ果てた声をあげる。

「ばっかだなー！　なんで戦争できねえなら後ろのほうにいねーんだよ、あいつは！」

「どうする？　と言っても、どうしようもないかもしれないが……」

「ああ？　ほんとにそう思ってんのか？」

　ランセの返事に、ロディアは何度か瞬またたいてから、なぜかたまらなく愉ゆ快かいな気分になってしまった。くすくすと笑って、大きく首を横に振る。

「いいや！　あなたのことだ。どうしようもない、なんて絶対に言わないな」

「おうよ、当たり前だ。いいか？　戦争ってのは、言ってみりゃあおっきな喧けん嘩かだ。喧嘩の勝ち負けなんてものは、腕うでっぷしが強いかどうかで決まるんだ。ってことはこっからが喧嘩の本番だぜ。さーて、野や郎ろうども！　旗艦にくっついたあの船へ針路を取れ！　この際だ、どてっぱらにぶち当ててやる！」

　ランセは辺りに響ひびき渡わたる声で叫んだ。

　疲労と怪我でぼんやりとしていた水兵たちも、下士官も、その声ではじかれたように目を見開く。表情をなくしていた顔に、活力と笑みが戻る。

「さすがだぜ！　勝負はここからだ！」

「やってやりましょうぜ、艦長！」

　水兵たちの叫びの中、ロディアが声をからして怒ど鳴なった。

「目標、旗艦横の戦列艦かん！　司令官を守れ！」

　彼女の声に、操そう舵だ手しゆがキニスの代わりに舵にとりつく。

　船体のあちこちに穴が空き、均衡を崩くずしかけていながらも、水兵たちが動けば穴だらけの帆ほは風をはらむ。レーン号は木もく片へんだらけの海を、砲ほう煙えんを煙えん幕まく代わりに進んだ。

　敵戦列艦はレーン号のことは見えていたのだろう。

　しかしまさか突つっこまれるとは思っていなかったに違ちがいない。敵が回かい避ひ行動の前兆を見せ始めたときには、レーン号は敵戦列艦の腹に舳へ先さきをめりこませていた。

　どおん、とすさまじい衝しよう撃げきが船体を揺らし、めりめりと舳先がつぶれる。船体中にめきめき、ぎしぎしという音が響き渡った。今にもばらばらになってしまいそうな音だったが、どうにかレーン号は船の形を保ったまま動きを止める。

　アスファルの戦せん艦かんの上で、誰かがせわしなくアスファル語を叫んでいるのが聞こえた。

　乾かわいた銃じゆう声せいが響き、マスケット銃じゆうの弾たまがレーン号の甲かん板ぱんにばらまかれる。

　ランセはそれでもどこに隠かくれることもなく、適当に着ていた軍服をきちんと整えた。

　最後に乱れた黒くろ髪かみをゆっくりと両手でかきあげて整え、酷こく薄はくな笑えみを浮うかべて叫ぶ。

「行くぜ、ロディア！」

「ああ！」

　ランセに呼ばれた途と端たんに、ロディアの血は沸ふつ騰とうしたかのように熱くなった。

　ランセのその言葉が、ロディアを戦場に誘さそう言葉が、彼女から余計なものを取り去ってくれる。恐きよう怖ふはない。ためらいはない。残るのは純じゆん粋すいな闘とう争そうの意志だけ。

　ランセが軍服のすそを翻ひるがえして走り、ためらいなくレーン号の舳先を渡って敵てき艦かんへと飛びこむ。それこそ羽でもあるような軽かろやかさだ。

　ロディアも懸命に後を追う。男の掌てのひらひとつぶんほどの幅はばの足場を、固い軍ぐん靴かで駆け抜ぬける。

　砕けたレーン号の舳先を蹴けって敵艦の船ふな縁べりへ飛び乗り、上層甲板へと降り立った。

　濃のう紺こんの軍服と、遠くからでもよく目立つ長い金きん髪ぱつに、四方からどっとアスファル語の叫びと靴くつ音おとと殺気が押し寄せてくる。

　ロディアはもはや目に頼たよらず、ただ本能に従って最速でサーベルを抜いた。

　同時にひとりの敵の腕が斬きり裂さかれる。

　血が舞まって、敵の曲刀が落ちた。

　曲刀が甲板の上でくるくると回っている間、辺りを囲んだ敵はなぜか足を止めている。

　ロディアの剣けんの速さについてこられないのだ。一体何が起こっているのか把握できない。

　相手が唖あ然ぜんとしているうちに、ロディアは舞ぶ踏とうじみた動きで三人を切り捨てた。

　途端にうろたえ始める敵の合間を、ロディアはぐっと身を低くしてすりぬける。

　その先には見慣れた濃紺の軍服の背中があった。

　ランセだ。彼は見た目というよりその所作ですぐわかる。

　一度斬り結んだと思った次の瞬しゆん間かんには相手を斬り捨て、隙すきをつこうと脇わきからやってきた敵の腹に無造作な蹴りを叩たたきこむ。身を翻したと同時に敵の腰こしから銃を奪うばうと、ランセはロディアに向かって銃じゆう口こうを向けた。

　次の瞬間、ロディアの顔のすぐそばをランセの銃じゆう弾だんが貫つらぬく。

　背後で敵が倒たおれる気配がした。

　一歩間ま違ちがえば自分が死んでいたのに、恐怖はみじんも感じなかった。

　ロディアはランセの傍かたわらに駆け寄り、互たがいの視界を補うように立って剣を構える。

「あなたは銃は苦手だという話だったが、実戦なら当たるんだな」

「ま、偶ぐう然ぜんだけどな。さーてと。……ロディア。純粋な速さで言ったら、お前のほうが上だ。ここは俺に任せて先に旗艦に行け。いいか、司令官を殺すなよ！」
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　ランセが顎あごで指した方向を見ると、すでにこの戦列艦はウォルター卿の旗艦に横付けされているも同然だった。

「わかった！」

　ランセの命令に短く答え、ロディアは再び駆けだした。

　行く手を阻はばもうとした敵兵をひとり切り捨てる。もうひとりと対たい峙じしようとしたところへ、短たん剣けんが飛来した。ランセが投げたのだろうか。短剣は敵の肩に当たり、兵士は悲鳴を上げてうずくまる。

　ロディアは振ふり返らずにとにかく走り、甲板を渡りきってサーベルを鞘さやに収めた。

　軽やかに敵艦の船縁に飛び乗り、そのままウォルター卿の旗艦の舷げん側そくへしがみつく。

「アルバラード海かい尉いに続け！　死なせるな！」

　どこかでそんな声がする。いつの間にか後に続いてきたレーン号の水兵たちが、声を限りに叫んでいるのだ。

　だが、彼らを待っているような暇ひまはなかった。

　ロディアは網あみを伝って舷側を上ると、ひらとウォルター卿の旗艦の上層甲板に降り立った。

　堂々たる旗艦の甲板もまた、レーン号に負けず劣おとらず惨さん憺たんたる有様だ。

　磨みがき上げられた甲板のあちこちに砲ほう弾だんで穴が空き、所構わず負傷者がうめいている。生き残りの士官たちがどうにか水兵をまとめて敵兵に対たい抗こうする準備をしている。

　まだこちらへ移ってきた敵兵はそう多くないようだ。

　ロディアは大した妨ぼう害がいを受けることなく血に濡ぬれた甲板を駆け抜け、艦かん尾び甲かん板ぱんへ続く階段へたどりついた。ちょうどそのとき、どこかで砲ほう撃げきの音が響き、ばらばらばらっ、と嫌いやな音が艦尾甲板の上を跳はね回る。

（葡ぶ萄どう弾だんか！）

　あれはおそらく、細かな弾を詰めこんだ対人砲弾の音だ。

　一発で大量の人間を殺傷する威い力りよくがある。

　ひやり、と心臓を冷たい手で撫なでられたような気がする。ロディアはとにかく階段を駆け上がった。案の定、そこにはもう立っている人間はほとんどいない。

「司令！　ウォルター卿きよう、ご無事ですか！」

「あっ……あっ、ああ……」

　ひきつれたうめき声を頼りに、ロディアは甲板を進む。倒れたマストのすぐ横に艦かん長ちようらしき人物がこと切れており、ウォルター卿はその隣となりにへたりこんでいた。その顔は血に濡れている。

　ロディアは素す早ばやく彼の横に片かた膝ひざをつき、彼のけがを確かく認にんする。

（──大だい丈じよう夫ぶだ。額を大きく切っていて、血が派手に出ているだけだ）

　命に別状はないとみてロディアはほっとしたが、ウォルター卿は目の前が真っ赤になったので恐きよう慌こう状態になっているのだろう。ロディアが何者かもわからないだろうに、必死に軍服の袖そでにすがってくる。

「頼たのむ！　見えないんだ、何も！　わたしを、下へ……医務室へ！」

　威い厳げんも何もないウォルター卿の態度に、ロディアは怒いかりとも悲しみともつかない感情を覚え、その両りよう肩かたを強くつかむ。

「静かに！　ひとが見ています。あなたはまだ生きている。それくらいの傷では死なない。いや……私が、死なせません」

　彼女の声は低く押し殺されていたが、さすがに女声であると気づいたのだろう。

　ウォルター卿はぴたりと悲鳴をあげるのをやめ、ぼんやりと問いを投げてきた。

「君は……誰だれだ……？」

「ロディア・アルバラード海尉。ただの女ですが──司令をお守りいたします」

　ロディアはウォルター卿に向かってそう告げると、疲ひ労ろうと緊きん張ちようでふわつく体をどうにか操あやつって立ち上がった。振り向くと、さっきとは一転して甲板上にひとがあふれている。

　敵艦から乗りこんできた水兵たちと、旗き艦かんに残った水兵たちがあちこちで死し闘とうを繰くり広げているのがわかった。一いつ掃そうされたかに見えた艦尾甲板でロディアが立ち上がったので、敵兵の目がいくつも彼女のほうを向く。細身の士官ひとり、簡単に殺せると思うだろう。

　そうでなくとも、敵はウォルター卿と艦長のサーベルを取るためにここに来る。

　ロディアは静かに呼吸をした。

　心は完全に鎮しずまっていた。

　彼女はサーベルを構えて、いささかかすれかけた、それでも凜りんとした声を張り上げる。

「さあ、来るといい。私の誇ほこりと忠誠を、死をもって知りたい者のみ、私の剣の前に立て!!」

　ロディアの声は高らかに響ひびき、敵の足を止めていた。

　戦場とは思えない静せい寂じやくが辺りを支配した。

　実際は数秒だったかもしれない沈ちん黙もくの間に、不意にマディスの水兵が叫さけぶ。

「敵だー！　敵てき影えい！　大量の敵です！　もう駄だ目めだ！」

「……っ……！」

　さすがに苦痛にも似た絶望がロディアの全身を重くする。

　士官がマディス語を訳したのだろう、アスファル兵たちが色めき立ち、わけのわからない歓かん声せいをあげた。

　そこへ、鋭するどいマディス士官の声が飛ぶ。

「阿あ呆ほう！　貴様今まで一体何を学んできた！　敵だってんなら、正確な方角と数を報告しろ！」

（……！　ランセだ。彼の声だ）

　ランセの命令に馴なれた声こわ音ねに、水兵は慌あわてて言い直す。

「はい……戦列艦かんが……二十隻せきほど、旗は……旗は」

　そのとき、強い風が砲ほう煙えんをさらった。

　舞ぶ台たいの幕が開いたかのように視界が開ける。青い海に現れた戦列艦の一群は、特とく徴ちよう的な形をしていた。マディスのものよりだいぶ丸みを帯びている。アスファルのものとも──違ちがう。

「ランカディア国と……マディスの、旗です」

　水兵が、ぶるぶると震ふるえる声で報告した。

　ランカディアは、北方大陸で唯ゆい一いつマディスとの同盟関係が生きていた国だ。だが、さして国力が強いわけでもない。援えん軍ぐんは期待できないと、誰もが思っていた。

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、マディス語の歓声が爆ばく発はつする。

「援軍だ!!　援軍が来たぞ！」

　水兵たちが飛び上がり、帽ぼう子しが宙を舞まう。ロディアはその場に立ち尽つくしていた。

　奇き跡せきのようだ、と思った。そしてすぐに思い直す。

　奇跡なわけがなかった。これは結果だ。国王と議会と、今まで戦った海軍人たちと、ひょっとしたらアルモニアを倒した自分たちと、そしてそれらを支えた名もなきひとたちが必死にマディスを守ろうとした、ただの結果なのだ。

　上層甲かん板ぱんでは、気を取り直したアスファル兵が何やら叫んでいる。

　アルモニア神は撤てつ退たいを許さない、そんな台詞せりふが聞こえた。

「……そんなものは……もう、いない」

　ロディアはかすかに囁ささやく。奇き声せいをあげて階段を駆かけ上がってきた敵兵を、血に濡れたサーベルで一思いに切り捨てる。もう一度サーベルを構えたそのとき、わずかに視界が陰かげった。

　のろのろと傍らを見やると、壮そう大だいな白い船が見えた。

　優美な船の後部に、光を浴びて淡あわく輝かがやく金色の人影が見える。

　そのひとは戦場だというのに穏おだやかに声を投げてくる。

「まるで暁あかつきの女め神がみのようだね、ロディア・アルバラード」

「……陛下……？」

　何度か瞬またたいてみるが目の前にあるのは現実だった。国王の旗艦がこんなところに来ている。

　そしてまだ戦せん闘とうが続いている海に小こ舟ぶねを下ろそうとしていた。

　向こうの後部甲板で、国王の旗艦の艦長が叫んでいる。

「生き残りの士官はいるか？」

「ウォルター卿がおられます！」

　ロディアが叫ぶと、艦長は大きくうなずいて手招いてくれる。

「よくやった！　卿を連れてこちらへ移れ！」

　ロディアはうなずきかけてためらった。小舟にこの船の生き残りが全員乗れるわけではない。そこへ新たに近づいてくる足音が響き、ロディアは階段のほうへ向きなおる。

　艦尾甲板に上がってきたのは、敵──ではなく、血刀を引っさげたランセだった。

　彼はロディアの傍らに立つと、旗艦の国王を見上げて叫ぶ。

「俺たちはここでもうひと頑がん張ばりしてまいります、陛下。どうぞ、奥へ！」

　どことなく責めるような響きすらあるランセの声に、国王はかすかに苦く笑しようしたようだった。

　そして静かに表情から笑えみを抜ぬいて言う。

「お前はお前の魂たましいが命ずるようにしなさい。わたしはお前の言うことに従おう。けれど、その前にそちらでも通信旗を揚あげてはくれまいか」

「どのように揚げましょう？」

　ロディアが訊くと、国王は告げた。

「アスファルの陸軍は来ない。ガーニムは、死んだ、と」

「ガーニムが……」

　かつて剣けんを交えた記き憶おくがよみがえり、ロディアはついつい絶句する。

　国王はそんなロディアを静かに見下ろして言う。

「このことは、お前たちはまだ知らないだろうね。ついこの間、マディス連合王国とランカディア王国、ソール王国との同盟が締てい結けつされた直後にもたらされた報だった。ガーニム皇子はひっそりとジェレマイヤの山を登って、わがマディスを裏から攻せめようと試みたものの、山やま越ごえの途と中ちゆうに事故で亡なくなったのではないかな。そうそう深い雪の降る地方のひとでもないからね。そんなこともあるかとは思っていた」
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　アスファル帝てい国こく海軍旗艦の艦かん尾び甲かん板ぱん上で、マイムーンはランカディア国の艦かん隊たいを見た。

　砲ほう撃げきを食くらったせいで手すりはへし折れ、あちこちに穴が空き、甲板は血で汚よごれている。

　しかしそんな環かん境きようも、血と死を愛するマイムーンには好ましいくらいのものだ。

「やはりランカディアは向こうにつきましたか。それにしても、思ったより数を出してきましたね。とはいえそろそろガーニム兄上の陸軍がマディスに着く頃ころ合あいです。やはりここは突とつ破ぱしたい。どうです、サクル？」

　マイムーンが望遠鏡を畳たたんで振ふり返ると、サクルがぼんやりと瞬く。

「そうですねえ。ですが……その。ガーニム殿でん下かは、なくなられたようですよ。マディスの通信旗がね、そういうふうに言ってます」

　サクルに言われて、マイムーンは改めて望遠鏡をマディス艦隊に向けた。

　ひらめく通信旗の暗号はほぼすべて解読済みだ。確かにそのような内容がつづられているのを確かく認にんし、マイムーンは軽く舌打ちをした。

　もちろん予測していた事態のひとつではある。

　思った以上にマディスの外交は優ゆう秀しゆうで、ガーニムに隙すきがありすぎた、ということだ。

「……最後まで役立たずでしたね、あのひとは。どうせ事故にでも見せかけて、ジェレマイヤの連中に殺されたのでしょう。やはり、マディスは首しゆ相しようは扱あつかいやすいが、国王が面めん倒どうだ。王室外交をやられて、表から見える以上にジェレマイヤを包囲したのかもしれません。とっととあの国王をすげかえねばなりませんね」

「撤退しましょう、殿下。今回は、ここまでです。見てください。この船もけっこうぼろぼろですよ。まともに戦うには、ちょっと水兵の数も足りなくなっちゃってるんじゃないかな」

　サクルに言われて改めて旗き艦かんを眺ながめ、マイムーンは考えを巡めぐらせた。

　自分が他国の一将軍ならば、サクルの言うようにするかもしれない。しかし自分はアスファル帝国の皇子なのだ。生まれながらに支配者でなくてはならず、軍を任されたのなら勝たねばならない。勝ち続けるからこそ、有能であるからこそ、皇族なのだ。

　マイムーンは細い目を笑みの形にして言う。

「──いえ、続けましょう、サクル。ここで逃にげ帰っても、わたしも敗戦の将として裁かれるのみ。帝てい位いは永遠に遠のきます。しかし幸い、目の前にはマディスの国王と海軍総司令官がいる。どちらかの首を取れば、胸を張って国に帰れます。さあ、まずは他ほかの艦から動ける水兵たちを旗艦に集めるんです。面倒な負傷者は海に放ほうり出してしまいなさい」

「そうかあ。……やっぱりそうなりますよね。しょうがない」

　背後でサクルがため息を吐ついた気配がした。彼はいつでもそうだ。

　ぶつぶつ文句を言いながらも、なんだかんだでマイムーンについてくる。人ひと質じちにしたサクルの妹などとうにマイムーンが殺してしまったのに、そんなことも知らずに健気な人間だ、と思う。そのとき、不意にマイムーンの後頭部に衝しよう撃げきが走った。

　何歩か前方によろめき、一体何事が起ったのかについて考える。

　しかし結論が出る前に、彼の意識はぶつりと途と切ぎれた。

　そのまま甲板にくずおれたマイムーンに、周りの士官や兵士たちは大いにひきつって硬こう直ちよくしていた。ただひとり平然としていたのは、戦場には場ば違ちがいな平服のままのサクルだ。

　彼はマイムーンを殴なぐり倒たおした木もく片へんを握にぎったまま、しみじみとため息を吐いた。

「すみません。あなたが俺の妹をとっくに殺してたことなんか、予測はついてたんですけどねえ。俺はただ、信じたくなかっただけだ。アスファルでは皇家に目をつけられたらもうどうしようもないんだって思って、性に合わないことをする言い訳にしてた。だけどそろそろ、俺も責任を取らないといけませんよね。それこそ、死んで妹に合わせる顔がないですから」

　聞く人のいない饒じよう舌ぜつを繰くり広げていると、傍かたわらで士官たちが顔を見合わせているのがわかった。彼らがひとりの水兵を顎あごでうながす。水兵は神しん妙みような顔でうなずき、曲刀を抜いて歩み寄ってきた。

　殺されるのかな、とぼんやりサクルが待っていると、水兵はまっすぐマイムーンのほうへ行こうとする。

「あー。やめなさい、やめなさい。そのひと、確かに残ざん酷こく趣しゆ味みだったけど、君たちが皇族殺しの罪を背負うことはないよ。俺が全部持っていくから、そういうのは。いいね、国に帰ったらちゃんと証言するんだよ。殿下をぶんなぐって拘こう束そくしたのは、このサクルだ」

　疲つかれ顔で言ってから、サクルは周囲を見み渡わたす。

　まだ辺りには砲撃の音と煙けむりが満ちていた。煙で真っ黒になった顔が、いくつも、いくつも、濃こい疲ひ労ろうと淡い期待をこめてサクルを見ている。

（ルクサーナは……もう、いない、か）

　サクルの視線は自然に幽霊になった妹を探したが、もう彼女の気配はどこにもなかった。

　最後に会えたこと自体が、きっと奇跡みたいなものだったのだろう。

　サクルは自分の最後の役目を果たすため、どうにか腕うでを持ち上げ、軽く手を打ち合わせた。

「さ、なんでもいいから、白いものを旗にして揚げるんだ。戦争を終わらせるよ」
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　ランセとロディアがそれを見たとき、ふたりはまだウォルター卿きようの旗艦の甲かん板ぱんの上だった。

　ロディアの疲労は極に達していたが、背中に感じるぬくもりが彼女を支えていた。

「ランセ。あれ、なんだ？　あの、アスファル軍の旗艦に揚がってる旗」

　少しばかり首をよじってロディアが訊くと、背後のランセも上の空の返事を寄よ越こした。

「あー。白旗だな。なんだっけ、あれ」

　気づくと背中合わせになっていたふたりは、サーベルを手に、互たがいの背にわずかな力をかけてどうにか立っている。

　甲板上に動く敵はもはや数人。対して辺りは屍しかばねと負傷者の山だ。

　誰だれもが化け物を見るような目でこちらを見ているが、いっせいにかかってこられたらそろそろつらいな、とロディアは思う。

　と同時に、鈍にぶくなった頭がようやく白旗の意味を思い出した。

「白旗と言えば……降こう伏ふくか？」

「あ、それだ、それそれ。……って」

　ランセが少し声を明るくしてから、不意に言葉を切る。

　ちょうどそのとき、甲板にいた敵兵たちも自分たちの旗艦に揚がった旗に気づいたようだった。派手な悲ひ嘆たんの声をあげる者があり、無造作に曲刀を投げ捨てる者がある。

　ランセとロディアはどうにか甲板を踏ふみしめて背を離はなし、互いに顔を見合わせた。

　返り血に汚れたランセの顔を見つめて、ロディアがぼんやりと問う。

「勝った、のか？」

「ああ。そうみたいだな」

　ロディアに負けず劣おとらずぼんやりと返してきたランセの顔を見ていると、不意にロディアの目は熱くなった。頭より先に心臓が事態を吞みこんで、全身が震ふるえた。一いつ瞬しゆん寒気でもしているのかと思ったが、すぐにそうではないことに気づく。

　これは、歓かん喜きだ。

「ランセ」

　ロディアはサーベルを逆手に持ち替かえ、どうにかランセの名を呼んで、彼に抱だきつく。

　すぐにランセの片かた腕うでがしっかりとロディアを抱き返してくれる。

　彼の熱を感じた。血の匂においと心臓の音を感じた。涙なみだが零こぼれそうになった。すぐに我が慢まんしようとして、ロディアは不意にその我慢のばかばかしさに気づいた。これは嘆なげきの涙ではない。

　今は泣いてもいいのだ。そう思うと涙はあとからあとから零れて、とどまるところを知らなかった。ランセの片腕に、さらに力がこもる。

　彼はロディアを抱いたまま、手にしたサーベルを空に掲かかげる。

　冬のさなかだというのに、奇き跡せきのように青い空だった。

　サーベルがきらめき、ランセは怒ど鳴なりすぎてかすれかけた声で、それでも堂々と叫さけぶ。

「俺たちの、マディスの勝利だ！」

　ほとんど同時に、どれも満まん身しん創そう痍いのマディスの艦かん船せんからわあっと勝利の声があがった。

　誰もが剣けんを振り捨て、帽ぼう子しでも、シャツでも、振れるものはなんでも振って、マディスをたたえる声をあげている。

　普ふ通つうなら三回繰り返して終わるはずの勝利の声は、いつまでも、いつまでも終わらず、音の洪こう水ずいのように立ち尽つくすロディアたちを吞みこんでいた。




　──アルモニア暦れき三二一年、冬。

　アルモニア暦の終わりと共に、ひとつの戦争が終わった。
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「──かくして！　マディス王国海軍総司令官、ジョン・ウォルター卿は、名めい誉よの負傷を負いながらも王国軍を勝利へと導いたのだ！……って、ああ、もちろん、白色艦かん隊たい司令官、カザルス提てい督とくの活かつ躍やくも忘れちゃいないよ。カザルス提督は麗うるわしい軍服を勇ましい戦友の血に染めながらも、砲ほう弾だん飛び交かう艦かん尾び甲かん板ぱんに凜り々りしく立ち、眉まゆひとつ動かさずに指揮を執とり続けた！」

　新聞の号外を手にしたひとりの少年が、酒場の真ん中で声を限りに喋しやべりまくっている。

　周りを取り囲んだ人々は少年の語る内容などとっくに承知していたが、まるで初めて戦勝の知らせを聞いたかのように目を輝かがやかせて話に聞き入っていた。

『神々の盾たて』という御ご大たい層そうな名前が後からついた、マディス近海での大海戦から約一か月。

　マディス王都にはまだまだ浮うかれた雰ふん囲い気きが漂ただよっている。長く続いた戦争と、その後の灰色の停戦時代の鬱うつ屈くつを今こそ晴らそうとでもいうのか、古びた酒場は連日満員だった。

　そんな熱気にあふれかえる酒場の隅すみに、のんびりカード遊びに興じている卓たくがひとつある。

「相変わらず、海軍新聞はへんてこな古文まじりの悪文ですわね。わたくしは思うのですけれど、すべての公文書はもっと文学的になるべきですわ」

　アルデアが妖よう艶えんな黒いドレス姿で言い、カードを一枚捨てる。

　むき出しの肩かたに傷きず跡あとひとつ残っていないのは、彼の手術が天才的な証しよう拠こだ。

　いつもの軍服のカロルは、真しん剣けんに手持ちのカードを見つめながらぼやいた。

「文章より、あの司令官が褒ほめちぎられてるほうが気になるけどなー、俺。カザルス提督はやることやってるから褒められてもいいけど。でもなんか、カザルス提督のことになるとやたら新聞が美文調になりませんか、艦かん長ちよう？」

「んー？　カザルスは自分で自分を褒め称たたえる超ちよう耽たん美び文の報告書が書ける才能の持ち主だからな。報告書の文面をそのまま引っ張るとああなるんだよ。あれはあれですげーと思うぜ。俺の報告書なんか、本気で単なる単語の羅ら列れつだし」

　木製の椅子いすを漕こぎながら無造作にカードを捨てるのは、海軍中ちゆう佐さの軍服を肩にひっかけたランセだ。その横には終始無言で冷静なゲーム展開をするキニスと、丁てい寧ねいにオレンジを剥むいて食べているルーナ・ノアの姿もある。

　そんな五人の様子に気づき、客のひとりが寄ってきた。

「あら、あんたたちも海軍人さんだね。どうだい、何か武勇伝でも聞かせてよ」

「いや、俺たちは下っ端ぱだから。堂々と言えるようなことはなんにもねーよ」

　ランセが笑って片手をふるが、中年女は引き下がらない。

「そうなのかい？　いくら下っ端だって言っても、ひとつやふたつくらいあるんじゃないの？　何しろ大きな戦争だったんだしさ」

　ランセは悪戯いたずらっぽく笑って何か言おうとしたが、ふと何かに気づいて口をつぐんだ。

　その直後、彼女の後ろで号外を持った少年がひときわ声を大きくする。

「それと！　ジョン・ウォルター卿の危機を救った若い海かい尉いのことも忘れちゃならない！　そのひとは輝かしい金きん髪ぱつに真っ赤な瞳ひとみの、ものすごい美人の女性士官だって話なんだから！」

　始まったのは、今回の海戦の話の中でも特に人気のくだりだ。

　ランセたちが皆みなカードの手を止めて少年の話に聞き入り始めたのを見て、中年女は顔をほころばせる。

「なんだ、あんたたちもアルバラード海尉びいきなの？」

　彼女の問いに、円えん卓たくに集まった海軍人たちは互いに視線を交かわして小さく笑う。

「ああ。大好きだよ」

　代表してランセが答えた。彼の柔やわらかな言いように、中年女は、あら、と思う。

　このひと、こうしているとなんだか頼たよりがいがあるような、ものすごくあけっぴろげでどきっとするような、なんだか気になるいい男じゃない。

「だったら今、王宮に来てるって話だよ！　軍人さんたちなら、行けば会えるんじゃないの？　どうよ、行ってみたら」

　熱心に勧すすめ始めた女に、ランセはひらひらと片手を振ふった。

「いや、俺たちはここでいいんだ。な？」

　念を押すようにランセが円卓のみんなを見ると、笑みを含ふくんだ視線が返ってくる。

「ほんとにいーんですか？　俺たちはともかく、艦長は行ったっていいと思うんですけど。陛下も喜ぶだろうし。ってか、今さら無理してもいいことないですよ？」

「そうですわよ。未練がましく追いかけていきたいなら、嘲笑わらって見送ってさしあげます」

「阿あ呆ほう。今さら追いかけたって、それこそ俺なんかじゃ近寄れねーよ。あいつはみんなの人気者だし、そうなる価値があるやつだ。偽ぎ装そう結けつ婚こん申しこまれたので満足しとくわ、俺は」

　ランセがさらりと言うと、円卓の周りにはしばし沈ちん黙もくが落ちた。

　数秒後、アルデアとカロルがものすごい勢いで椅子を蹴けって立ち上がる。

「ちょっとお待ちなさい！　なんですの、今の『結婚』とかいう幻げん聴ちようは！」

「そーですよ、まさかのまさかですけど、それってロディアが艦長に、ってことですか!?」

「あー、うるさい、うるさい。っつーかカロルはともかく、どーしてアルデアがそこでむきになんだよ。あっれ、お前ひょっとして？」

　ランセがからかった途と端たん、アルデアは真っ青になって自分の胸に手をあてた。

「黙れ！　貴様の無ぶ粋すいな推測なんかで僕の気持ちが測れるか！　いいか、そんな不ふ埒らちなことが許されるくらいなら、いっそ僕が貴様と結婚して日々命を狙ねらってやる。偽装ならこの僕の完かん璧ぺきに美しい外見でどうとでもなるだろう！」

「あははははは、寝ね言ごとは寝ねて言え、この変態が！　よりによって男言葉に戻もどして言いやがって。どこでどう屈くつ折せつしたら俺とてめぇが結婚とかいう話になんだよ！　そろそろ本気で斬きるぞ」

　ランセがひきつり笑いながら言ってサーベルの柄つかに手をかけると、今度はカロルが円卓に両手をついて大きく身を乗り出す。

「艦長……！　俺、その……ほんとは、応おう援えんしたいっていうか──艦長とロディアならって思うんですけど、でも……あれ、俺、何言ってんだろ……」

「……カロル。お前はお前で、別方向にマジすぎて洒落しやれになってねえ。わかったよ、かるーい気持ちで酒の席のネタをばらした俺が悪かった。認めるから、涙なみだ目めになるな。捨てられた子犬か、お前は」

　がっくりと肩を落としたランセが仕方なくカロルの頭を無造作に撫なでているのを横目に、キニスはさっきから手帳に何やら書きつけ始めている。

　ルーナ・ノアがふと横からその手帳をのぞきこみ、なぜかほんのり顔を赤くした。

「それ、誰だれ宛あての詩？」

　ぼそりとルーナ・ノアが訊き、キニスは自分でも不思議そうにかすかに首をかしげた。

　あいつはあいつで不安だな、とランセが微び妙みように目を細めて考えながら、軽く咳せき払ばらいをした。

「──とにかく。今日はあいつにとっても俺たちにとってもめでたい日だ。いつまでもばかやってないで、祝ってやろうぜ」

　ランセが少し声を張って言うと、レーン号の面々はようやく少し落ち着く。

　ランセは満足そうに笑って、みんなのグラスに琥こ珀はく色いろの強い酒を注いでいった。

　全員が小さなグラスを手にし、ルーナ・ノアだけは水で割った葡ぶ萄どう酒しゆのコップを両手で抱かかえたのを確かく認にんすると、ランセは自分のグラスを高く明かりのほうへと掲かかげる。

「乾かん杯ぱいだ。俺たちの大好きな、彼女の未来に」

「乾杯！」

　涼すずやかな音を立ててグラスがかち合い、琥珀色の酒は黄こ金がね色いろに輝いた。
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　ランセたちが王都の酒場にいたのと同じころ、ロディアは王宮の礼拝堂にいた。

　王都の中央にあるアルモニア大聖堂ではなく、アルモニア出現以前に造られた古式ゆかしい石造りの聖堂である。灰色の石を積んでどっしりと角ばった印象に作り上げられた礼拝堂には、まだ【旧神】信しん仰こうの名残なごりである、自然物やひとの顔らしき装そう飾しよくが見て取れた。

「ロディア・アルバラード海尉。前へ！」

　白に金糸でびっしりと刺し繍しゆうをほどこした衣装の神官が声を張り上げる。

「はっ！」

　ロディアは深く垂れていた頭をあげて、片かた膝ひざをついた状態から立ち上がった。

　正面の円窓から差しこむ光が、古びた礼拝堂の中を照らし出している。深しん紅くの絨じゆう毯たんの敷しかれた中央通路の両側には、そろいの黒に銀糸の刺繍の衣装をまとった人々が並ぶ。

　彼らはマディス王国建国の際、王家に付き従ったとされる十二の名門貴族の当主や、その息子むすこたちだった。

（本来なら、アルデアも貴族の一員としてそこに並んでいたのかもしれないんだな）

　ふとそんなことを思うと、がちがちの緊きん張ちようがわずかに緩ゆるむ。

　今日のロディアは常の軍服ではなく、両側に立つ貴族たちよりは簡素な黒に銀をあしらった衣装を身に着けていた。やや時代がかったしろものだが、それがまたロディアの甘さのない美び貌ぼうにはよく似合う。

　ロディアの視線の先には、金糸で織り上げたケープを肩にかけ、ぱさついた金髪の上に軽量の王おう冠かんをいただく、マディス国王の姿がある。

　ひとの吐と息いきの音しかしない礼拝堂を、ロディアはゆっくりと歩いていく。

　国王から十数歩離はなれた位置で立ち止まり、彼女はすぐにまた片膝をついた。

　頭上から、王のかすれ気味の声が降ってくる。

「そなたのこのたびの英えい雄ゆう的な働きを、大変に嬉うれしく思う。そなたは正しく王国の盾たてであり、剣けんであった」

「はっ。光栄に存じます。わが身は陛下の剣。わが幸せはマディスと陛下と共にあります」

　ロディアは顔を伏ふせたまま言い、腰こしにつけていた儀ぎ礼れい用のサーベルを鞘さやごと外すと、柄を国王に向けて両手で差し出す。

　王は瘦やせた指でサーベルの柄をつかみ、無造作に抜ぬき放った。

　陽光が剣に零こぼれてきらめく。王はまぶしそうに目を細めてから、その刀身に口づける。

　冷えた剣がひらめき、そっとその平がロディアの両りよう肩かたを叩たたいた。

「汝なんじ、ロディア・アルバラードを、マディス王国騎き士しに叙じよす。──どうか、これからもこの国を愛し、守っておくれ。アルバラード卿きよう」

　剣の平が触ふれるほんの軽い感かん触しよくと、静かな声。

　そのふたつが恐おそろしく重く、心に刻みつけられる。全身がわずかに震ふるえた。精神が高こう揚ようしてくるのがわかる。これははるか昔、マディス建国のころから行われてきた儀ぎ式しきだ。

　ロディアは戦功をたたえられ、一代限りとはいえ貴族に叙せられたのだった。

　彼女はそもそも下級貴族の家の出だが、爵位は男性が継ぐものと決まっているマディス王国では奇き跡せきに近い出来事だと言える。

　まだロディア本人にも実感などないが、それでも心が震えているのは本当だ。

「はい。この命がたとえ尽つきようとも、この愛と忠誠は尽きません」

　ロディアは心から囁ささやいて、神官に勲くん章しようを肩かたからかけられるのを待つ。

　その後慎しん重ちように立ち上がり、ロディアは居並んだ十二人の貴族の指輪に順に口づけていった。

　そうそうたる大貴族たちは、政府や軍でも相当な地位を持っている人間がほとんどだ。

　国務大臣に、国立大学の学長。

　そして──海軍総司令官、ジョン・ウォルター卿。

（ウォルター卿としては、少々不本意か？）

　戦場でのうろたえぶりをロディアに見られてしまったウォルター卿だ。ロディアのことを苦手に思ってもあたり前かな、と思うが、まあ深く考えても仕方がない。
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　すべての儀式が終わり、王が退出すると、それに続いて貴族たちも礼拝堂を出た。

　最後にロディアが外に出ると、少しばかりぬるくなった風が吹ふいて古風な衣装のすそを揺ゆらす。また、もうすぐ春が来るのだ。

（──ランセたちに、会いたいな）

　なんだか心が浮うわついてしまって、じっとしているのがひどくつらいような気分だ。

　こういうときは、誰だれをおいてもランセたちに、ランセに会いたい。

　しかしロディアは帰き還かんしてから叙じよ勲くんだなんだと忙いそがしすぎて、すっかりランセたちと引き離されてしまっていた。こうしてみると、陸では彼らへの連れん絡らく手段が一いつ切さいないことに気づく。

　海の上では何よりも強いと思った絆きずなが、陸ではひどく頼たよりないようでもどかしかった。

　とりあえずは海軍省の誰かに聞いてみるか、と心を決めて歩き出したところで、ロディアはひとりの貴族が自分を待っているのに気づく。

　柱ちゆう廊ろうの隅でたたずんでいたのは、よりによってジョン・ウォルター卿である。

　彼は相変わらずまったく表情の浮うかばない顔でロディアを見つめ、淡たん々たんと言った。

「よくやったな、アルバラード卿。これで君もれっきとした貴族というわけだ」

　嫌いや味みなのか、本当に祝福しているのか、ちっともわからない語調だ。

「とはいえ、末席ですので。それでも分不相応とは思っていますが……ときに、怪け我がはもう大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ロディアはとりあえず話題をそらして視線をウォルター卿の頭部へ向けるが、彼は儀式用の衣装のフードを深めにかぶっているので包帯の有う無むはわからなかった。

　ウォルター卿はロディアの問いには答えず、緩やかに歩きながら話し始める。

「──すぐに君には辞令が下りる。昇しよう進しんだ」

「……ありがとうございます」

　いきなりのことに息がつまりそうになり、ロディアはとにかくそれだけ言う。

　思ったより彼女の反応が薄うすかったせいか、ウォルター卿は逆に少し饒じよう舌ぜつになった。

「君の働きは素す晴ばらしかった。あれだけの働きをして、昇進もなしというのでは誰も納なつ得とくしないのだ。軍人も、国民もな。この戦争の様子を記した新聞の号外は、どんな場末の酒場でも、貴婦人のサロンでも読まれている。君は辞令が下り次し第だい少しよう佐さだ。海軍少佐となれば、スループ艦かんあたりの艦かん長ちようを務められる。もっともちょうどいい艦がなくてあぶれている少佐は山ほどいるわけだが──探しておこう。艦が見つかり次第、君はあの幽ゆう霊れい船せんに乗る必要はなくなる」

　ロディアはウォルター卿について歩きながら軽くあいづちをうっていたが、最後の言葉にふと、反応をするのを忘れた。そうなのだ。叙勲の話が出てから、薄うす々うす予測はしていた。

　しかし、こんなに早くこの日が来るなんて。

（ランセたちと、離れなくてはならない）

　頭の中でつぶやいてみても、ちっともしっくりこなかった。

「……そうでしたね。昇進するということは、そういうことなんだ」

　ロディアのつぶやきが沈しずんだ調子なのに気づいているのかどうか、ウォルター卿は続ける。

「あそこにいては、絶対に海かい尉い以上にはなれんからな。──それはともかく、うちにはちょうど十八になる息子がいるのだ。君と歳も近いな」

「ひとつふたつ違ちがいですか。将来が楽しみな年頃ごろですね」

「そうだな」

　しばらくふたりは無言のまま歩いていく。

　……何かおかしいな、とロディアが思ったあたりで、ウォルター卿が再び口を開いた。

「君は、結けつ婚こんの予定は？」

「残念ながら、ありません」

「そうか」

（……このひとは、一体何を考えているんだろう？）

　やっと疑問に思ってしげしげ相手の顔を見つめるが、ウォルター卿は鉄てつ壁ぺきの無表情で続ける。

「うちには十六になる娘むすめもいるのだが」

「失礼ですが、司令が何をおっしゃっているのかよくわかりませんが……」

　とても正直なロディアの告白に、ウォルター卿は再び黙だまりこんだ。

　その脳内でどんな思考がめぐっているのやら、興味深く見守るロディアの眼前で、彼は何か決心したようにうなずいて言う。

「よろしい。では今度、君を任務の合間に食事に招こう。合間などというものがあればだが。来てくれるな？」

「はい。それはもう、よろこんで」

　他ほかにどんな返事ができるというのだろう。とにかく承しよう諾だくした後、ロディアは一応訊いてみた。

「司令官。ひとつお聞きしたいのですが、私は、閣下に嫌きらわれているのでしょうか？」

「そう見えるかな？」

　ウォルター卿の答えには飾かざり気がまったくない。しかし、彼は常にこんな調子だ。

　悪いほうへ勘かんぐればいくらでも勘ぐれそうだが、こういうときは考えすぎるよりも自分の勘に頼ったほうがいい気がした。

　ロディアはじっとウォルター卿の横顔を見つめ、結論を出す。

「いえ、あまりそうは見えません」

「君の目に見えるものが、真実だ」

　ウォルター卿はどことなく満足げに言い、そのまま宮きゆう殿でんの回かい廊ろうを抜けて行った。

　ロディアは自然に足を止め、彼を見送る。

　ほんの少しの間をおいて、高い位置から甲かん高だかい声で歓かん声せいらしきものがあがり、ロディアは大きく瞬またたいてそちらを見上げた。

　宮殿の露ろ台だいに、華はなやかなドレスをまとった貴婦人たちの姿がある。

　扇おうぎの陰でこそこそと話し合う彼女たちの姿も、今は平和の象しよう徴ちようみたいに見えて、ロディアは微笑ほほえんで手を振ふった。
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　その後、ロディアがやっと家に帰れたのは、翌日の夕刻になってからだった。

「ただいま──と言っても、まだ兄上たちも帰っていないだろうな」

　少しばかり疲つかれた顔で、外がい套とう姿のロディアは屋や敷しきのノッカーを鳴らす。これはもう癖くせみたいなもので、その後どうせ自分で扉とびらを開けるのだ。

（父上は療りよう養よう中で外国。兄上たちも忙しいし、管理人夫ふう婦ふは耳が遠いし。とはいえ、ここが私の家だ。……海軍省はランセたちのことについては何も明かさないし、ルクサーナは本人の望み通り埋葬して以降姿を見せないし──仕方ない）

　ロディアがどこか重い気持ちでドアノブに手をかけたとき、不意に扉が内側に開いた。

「おかえりなさいませ、ロディア様」

「え……？」

　あまりに意外な声がして、ロディアは目を瞠みはった。

　──明るい。

　きっと真っ暗だと思っていた屋敷の内部が、穏おだやかな光に満ちている。古い家具や絨じゆう毯たんには埃ほこりの気配すらない。まるで十年前みたいな、整って美しい我が家がそこにあった。

　戸口に立っているのは、簡素だが清潔な服装の女性だ。

　歳はせいぜい三十ちょっとくらいだろうか。栗くり色いろの髪かみをきちんと結ゆい上げた彼女の背には、白く柔やわらかな羽が揺れていた。

「メアリ」

　ほろり、とその名がロディアの唇くちびるから零こぼれる。

　ネライダの女、メアリは、ゆるゆると瞳ひとみに涙なみだをたたえて、かすれ声で囁ささやく。

「ロディア様……ご立派に、なられましたね」

　メアリの声をきっかけに、ロディアの眼前には無数の記き憶おくがひらめいた。

　子供部屋で過ごした夜。一いつ緒しよに歩いた公園の緑。手をつないで見に行った、オルディアレス艦長の戦勝パレード。幼いころの記憶には、いつだってこのひとがいた。

「メアリ──私の母代わりだった……本当に、君か!?」

　ロディアは鞄かばんを床ゆかに放ほうり出し、懸けん命めいに彼女の肩かたをつかむ。

　メアリは無言で涙をこぼし、何度もうなずく。

　その背後から、しゃがれた男性の声がした。

「ずっと後こう悔かいしていたのだ。いかに家が苦しい時期だったとはいえ、あれだけお前の面めん倒どうをみてくれたメアリを手放すべきではなかった」

「父上！　お帰りでしたか！」

　これまた懐なつかしいひとの声に、ロディアの心はどうしようもなく浮き立った。

　メアリが横にそっと身を避よけると、狭せまい玄げん関かん広間の真ん中に立つ父の姿が視界に入る。

　杖つえにすがって立つ姿は昔よりずいぶん瘦せてしまったが、それでも不思議なほどの威い厳げんに満ちているようだった。彼はいかつい顔をすぐに笑えみでいっぱいにして言う。

「万が一にも戦火が王国本土に及およべば、いよいよ人探しは困難になるだろうと思って慌あわてたのだが……心配のしすぎだったようだ。いつの間にか本物の軍人になったな、ロディア」

「いえ……私はまだまだです。長く、留守をいたしました」

　ロディアがどうにかそれだけ言って敬礼すると、父も返礼してから重々しくうなずく。

「海軍人ならそれが当然だ」

　父が、自分のことを軍人として認めてくれている。

　そのことが彼の全身からにじんでいるようで、ロディアはのどの奥にぐっと熱いものがこみあがるのを感じる。ロディアの父は英えい雄ゆう時代のランセに副長として仕えたひとだ。

　話したいことが山ほどあった。今なら話せることがたくさんあった。

　それにしても、一体何から話したらいいのだろう。

　あふれ出る喜びをもてあましながら、ロディアはとにかく父に歩みよろうとした。

「父上、聞いてください。私の上官は──」

「あれ、今ってひょっとして、感動の再会の真っ最中か？」

　そこへいきなり気楽な声がかかって、ロディアはぎょっとして振り返る。

　まだ半開きだった玄げん関かん扉とびらを押さえて立っている黒くろ髪かみのひとは、もちろんランセだ。

　彼は平服に外套という恰かつ好こうで軽く片手を上げた。

「よう、ロディア。ちょうど帰ってたみたいでよかったぜ」

「ランセ！　どうしてあなたがここにいるんだ！　式典にもこなかったのに……大体なんだ、その恰好は。元々若作りすぎるんだから、それじゃますますそのへんの学生そのものだぞ」

　嬉うれしさと安あん堵どで、思わずロディアの声は大きくなった。

　ランセは屈くつ託たくなく笑い、扉と壁かべに手をかけて首を傾かしげる。

「いいじゃねーか、男の恰かつ好こよさは見てくれじゃねえんだし。そもそも俺たちはレーン号が壊こわれちまってる間、陸上待機なんだ。英雄さんの邪じや魔ましちゃ悪いってんで健気に隠かくれてようかとも思ったけど、我が慢まんも性に合わないからな。せっかくだからこのへんに泊とまってお前と飲もうかって話になって。みんな街の宿屋にいるぜ」

「なんだ……そうなのか。そうならそうと、早く、言ってくれれば……」

　今までの緊きん張ちようと寂さびしさがどっと崩くずれてしまい、うっかり膝ひざが抜ぬけそうになった。

　ランセたちと離はなれていたのはほんの少しの間なのに、父やメアリとの再会よりも久しぶりのような気持ちすらする。ロディアはとにかくほっとして、柔らかく微笑んだ。

「──まあいい。そちらから会いに来てくれたんだ、私の心配のぶんは帳消しにしておこう。お誘さそいはありがたくお受けしたいが、私も帰宅したばかりだし……そうだ。せっかくこの街に滞たい在ざいするなら、うちに泊まっていけばいいんじゃないのか？　全員は無理でも、あなたは」

　きっとランセには、父とも話したいことがあるはずだ。

　そう思っての提案だったが、ランセはあっさり首を横に振った。

「いや、それはやめとくわ」

　ロディアは、なぜ、と問おうとしてから声を吞みこむ。

　ランセの視線が、ロディアの肩かた越ごしに父のほうへ向かっているのに気づいたからだ。

　彼は穏やかな、懐かしむような、いつくしむような、敬愛のような、柔らかな目で言う。

「……俺は、幽ゆう霊れいだからな」

「──そうですな。わたしも、幽霊の歓かん待たい方法はわからんもので」

　ロディアの父からも、穏やかな答えが返る。

　その声を聞くと、このふたりにはそれ以上の会話は要いらないのだな、とわかった。

　ロディアがちらと振り向くと、父はうっすらと微笑んで言う。

「ロディア。わたしのかつて仕えた艦かん長ちようは、酷ひどいひとでな。勝手に無茶をやりまくるうえ、とんでもない死に方をしてくれた。ただの戦死ならまだいい。しかし、わたしがどうにもできないところで、わたしの指をすり抜けてしまった」

　本当にその通りだ。今ならロディアも当時の父の気持ちがわかる気がする。

　父は、それこそ親子のような年ねん齢れい差だったランセを息子むすこのように思っていたのだろう。そんな相手を守りきれなかったとなれば、戦後の父の落ちこみようにも納なつ得とくするしかない。

（この話、ランセはどんな顔で聞いているんだろう。さすがに立場がないだろうな）

　ロディアがそっと背後の気配を探さぐっていると、父が少し憮ぶ然ぜんとした顔になって続けた。

「……あげく、そのひとはいつの間にかお前までさらっていったわけだ。これで相手がお前の求きゆう婚こん者しやならば、わたしも拳こぶしで語り合えたのだが……軍務となればそうもいかん」

　父の言いように、ロディアは小さく笑って答える。

「父上の鉄てつ拳けんを喰くらわずに済んだのは、そのひとにとっては幸いだったかもしれませんが。彼はある意味、求婚者より性質は悪いかもしれませんね」

「おーい、それが恩ある上官に言う台詞せりふか？」

　後ろから軽く小こ突づかれ、ロディアはランセを見上げる。

　彼がさも楽しげに見つめてくるので、こちらもいつもの調子でその胸を軽く手の甲こうで叩たたいた。

「本当のことなんだからしょうがないだろう。あなたは性質が悪い」

「女おんな癖ぐせのこと言ってんだったら、絶っ対お前のほうが悪いぜ。一体何人泣かせてんだよ」

「私は女性とは誠心誠意で付き合っているぞ。あなたのほうこそ、裏で男女関係なく山ほど泣いてるに決まっている……というか、そんな話を父上の前でさせるな！」

　ついついいつもの調子でロディアが声を荒あらげると、メアリが物もの柔やわらかに割って入ってくる。

「まあまあ、とにかく軍人さんは軍人さん同士で飲んでいらしたらどうです？　先に届いたロディア様の荷物は、今夜中にすっかり私が解ほどいておきますわ。武勇伝は帰ったあとにたっぷり聞かせてくださいましね。旦だん那な様もそれでよろしゅうございますね？」

　彼女にそう言われてしまうと、父も笑ってうなずくだけになってしまう。

「ああ。行っておいで、ロディア」

「ありがとうございます、父上。──じゃあ、お言葉に甘えて、行くか」

　ロディアが振ふり返って言うと、ランセは微笑ほほえんで冷えた街路へと歩み出る。

「おう。せっかくだ、みんなが酔よっぱらっちまう前に追いつこうぜ」

　ロディアも外がい套とうのボタンをとめなおし、ランセの後を追って外へ出た。

　まだ春が来るまでには少しばかりの時間がある。夕暮れの紫むらさきに染まった新市街に積もった雪は、道の端はしでがちがちの氷になっていた。ところどころに暖だん炉ろの明かりが漏もれる街路を歩きながら、ランセが能天気な声を出す。

「にしても、元気そうだったなー。お前の親父おやじさん」

「だな。私も会ったのは久しぶりだが、思った以上にお元気だった。あれは百まで生きるぞ」

「百までか！　そしたら、それまでマディスの平和を守ってくのが俺たちの役目ってことだ」

　明るいが、不思議な重みをもったランセの言葉に、ロディアの胸はじわりと熱くなる。

　そんなことをさらりと言えるのがこのひとなんだ、と思う。

　呼吸をするみたいに自然に、この国を守ろうと思えるひと。

　彼について小規模な屋や敷しきの並ぶ通りを抜けると、ふたりは新市街の大通りに出た。

　まるで人気のない道で、ロディアは不意に思い出す。

（そういえば……ちょうど、この辺りか）

　考えこむロディアの気配に気づいたのか、ランセが振り返って首を傾げる。

　どうした？　と視線で訊いてくるそのひとの姿に胸が騒さわいだ。

　そうだ、やっぱり間ま違ちがいない。この場所だ。確信したロディアは、かすかに震ふるえる声で言う。

「ランセ、知っていたか。──私は昔、ここで、あなたを見たんだ」

「昔っつーと、俺が『死ぬ』前の話か？」

　ランセはこともなげに言って、何かを思い出そうとでもいうように辺りを見み渡わたす。

　あの頃、この街は、この道はひとであふれていた。誰だれもが熱ねつ狂きようして、エリアス・オルディアレスの名を呼んでいた。その中にはもちろん、ロディアの姿もあった。彼女は囁ささやく。

「そう。戦勝パレードの日だよ。私は小さな子供で、ここからあなたの馬車に必死に呼びかけていたんだ。あなたはもちろん覚えてなんかいないだろうが、ちゃんと手を振ってくれた。私はとても感動して……オルディアレス艦長がいればこの国は、自分は、きっと大だい丈じよう夫ぶだと信じた。ただひたすらに、あなたに全部を押しつけようとしていた」

　言葉にすると無む性しように腹立たしくて、悔くやしくて、ロディアは軽く歯を食いしばる。

　オルディアレス艦長にすべてを押しつけようとしていたのは、子供だった自分だけではない。ありとあらゆる大人が彼を期待の目で見ていた。それこそ神様扱あつかいだった。

　そんな期待を背負って平然と勝ち続けていた青年は、今、ここにいる。

「あー、あのときか！　懐なつかしいなー。パレードのくせに、箱形馬車だっただろ？　俺が若すぎて威厳がないっつーのと、暗殺避けだったんだ。当時から周りが不ふ穏おんだったからさ」

　かつて英雄と呼ばれたひとはこともなげに笑って、そんなことを言った。

　かつて美しく飾かざられた馬車に乗って通りかかった道の真ん中で、彼は無造作に外套のポケットに両手を突つっこんで立っている。

　ランセはロディアをじっと見つめて、不意に笑えみを優やさしくした。

「ごめんな。エリアスとして、お前を守りきれなくて」

　一いつ瞬しゆん息が詰つまって、ロディアは小さく震える。

　時間が勢いよく戻もどっていくような気がする。いきなり自分がただの無力な女の子に戻って、昔のランセと相対しているような気がする。あのころのランセは、一体どんなふうだったのだろう？　多分、今と大して違ちがわなくて──ただ、もう少し裏表がなくて、さらに喧けん嘩かっぱやい人間だったかもしれない。戦うことばかりを考えて、どこでも戦場を見つめる鋭するどい目をして。派手な勲くん章しようをたくさんつけた軍服を着て、行儀悪く馬車の座席に腰こしかけた青年。

　神様なんかではない、ただの人間。

　ロディアはぎゅっと自分の胸辺りをつかんだ。そこには自分がもらった勲章がある。

　彼女はその場にたたずんだまま、どうにか声を絞しぼり出す。

「謝ることなんてない。……私はあなたをなくしたと思ったからこそ、守られる子供であることをやめられた。あなたが何を背負っていたか、少しはわかるところまで歩いてこられた」

　そうだ。ずっとずっと、自分はここに来たかったんだ。

　守られる人間ではなく、守る人間になりたかった。あなたを知りたかった。あなたになりたかった。結局あなた自身になることはできないと知ったけれど、他ほかにも色々なことを知ることができた。

　たとえば、あなたの孤こ独どくとか。あなたの絶望と、希望とか。

　あなたの、愛するものとか。

　そして今、自分は、あなたの前にいる。ただひとりの人間として。

　ロディア・アルバラードというひとりの軍人として。

　今、ロディアは心がひどく澄すみ渡わたっているのを感じていた。これでいいんだ、と心から思える。ロディアはありったけの心をこめて言う。

「私は本当にあなたが大好きで、憧あこがれていて、あなたの死に、たくさんのものを持っていかれてしまった。だからこそ、死人だろうがなんだろうが、今、ここにいてくれるあなたにとても感謝している」

　言い終えると、ロディアはやっと大通りの真ん中に歩み出ることができた。

　ずっと黙だまって話を聞いてくれていたランセの目の前に立ち、彼を見上げて真しん摯しに言う。

「生きていてくれて、ありがとう。あなたが好きだ」

　ランセはロディアを見下ろして、緩ゆるやかに瞬またたいた。

　青と緑の瞳ひとみにたたえられた光が、月星の光とかちあって柔やわらかく揺ゆらぐ。

　戦場で見るような、恐おそろしいほどに強い意志を宿した瞳とは違った。

「ロディア」

　ランセがロディアを呼ぶ。ロディアは、彼の呼ぶ自分の名の響ひびきが好きだな、と思う。

　だから自分も、大事に彼の名を発音する。

「なんだ、ランセ」

　ランセは一度目を伏ふせてから真顔になり、ロディアの両りよう肩かたに手を置いた。

「ちょっと、試ためさせてもらっていいか？」

「試すって……何をだ？」

　きょとん、としてロディアが訊くと、ランセは答える代わりに彼女の体を抱だきしめた。

　いつもながらの唐とう突とつすぎる行動に、ロディアは息を吞んで固まる。

（っ……！　ひどい。こんなの、逃にげようがないじゃないか）

　苦しいと思えるほどの強さではなく、心もとないと思うほど遠えん慮りよ深ぶかくもなく、ランセはしっかりとロディアを抱いている。かすかな海の匂においと、頭がすっとするような綺き麗れいな匂いがする。そして何より、少し高めの体温が外套ごしにも伝わってくる。

　ランセが自分のすぐそばで呼吸していると思うと、勝手に緊きん張ちようが高まってしまって、ロディアはますますがちがちになった。このままではきっと顔が赤くなる。そんなのはさすがにまずい。でも、この腕うでから逃のがれる方法がわからない。体がちっとも動かない。

　彼女が困り果てているうちに、ランセはロディアの髪かみに顔を寄せてぼそりと告げる。

「うん。わかった。やっぱり、まずい」

「な……何がだ？　こう、筋肉のつきかたが足りないとか、逆に抱き心地ごこちが悪いとかか？」

「ばか、抱き心地とか、そんなことはっきり言うなっつーの！」

　いきなり体を離はなしたランセに怒ど鳴なられたので、ロディアは唖あ然ぜんとして言いかえした。

「そこが怒おこるところなのか!?　なんなんだ、一体。さすがに今のは意味不明だぞ！」

「んー。これから俺、お前には抱きつくの、やめるわ」

「……え」

（なんなんだ、それは。どんなつもりなんだ）

　意外すぎる答えに呆ぼう然ぜんとする彼女を置いて、ランセはとっとと身を翻ひるがえしてしまった。

「さーて。そいじゃ、とっとと飲みに行くか！　あ、そういや、この前お前に偽ぎ装そう結けつ婚こん申しこまれた、っての、レーン号の士官どもにばらしちまった。悪いな。みんな反応派手だったぜー、お前ってほんと、人気者な」

「人気なのはあなただろう！　いや、そんなことより、さっきのは一体どういう意味だ!?」

「はあ？　さっきのって何？　全然わかりません！」

　足早に繁はん華か街がいに向かいながらそっぽを向くランセは妙みように少年じみていて、ロディアは大いにひきつった。怒ればいいのか、恥はずかしがればいいのか、戸と惑まどえばいいのか、もう何がなんだかさっぱりわからず、とにかく後ろからランセの首に飛びついた。

　そのまま抱きしめるのも腹が立つので、ぎゅうぎゅうと相手の首を絞しめにかかる。

「あなたっていうひとは、本当に性質が悪いな　思い知れ！　この！」

「うわっ、ちょっ、不意打ち、不意打ち！　俺だって後ろに目はついてねーんだから！」

「知るか！　責任を取れ、このばか！」

「なんの責任だよ！　あれか？　レーン号に誘さそった責任？　それだったらとってんじゃねーか、愛ある指導で」

「違う。そうじゃない……！　とにかく長生きしろ。幸せになれ。いいな！」

　半分やけになって言うと、ランセは小さく声を立てて笑った。

「わけわかんねーよ！　そんなの当たり前だろーが！」

　彼の返事が嬉しくて、ロディアも思わずつられて笑う。

　明日の運命はわからないけれど、あと少し、一日でも長い間、このひとと一緒にいられますように。

　心の底から、ロディアは祈った。

　アルモニアにではなく、この美しい冬の夕暮れに。
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　こんにちは、栗原ちひろです。

『レッド・アドミラル　英雄は夜明けを招く』をお手に取っていただき、ありがとうございます。こちらは少女向け帆はん船せん時代海軍もの（魔ま法ほう成分あり）、「レッド・アドミラル」シリーズの三巻目になります。

　常に幻まぼろしの薔ば薇らを背負っている男装海かい尉いと、異能の力を持つ変わり者の男性士官たちが頑がん張ばるこのお話、皆みな様さまの応おう援えんのおかげでどうやらここまで来ることができました。

　というわけで、今回はやっとまとも（？）に海戦でございます！

　ノートに必死に「この船がこっち行って……えーっと、向き、向きは!?」などと色々図を描えがいてみたわりには、お詳くわしい方には「……あり得ん」だらけだと思うのですが、そこはそれ。

　男だらけの大運動会、もとい、大決戦を雰ふん囲い気きで楽しんでいただければなーと思います。

　本書でお話は一段落っぽくなっているんですが、これまた皆様の応援のおかげでシリーズはさらに続くことになりました。本当にありがとうございます。次回は今までの色々を引ひき継つぎつつ、ちょっと毛色の変わった展開になったりしつつ、ランセとロディアの絆きずなもさらに深まるといいですよね（願望）。

　と、いったあたりで通常のあとがきモードは終わり。

　まだ少々ページがありますので、以下にキャラクター周りの設定話を、本編に差さし障さわりない程度に挟はさんでみようかと思います。お暇ひまでしたらおつきあいください。




・名前について

　普ふ段だん呼び合っているレーン号士官の名前は、ロディア以外は本名ではありません。研究所でつけられたコードネーム的なものですね。なのでファミリーネームも何もなし。

　参考にした言語はラテン語で、カロルが『熱』、ルーナ・ノア（正確にはルーナ・ノワのほうが発音は近いはず）が『新月』といった感じに一応意味があります。




・レーン号内色々ランキング

　レーン号士官の中で一番背が高いのはカロルです。なんとなく長い手足を持て余している感じの男子。ランセもけして低くはないんですが、ずらりと士官を並べると、多分真ん中くらいです。ネライダというのは、すごく大おお柄がらなひとは少ない種みたいですよ。

　剣けんの腕うではもちろん一番はランセ。ただ、銃じゆうの腕となると一位がキニス、二位がアルデア、以下がロディア、ランセ、カロルの順番になっています。ランセとカロルは「銃の練習をするより、とっとと斬きりこんじゃえばいいだろ」というノリのようです。

　美しさでいうと、単純に一番美形なのはアルデアです。ただし毒々しさも一番。

　女性にもてるランキングは、あきらかにロディアが一番でしょうね！　本当にどうしてこうなったんだろう。ランセも普ふ通つうに人気ありそうですが、黙だまってれば憂うれいのある美形のキニスと票を分け合っていそうです。読者さんの人気男性キャラは、今のところアルデアっぽいですよ。女装なのに、いいんでしょうか……？




・階級について

　ランセは現在中ちゆう佐さ。副長のロディアが海尉の中で一番位が上で、次がカロル。アルデアは医者として士官扱あつかい。キニスとルーナ・ノアは実は下士官（士官の下で、兵の上の身分）です。レーン号では【旧神】能力を持っている時点で、下士官でも完全に士官と同等扱いなんです（個室がないと色々困りますし）。元々マディス海軍の下士官は陸軍の下士官より士官寄りの扱いを受けているので、他ほかから見てもキニスたちの扱いはそんなに異常な感じはありません。




・当初の予定からだいぶ変わってしまったひと

　現在アルデアのいる船医ポジション、最初は黒くろ魔ま術じゆつ信しん奉ぽうのマッドサイエンティスト、片眼鏡めがね半白髪しらがのがりがりに瘦やせたゴス紳しん士しにしようと思っていたはずなんですが、気づけばこんな女装男子になっておりました！　我ながら脳内で何が起こったのかよくわかりません……。




・艦かん内ないの部屋割り

　士官は下層甲かん板ぱんに個室を持っています。ロディアとルーナ・ノアが女子同士で同室、隣となりがカロル、通路を挟んでカロルの正面がキニス、その隣がアルデアの部屋です。ランセは艦長なので、一階層上、上層甲板に小さいながらも執しつ務む室と寝しん室しつがあります。艦長は孤こ独どくなのです。




　さてさて、こんな感じでしたが、いかがでしょうか。

　他にもキャラクターに関してなどご質問がありましたらお便りなどいただけると、こういうときにお答えできるかもしれません。現在お手紙のご返事は少々遅おくれ気味なのですが、暇ひまをみてお返しできたらいいなあと思いつつ、とってもうれしく拝読しておりますよ。

　最後になりますが、今回もイラストを担当していただいております[image: さかき]空也さん。[image: さかき]さんの絵があって、やっと本当に物語ができあがる感じです。いつもラフをいただくと嬉しくて挙動不審になって頑張っています。ありがとうございます……！　また、担当編集氏、デザイナーさんなど、様々な方にお世話になっております。本当にいつもありがとうございます。

　そして読んでくださっているあなたに最大の感謝を捧ささげつつ、またお会いできますように。

　レーン号の面々は、めげずに運命と戦っていきます。
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